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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１







　今にも雪が降り出しそうなほど冷え込んでいる二月下げ旬じゆん、滝たき澤ざわ亨とおるはエアコンをフル稼か働どうさせた部屋でビデオ鑑かん賞しようをしていた。ローテーブルの上にはブランデーを適当にソーダで割ったモノと、口くち溶どけも滑なめらかなチョコが載のっている。バレンタインにもらったモノだが、甘いモノがさほど好きではないため、なかなか減らないのだ。


　どうにかアルコールでごまかしながら食べているが、完食することはできないだろう。


　───残りは贈おくった本人に責任を取らせるかな……。


　小さなチョコの塊かたまりを口に放ほうり込み、あいだをおかずに亨はグラスを傾かたむけた。今度の誕生日が来れば三十歳になるこの年まで、バレンタインにもらったチョコは数知れない。


　百九十センチある長身は高校時代から変わっていない。綺き麗れいに引き締しまった肢し体たいが長い手足をバランスよく見せている。ひょろりとした印象がまるでないのだ。


　顔の造作も悪くない。切れ長な眦まなじりに意志の強さを示すような眉び宇う。鼻筋は綺麗に通り、薄うすめの口唇くちびるは大たい抵てい引き結ばれている。自画自賛するほどではないが、こちらからコナを掛かけなくても向こうから勝手に寄ってくるくらいだ。


　なので、押しつけられるチョコの数も推おして知るべしだろう。だが、実際に食べたチョコの数は両手の指で足りる。


　甘いモノが好きでもないのに一方的に贈ってくる方が悪いのだ。しかしそれも、飲酒が認められる年ねん齢れいになるとチョコレートよりも酒そのものを贈ってくることが増え、ここ数年はチョコレート自体贈られることは稀まれになっていた。


　その久しぶりに贈られた甘いモノは、一応『恋こい人びとから』だと言ってもいいだろう。たとえ相手が同性だろうと、十歳年下だろうと、相思相愛でセックスもしているとなれば『恋人』で間ま違ちがいない。あちこちに触ふれ回ることができないのでそれなりの苦労はあるが、それも恋れん愛あいを楽しむためのスパイスだと思えば許容できる範はん囲いでしかない。


　額に掛かる長い前まえ髪がみを搔かき上げ、どうにか口の中から甘さを消した亨はちらりとテレビ画面に目を遣やる。酒のつまみとしてこのビデオを選んだのだが、余計に下腹部にもやもやとしたモノをため込むだけにしかならなかった。


『俺をどう思っているか正直に言ってみる気はないかい？』


　ビデオを通して聞こえてくる自分の声は、聞き慣れなくて微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せてしまう。まるで、彼が自分以外の者を相手にしているような錯さつ覚かくを起こしてしまうからだ。


『声に出してくれないと、俺にはわからないんだけどなあ』


　癖くせのない茶ちや髪ぱつをベッドの上に広げ、彼は何かを堪こらえるように口唇を嚙かみしめている。画面の中で淫みだらに蠢うごめく細ほそ腰ごしに、亨の視線は吸い寄せられる。手の平にしっとりと馴な染じむような肌理きめの細かい肌はだの感かん触しよくを思い出す。


　録画されているとは知らずに、快楽に流されまいと必死に強ごう情じようを張っている少年が、亨の恋人だった。


　去年の春に大学生になったばかりの、青あお木き裕ゆう真ま。


　色素の薄い髪は陽光に透すかすと赤茶けたように見える。くっきりとした二ふた重えの瞳ひとみは大抵面おも白しろそうに輝かがやいている。にっこりと屈くつ託たく無く笑う表情は誰だれしも見み惚とれてしまうほどで、その笑え顔がおの裏の感情を綺麗に隠かくしてしまう。


　だが、亨には最初から険しい視線を投げかけていた。作った笑顔で何でも乗り切ってきた裕真が、亨に対してだけは表情を繕つくろうことをせずに感情のまま行動していたのだ。それが特別なことなのだと気がついたのは、かなりあとになってからだ。


　自分にだけ笑顔を見せない裕真に、無意識のうちに苛いらついていた。だが、裕真が素す直なおに感情を表す方が珍めずらしいのだとわかってからは、逆に裕真が嚙みついてこないことに苛つくようになった。


「どうかしているな……」


　まったく別の感想を持つようになった自分を嘲あざ笑わらうかのように呟つぶやくと、一気にグラスを傾けて飲み干し、またブランデー多めのソーダ割りを作る。


　隠し撮どりのため固定されている画面の中で、より強い刺し激げきを欲ほつして揺ゆらめいている腰がはっきりとわかる。その腰が摑つかまえられ身動きできないように固定されると、裕真は掠かすれたような声で小さく喘あえぐ。


『……ゃあ……っ』


　その声に意地悪く口唇を歪ゆがめ、自分の下に組み敷しく者を追いつめていく。


　自分よりも少しだけ小こ柄がらな身体からだはどこからどう見ても男のモノでしかあり得ない。平らな胸に、くびれているというよりも引き締まっているとしか言えない腰、うっすらと筋肉が浮ういている大だい腿たい、骨張った腕うで。耳みみ許もとから肩かたに掛けてのラインには円まろやかさがなく、すっきりとした直線的なラインだ。


　それでも、自分は彼を追いつめたかった。


『これでも、言わないつもりかい？　ここは俺のことを欲しがっているよ……？』


　侵しん入にゆうしようと秘処の入り口を彷徨さまよっていた雄おすが引きかけた動きに、大きな目が殊こと更さら潤うるんだ。このあとに言われた台詞せりふは、簡単に脳のう裏りに描えがける。ビデオテープを何度も見返したということもあるが、自分がひどく満足したことでもあるからだ。


　まるで怒ど鳴なりつけるように、悔くやしくてたまらないとでも言うように告げられた告白。


「畜ちく生しよう、好きだよ。好きで悪いか───」


『───っ。畜生っ、好きだよっ。好きで悪いかっ』


　画面を見ながら亨がぽつりと呟いた台詞に被かぶさるように、裕真の叫さけび声が聞こえてきた。カメラの角度が悪く生憎あいにくとテープには写っていないが、裕真が涙なみだをこぼしたことを覚えている。


　その泣き顔が本当に悔しそうで、絶対に言うつもりのなかった言葉なのだと、亨は確信した。口調がどうであれ、それが裕真の本心だと思ったので嬉うれしくなり、思わず笑ってしまったことも、思い出す。


「───本当に、どうかしているな」


『ようやく、認めたな。俺も、好きだよ』


　さらりと亨の口唇からこぼれた言葉が、画面から聞こえてくる。このあとはぎこちないセックスが録画されているだけだ。


　快楽に流されることをまだどこかで拒こばむ裕真の初うい々ういしさが残る媚び態たいにも確かにそそられるが、今現在の艶なまめかしいとしか言いようのない嬌きよう態たいの方が、より下腹部を刺激する。


　ふと、昨晩の情事が頭の中をよぎった。


　一週間ほどまえに後期試験の全日程をクリアした裕真は、大学の友人たちとスキーに行っている。誰と行っているのか正確なところはわからないが、亨の知っている岡おか田だ直なお也やも含ふくめて十人ほどの団体らしい。


　レンタカーを借りて、団体行動で出かけることを楽しみにしていた。三泊ぱく四日のスキー旅行は試験が始まる前から計画していたらしく、シーズン真まっ只ただ中なかだというのにスキー場近くの貸しコテージを押さえていた。


　スキーを心ゆくまで堪たん能のうするために早朝からの出発というのは早くから決まっていたらしいが、そのあとのことを決めるのがひどく大変だったらしい。昨日の夕方、裕真が亨の部屋を訪れた時のことを思い出していた。





　　　　＊





　この時期の夕ゆう陽ひはとても短く、一気に夜へと移り変わる。そのわずかな時間を狙ねらったように訪問者はインターホンを鳴らした。それが誰なのか予測できた亨は、手にしていた針をしまいテーブルの上を片づけていく。少しばかり短気な来客が再びインターホンを鳴らす。


「はいはい、今開けますとも」


　自分にだけ嚙みついてくる恋人を招き入れるために、亨は自分の定位置であるキッチンカウンターの下から立ち上がり、のんびりとした足取りで玄げん関かんに向かう。数日前から泊とまりに来ると前もって知らされていたので、休日出勤は正午までに早はや々ばやと切り上げていた。


　シャツとジーンズというラフな格好のまま仕事に行ったことも、『絶対に帰ってやる』という亨の断固とした意思を表していた。基本的に亨は仕事着として自分がデザイナーとして勤めている『レゾンデートル』のスーツを着ている。それを着てこなかった時点で───とはいっても、シャツは自社ブランドのものだったが───立ち寄っただけ、ということを示しているのだ。


　それがわかるだけに、仕事仲間である皆みな川がわや早はや瀬せたちも強く引き留められなかったのだろう。もしここで亨の機き嫌げんを損そこねてしまえば、大変になるのは自分たちだとわかっているからだ。


　エアコンを効かせた室内は程良い暖かさでシャツとジーンズで過ごせるが、外は陽が沈しずみかけていることもあり寒いのだろう。リビングから玄関へ向かうに連れて、少しずつ冷気が足許に忍しのび寄ってくる。


「いらっしゃい」


　ドアを開けた先にきつい眼まな差ざしの少年を見つけ、亨の頰ほおは無意識のうちに弛ゆるんでしまう。


　どこか不機嫌そうに睨にらみつけてくる裕真は、亨の前でしかこういう表情を見せない。ほとんどがにこやかに笑った裕真しか知らないはずだ。その特別がひどく愛いとしいと思う。


「寒い。とっと開けろよ」


　裕真は寒さのせいかむっとした表情のまま、担かついでいた旅行鞄かばんを下ろしもせずに室内に上がり込んだ。これから雪国へ行くことを考こう慮りよしてか、近ちか頃ごろ好んで着ているダッフルコートではなく、ナイロン地のダウンのロングコートを着ていたがそれでも寒かったのだろう。黒いミリタリーブーツをもどかしげに脱ぬぎ捨て、足早にリビングに入りエアコンの真下に立ち暖かい空気に直接あたり始めた。


　それを確認して亨は台所に立つ。ティーバッグの紅茶を濃こいめに淹いれ、甘めのティーオレを作ってローテーブルの上に置く。裕真の定位置と化しているクッションは、裕真自身が持ち込んだモノだ。


　今亨がテーブルの上に置いたマグカップも、自分が使わないゲーム機もいつの間にか増えていたＣＤも、裕真が持ち込んだモノだ。少しでも居い心地ごこちがいいようにと裕真が勝手にしていることだが、亨も黙もく認にんしていた。そうやって増えた彼の私物はそれなりの量になっている。


「で、明日あしたは早いって聞いたけど……。何時に出るの？」


「うーんと、五時にアルタ前？　だから四時半に出れば充じゆう分ぶんでしょ？」


　人心地がついたのか、裕真はコートを脱ぎ捨てクッションの上に座り込んだ。中に着ていた服は明日も着るつもりらしく、いつもより少し華はなやいだ雰ふん囲い気きになっていた。


　淡あわい茶色のタートルネックのトップスは、袖そでと裾すそにアジアンテイストの刺し繡しゆうが施ほどこされている。ボトムはブーツに合わせてブラックジーンズだったが、裾にはシルバーカラーで蔓つる草くさがペイントされている。


　だが、服装とは裏腹に裕真がふてくされているのには少なからず理由がある。それを思い出し、亨は小さく口唇くちびるの端はしを面白そうに持ち上げた。


　スキー場までは車二台に分乗していくらしいのだが、それが原因で今現在、裕真は亨の部屋にいる。


　オンシーズンということもあり、渋じゆう滞たいを避さけるために始発電車も走っていないような早い時間に出発し、途と中ちゆうのインターチェンジで合流することにした。そのために車で人間を拾い集めることにしたのだが、できるだけ回収ポイントが少ない方が効率がいい。


　最初、裕真は直也の部屋に泊まる予定だったのだが、他ほかにも直也のところに泊まろうとした者がいたらしく、すったもんだのあげく、直也が別の友人宅に転がり込むことになった。そこに裕真も転がり込もうとしたらしいのだが、車の定員の関係上、裕真が弾はじき出されてしまい、亨の部屋に前泊することを余よ儀ぎなくされてしまったのだ。


　用意されたティーオレを嬉しそうに口許まで運びながら、裕真はわざとらしく横目で亨を見み遣やる。


「なあ、飯は？」


「……待ってろ……」


　腰こしを下ろそうとしていた亨は、溜め息を呑のみ込みつつもう一度身体を起こし台所へと向かった。この部屋に亨がいる限り、裕真は何一つしないのだ。冷蔵庫からペットボトルを取り出すことさえ、亨に頼たのむ。だから、これくらいのことは今いま更さらなのだが、それでも溜め息を禁じ得ない。


　買ってきた惣そう菜ざいを温めているあいだに炊たき上がった米をお茶ちや碗わんによそう。さすがに箸はしは裕真のものがあるが、茶碗までは揃そろえていない。もともと自じ炊すいはあまりしていなかったのだから、食器類も最低限のものしかない。部屋に入れ、そのうえ一いつ緒しよに食事をとるほど気を許しているのは裕真しかいない現状では、わざわざ食器類を買うほどのものでもない。


　自分の分は丸皿に盛り付けると、惣菜共々何度かに分けてテーブルに運んだ。


　一応念のためにと買っておいた炊すい飯はん器きを使うようになったのも、裕真が時折この部屋に泊まるようになってからだ。亨一人ならば作るだなんて面めん倒どうなことをするくらいなら、腹をすかせている方を選んでしまう。


　───それがなんだって、こんなことをしているのか……。


　箸を片手に、お預けをくらった犬の如ごとく待っている裕真を一いち瞥べつした。亨が早く席につかないかと、じりじりとしているのがみてとれる。


「昼は食べなかったのか？」


「直前までばたばたしてて、荷物つめだしたのが今朝なんだよ。忘れ物がありそうで怖こわいしさ」


　亨が席につくや否や裕真は『いただきます』と手を合わせてがつがつと勢いよくご飯を食べだした。実際に相当腹が減っていたのだろう。テーブルの上の容器はあっという間に空になっていき、三十分もしないうちに『ごちそうさま』と手を合わせマグカップを両手で抱かかえ、裕真は満足そうに吐と息いきをついた。


　皆川のここ最近のお気に入りだというデパ地下の惣菜は、亨も何度か御お相しよう伴ばんに与あずかり確かにおいしいことを知っている。しかも、裕真の好みではなく亨が食べたいものを買ってきたのだ。一口も食べることなく裕真の胃い袋ぶくろに消えてしまったのには溜ため息をつきたい。


「そんなにお腹がすいてたのかい？……まあ、いいけど。だったら、別のモノで俺のお腹を満たしてくれるよね？」


　うっすらと笑えみを浮うかべて亨が裕真を凝ぎよう視しすれば、裕真は身体からだを小さく震ふるわせて亨を睨みつけてくる。言外の意味を汲くみ取り、亨が何を望んでいるのか裕真にもわかったのだろう。微かすかに赤みを増した頰がそれを裏付けている。


　片手をついてずいっと身体を乗り出すと、それに気け圧おされるように裕真は身体を後ろに引いた。その仕し種ぐさに口唇の端を軽く持ち上げ、裕真が両手で抱えていたマグカップを取り上げる。大きくびくついたような自分の獲え物ものに、亨は笑みを深くした。逃のがすつもりなどないことを示すように凝視しながら腕うでを伸のばす。


　裕真はその手を警けい戒かいして、あからさまに上体を後ろに引いた。


「……」


「……」


　二人は無言のまま睨み合う。だが、先に視線を逸そらしたのは亨で、そのまま何事もなかったかのようにローテーブルの上を片づけ出した。裕真はあきらかにそのことに拍ひよう子し抜ぬけしたらしく、戸と惑まどった表情を見せる。


　訝いぶかしげな視線が自分にまとわりついてくるのを亨は感じたが、それには何も反応せずに淡たん々たんとキッチンへと向かっていく。


　ちらちらとこちらの様子を横目でうかがいながら、裕真が再びマグカップを両手で抱え込んだ。普ふ通つうならばあれくらいの抵てい抗こうなどねじふせてしまうのに、あっさりとひいたことが気になっているのだろう。


　───所しよ詮せん、お子さまレベルだということか。


　駆かけ引きとも言えないような恋れん愛あいの手練手管にいともたやすく感情を露ろ呈ていさせる素す直なおさに、口の端が歪ゆがんでしまうのをとめられない。


　確かにそれなりにつきあってきたのだろうが、『彼女』たちのオンナのレベルがまるで違ちがう。巧こう妙みように秋波を隠かくすことや、相手から思いどおりに誘さそわせる手しゆ腕わんは経験と狩かり手の勘かん、そして何がなんでも落としてみせるという執しゆう念ねんが必要だ。相手に求めるモノが高い分、亨の彼女たちの方が上手だったのだろう。


　自分の分として新しくついだコーヒーを手に、ローテーブルへと戻もどる。当然の如く、裕真はびくついたがそれも無視して、亨は自分の定位置に座った。


「明日は、勝手に起きて出ていくんだな。そんな時間に起きるつもりはないから」


「えー、おれも起きる自信なんかないんだよ」


「……四時半に出る、と言ったな？　起きるのは三時半？」


「それくらい、だなあ。出る前にシャワー浴びたいし」


「───その時間に起こせばいいんだな？」


「何、起こしてくれるの？」


　下を向いていた視線を上げ期待に満ちた瞳ひとみで問い掛かけてくる裕真に、口の端を小さく上げることで応じる。そのわずかな表情に何かを感じたのか、警戒するように裕真の眉まゆ根ねがぎゅっと寄せられた。


　わざと音を立てるように亨がマグカップを置けば、裕真はびくりと身体を震わせる。そのあからさまな態度に亨はますます笑みを深くする。


「起こしてやるから、つきあうんだよ？」


　語ご尾び上がりの口調は決定事じ項こうを告げるモノで、承しよう諾だくを得るためのモノではない。それがわかっている裕真は眉み間けんの皺しわを増やし、亨の手から逃れるようにローテーブルから離はなれていく。空いた距きよ離りを詰つめるように亨が体勢を変えた。


　ふっと手を伸ばした亨が獲物の手首を捉とらえてそれ以上後ろへと下がるのを止めた。裕真の手の中でマグカップが揺ゆれる。


「あ……っ」


　中身がこぼれてしまわないかと裕真が一いつ瞬しゆん気を取られた隙すきに、亨は一気に距離を詰め裕真を完全に押さえ込んだ。両りよう脚あしの間に膝ひざを割り込み覆おおい被かぶさるような体勢にもっていく。亨はうっすらと微笑ほほえみを浮かべたまま、逃にげ道を探すように視線を左右に揺らしている裕真を正面から見つめた。


「カップをよこせ。こぼしたらどうする」


　視線を逸らさないまま、片手でカップを取り上げテーブルの上に置く。惑まどうように動いていた目がおそるおそる亨に向けられた。手持ち無ぶ沙さ汰たになった両手はしばらく宙をさまよったあげく、そっと床ゆかに下ろされた。その上に亨は自分の手を重ね、裕真が身動きできないようにしてしまう。


　重ねるだけの口くち接づけで裕真に目を閉じさせると、本格的に獲物を味わうために亨は裕真を押し倒たおした。裕真の持ち込んだ大きめのクッションが緩かん衝しよう材ざいの役目を果たし、上体が微び妙みような角度で留まっている。


　幾いく度ども繰くり返していた口接けで口唇くちびるの隙間を割れば、そこからさきの行こう為いが容易に想像できるのか、裕真の肩かたが強こわ張ばり手を自由にしようと小さく身じろぎ出した。


　だが、口こう腔こう内をねぶることでその形だけの抵抗を押さえ込み、インナーの端はしから垣かい間ま見みえる素す肌はだに指先を這はわせる。ひくりと跳はね上がる下か肢しは自分の下肢で逃にがさないようにして、裕真の反応のすべてを身体の中に封ふうじ込めた。亨の与あたえる刺し激げきがゆっくりと裕真の内側に浸しん透とうしていくように細心の注意を払はらっていく。


「───ぅんっ」


　快楽を押し込めたような熱い吐息が裕真の口唇からこぼれ落ちた。


　亨は満足そうに目を細めゆっくりと口唇をずらし、濡ぬれて色づいている下した唇くちびるを甘あま嚙がみする。そのまま顎あごの下をくすぐるように舐なめて顎がつ骨こつを通り、辿たどり着いた耳朶みみたぶにも歯で軽く挟はさみ甘やかな刺激を与えた。鼻から抜ぬけるようなくぐもった声が微かにもれる。


　すっと耳朶の後ろから鎖さ骨こつにかけて口唇を滑すべらせれば、裕真の眉間が何かを堪こらえるようにきゅっと寄せられた。無意識のうちに小さく跳ねている腰こしを捉え押さえつけると、丸まった爪つま先さきが微かな抵抗を示すように床の上を搔かく。その感度のよさに亨の口唇はうっすらと笑みを形づくった。


　───抱だけば抱くほど、快くなっていくのは嬉うれしい誤算だな。


　自分が裕真とのセックスにはまっているという自覚はある。以前───裕真と出会う前であれば、セックスは右手よりも気持ちがいい、という認識でしかなかった。


　だからだろうか。来る者は拒こばまず、去る者は追わず、というスタンスだった。勿もち論ろん、一応の礼れい儀ぎは持っているので同時進行ということはなかったが。


　だというのに、裕真に対してだけはそのスタンスが崩くずれたのだ。


　自分の性欲を満たすためのセックスだったはずが、相手を啼なかせてみたいという欲望に変わっている。面倒くさかったはずの手順さえもその後に得る快楽を思えば苦になるどころか、その過程を楽しんでさえいる。


　インナーの中を我が物顔で動き回る亨の手は、裕真の弱いところを的確に辿っていく。ウエストラインを通り脇わき腹ばらを撫なで上げ、微かに固くなっている胸の飾かざりへと指先が伸びた。爪つめの先にわずかに引っかかる程度でしかないそこが、男にとっても性感帯なのだと身をもって亨に知らしめたのは裕真だ。


「……っあ」


　己おのれの組み伏ふした肢体がぴくりと震える。それに気をよくして亨はもっと大きな反応を引き出すために、ゆるゆると指先を動かす。わずかに感じている快楽をどうにか堪えようとしているのか、裕真の身体は強張っている。


「何もそんなに緊きん張ちようしなくてもいいのにな」


　耳みみ許もとで低く囁ささやきながら腰を捉えていた手を下肢の中心にあてがうと、裕真は大きく息を呑のんだ。くすりと意地悪く笑った亨がジーンズ越ごしに固くなりだした雄おすを確実に煽あおり立てていけば、裕真はきゅっと口唇を嚙んで与えられる快楽をどうにかやり過ごそうとする。


　そんな無む駄だな抵抗を亨は面おも白しろいと思う。素直に応じない媚び態たいは女のそれと違い、本気で呑み込まれまいとしているからこそより蠱こ惑わく的に見えるのだろう。


　不意に裕真の身体から手を離すとそのことに驚おどろいたのか、裕真が戸惑った視線を投げかけてきた。中ちゆう途と半はん端ぱに快楽へと駆り立てられた状態で放置されるのはそれなりに辛つらい。大きな双そう眸ぼうが安あん堵どと落らく胆たんと渇かつ望ぼうと、複雑な感情を見せる。


「これで終わるわけがない。ほら、手を上げて」


「え？」


　どうなっているのか把は握あくできていない裕真の衣服に手を掛け、亨はあっさりと裕真を剝むいていく。押さえつけていた下肢からもジーンズを脱ぬがせてしまう。呆ぼう然ぜんとしている裕真に濃のう厚こうな口接けを仕掛け、舌先で丹たん念ねんに口腔内を搔き回した。


　狭せまい中を逃げるように蠢うごめいているそれを捉え、思う存分絡からみ合わせ舌の付け根まで丁てい寧ねいに愛あい撫ぶする。上顎や歯列の裏側まで余すところなく探るように舐めていけば、くぐもった甘い声が喉のどの奥から絞しぼり出されていく。


　その声さえも余すところなく己の口腔内に奪うばい、亨は更さらに濃厚な口接けを施ほどこす。苦しげな嬌きよう声せいを聞きながら容よう赦しやなく舌を絡め、獲え物ものの呼吸を更に困難なものにさせて意識を朦もう朧ろうとさせていく。


　裕真の微かすかに震ふるえている手が亨のシャツを握にぎった。惜おしみなく降り注ぐ口接けに、既すでに抗あらがう気力もなくただ与えられる快楽を享きよう受じゆすることしか裕真にはできないでいる。その『為なすがままにどうぞ』とでもいうように差し出された肢体に亨は触ふれた。


　肩かた口ぐちから鎖骨、胸骨と硬かたい骨の感かん触しよくを確かめながら、男の指先がゆっくりと下りていく。皮ひ膚ふの表面を微妙に撫でるだけのようなもどかしい愛撫に、裕真は時折ぴくりと身体からだを震わせている。その敏びん感かんな反応に気をよくした亨は己の指先を臍へその窪くぼみまで一気に急降下させ、そのもっと下に息づく雄を刺激した。


「……ぁ───んぅっ」


　勃たち上がりかけた欲望をやんわりと握りしめて、緩ゆるく擦こすり出す。自分のモノとは違ちがう同性のそれに触さわるだなんて今まで考えたこともなかった。だというのに今では躊躇ためらうことなく手を伸のばせる自分がいることに、亨は口唇の端はしで笑う。


　ひゅっと裕真の息を呑む音が聞こえた。亨の手から逃のがれようと無意識のうちに身じろいだ肩を左手で押さえて、もっと深い愛撫をそこに施していく。


　与える刺激が強くなるにつれて、裕真の口唇からは押し殺した嬌声が流れ出てくる。やすやすと快楽には堕おちていかないという意思の表れでもあるかのように、裕真は声と反応をできる限り押さえつけようとする。そうすることの方が亨の征せい服ふく欲を煽あおっていることに、裕真は気がついていない。


「とりあえず、一度達いっておくといい」


　口腔内で低く籠こもる声を聞きながら、亨はきゅっと指を絞り手の中にある雄に最後の刺激を与えた。


「───あっ……んぅっ」


　どくりと大きく波打ったあと裕真の雄は呆気あつけなく吐と精せいした。無意識のうちに喉をついて出てきた嬌声は思いの外大きく亨の耳を打った。


　下肢を白はく濁だくしている液体で汚よごした裕真を見下ろし、亨は艶えん然ぜんと微笑む。射精したばかりの茫ぼう洋ようとした表情は妙みような征服感をもたらす。だが、それだけで亨の性欲が満たされるはずもなく、より一層大きな飢き餓が感かんが身体の内を駆かけ巡めぐる。


　それを押さえ込み、べったりと手の平を汚す精液をティッシュで拭ぬぐって、荒あらい呼吸を繰り返している裕真も簡単に綺き麗れいにした。自分はまだ服を着ているのに、相手が全ぜん裸らだとセックスをするという現実味が少し薄うすれてしまうらしい。


　それでも、亨を今突つき動かしている衝しよう動どうは本物で、止める気もない。


「立てるか？　場所を変えるぞ」


「……ん……」


　亨に促うながされ裕真は小さく頷うなずくが身体が動かないようで、ぼうっとしたまま四肢を投げ出している。脱ぎ散らかした服にかまわず立ち上がり、欲望が突き動かすままに裕真の身体を無理矢理立たせ、力の入っていない足を引きずるようにしてベッドへと連れて行った。


　軽く肩を押しただけで裕真の肢体は簡単にベッドに倒れる。裕真を逃さないようその上に乗り上げてから、亨は着ていたシャツを脱ぎ捨てた。今からもたらされるであろう快楽を期待して雄は既に痛いほど張り詰つめている。


　───セックスを覚えたてのガキでもあるまいに。


　自分の状態に亨は自じ嘲ちよう気味に笑い、手早く下も脱いでしまう。触れ合う素肌に心地ここちよさと熱さを感じる。女とはまるで違う力と張りを持ち合わせた筋肉に、円まろやかさにかける肢体。柔やわらかさの欠片かけらもないのに、抱きしめたときに心地よいと感じてしまう。


　肉体的なことだけではなく、精神的にもセックスをしているのだということだろうか。


　胸から脇腹にかけてのラインを指先で丁寧に辿り、性感帯を一つずつ刺し激げきしていく。半年以上抱いてきた身体のどこにそれがあるのかは、既に指先が知っている。そこを撫でさするように緩やかに動かしてやれば、ひくりと組み敷しいた肢し体たいが震える。


　脇腹からウエストラインにかけても同様で、裕真が感じるたびに腰が跳はね上がった。乗り上げた太ふと股ももの下で身じろがれるだけで、亨の雄は硬こう度どを増していく。こくりと生なま唾つばを飲み込む自分の衝動を、亨は鼻先で笑い自分が乗り上げていた獲物の下肢からどいた。


「暴れるなよ？」


　声が掠かすれるのは欲望に気が急せいているからだ。それでも、本能のおもむくままに突き進むことだけはしない。相手を快楽の淵ふちにぎりぎりまで追いつめて、ついには堕ちてしまうその一いつ瞬しゆんを見たいからだ。


　筋肉がしっかりとついた太股に手を添そえて、下肢を開き局部を露あらわにする。一度達した雄は再び勃ち上がり始めていた。快楽を感じていることが目に見えてわかる男の生理に笑い出したくなるが、裕真が悦えつ楽らくを受け入れているという事実が亨をひどく喜ばせる。


　手の節が白くなるほどきつく、裕真はベッドシーツを握りしめている。そうやって少しでも快楽をやり過ごそうとしているのだ。そんな裕真を見下ろし、下肢の間に腰を入れ閉じられないようにすると、足の付け根に指先を伸ばす。


「───っ」


　すっと流したときに手の甲こうが裕真の雄に軽く触れたが、気づかなかったかのようにそのまま下に撫なで下ろした。小さく息を呑んだ裕真に、亨は満足そうな微笑ほほえみを浮うかべた。自分の欲望を受け入れている秘処も通り過ぎてベッドと臀でん部ぶの間に手の平を差し込めば、きゅっと臀部が引き締しまったのがわかる。


　軽く揉もむように手の平を蠢かせば、裕真の口から鼻に抜ぬけたような甘やかな喘あえぎ声がもれだした。声に促され亨の雄は硬く張りつめていく。


　───まったく、こんなお子さまの反応に……。


　直接的な刺激を何も受けていないのに、先走りさえも滲にじませそうなほど漲みなぎっている自分の雄に、亨はうっすらと笑う。


　相手を快楽に突き落とすのも楽しみたいが、自分が欲望を発散させるのも楽しみたい。その手間はいくらでも惜しまないつもりだ。


　ヘッドボードの棚たなからローションを取り出し、手の平でなじませる。のしかかるようにしてベッドに押しつけた裕真の雄にローションで滴したたる手を伸ばした。


「あ───っぅんっ」


　突とつ然ぜん与あたえられた刺激に裕真は背中をしならせた。だが、亨の身体で押さえつけられているため、快楽をうまく逃にがせなかったらしい。喉が引きつるような掠れた声をもらし、裕真は眉まゆ根ねを寄せている。


　ローションのぬめりを借りて上下に擦れば、裕真の雄おすはびくびくと震え、いとも容易たやすく上り詰めていく。


「まだ、早い───」


　ふっと亨は雄から手を離はなして会え陰いんを掠め通り、先さき程ほどは素す通どおりした秘処にその指先を潜もぐり込ませた。


「───っやぁっ」


　何度も抱だいて身体は慣れたはずだが、痛みはないものの最初の異物感だけはどうしても残るらしく、ほとんどの割合で裕真は制止の声を上げる。当然の如ごとく、亨はそれを無視してねじ込んだ指先を奥まで押し込んでいく。


　雄に比べるまでもなく指の方が細いのに、それでも狭さを感じてしまう。しかも毎回侵しん入にゆうを拒こばむようにきつく指を締めつけてくるのだ。そこをほぐすように小刻みに指を動かし、奥へ奥へと突き入れていく。


　指の付け根まで入れ込むと、そのまま腸ちよう壁へきを一周するようにぐるりと動かし、狭い内壁を擦るように引き出す。くちゅりと湿しめった音を立てるそこに、またローションを垂らして奥まで塗ぬり込めるように出し入れを繰くり返す。


「ん───」


　前ぜん立りつ腺せんをたくみに避さけて、裕真の快楽だけを丹たん念ねんに育てていく。快楽に負けて愛あい撫ぶをねだるように裕真の雄がふるりと震ふるえた。だが、それには手を伸ばさない。ただひたすらに前立腺からわずかにずれた箇か所しよをひっかくように刺激していく。


　嚙かみしめた口唇くちびるの隙すき間まからこぼれていた嬌きよう声せいにも似た吐息は間断なく続き乱れている。その吐息が不意にきちんとした言葉として裕真の口唇からもれ出した。


「や───ぁ……っ、も……っん───ぅ」


　秘処を出入りする指の動きに合わせて、裕真の肢体が艶なまめかしくくねっている。ダイレクトに素す肌はだに感じる動きに、亨の雄がどくりと脈打った。耳じ朶だを打つ獲え物ものの悲鳴にも聞こえる嬌声に舌なめずりする。


「欲しいか？」


　呼気に紛まぎれそうなほど低く掠れた問い掛かけに、裕真の茫洋としていた双そう眸ぼうにくっときつさが戻もどった。欲望に餓うえた瞳ひとみと意志の強さを窺うかがわせる瞳が、交差する───。


　亨は無言のまま指を引き抜き、裕真の太股を開き逃さないようにしっかりと胸に押しつけ、裕真の返事も待たずに腰こしを進めた。


「ふぅ───……っ」


　滴るほどローションを塗り込められた秘処はたいして抵てい抗こうすることなく、亨の欲望を呑のみ込んでいく。時折ぴしゃりと湿った重い水音が響ひびき、聴ちよう覚かくにも何をしているのか知らしめていた。


「ああ……っ───くぅっ」


　絡からみ付く粘ねん膜まくをまとわりつかせたまま亨は前立腺を的確に擦こすり上げながらぐっと雄を最さい奥おうまで突き入れた。そのわずかな刺激で裕真の雄は吐と精せいする。さんざん高められていただけに、それは呆気あつけないくらいだった。


　射精にあわせて収縮を繰り返す秘処に、亨はもっていかれそうになるが、息を詰めてどうにかその波をやり過ごす。


「……そう、焦あせるな。悪いようにはしないから」


　組み敷いた肢体の下腹部に飛び散った白はく濁だくとした液体をティッシュで簡単に拭ふき取り、ベッドに縫ぬいつけるかのように肩かたを押さえつけて、裕真の上半身を固定した。そして、絡みつくようにきつく締め上げてくる秘処に引きずられないように、ゆっくりと雄を引き抜いていく。


　張り出した部分が前立腺の上を通り過ぎたときに裕真の腰が大きく跳ね上がる。達いったばかりの肢体にはその刺激さえも大きすぎたらしく、裕真は眉根をきつく寄せ口唇を戦慄わななかせている。


　その扇せん情じよう的な表情に亨の雄は一段と存在感を増す。


「いくぞ？」


　短く一声掛けてから、亨は自らの雄を狭せまい器官の中に勢いよく打ち付けた。ぴちゃりとローションの湿った音が、肉のぶつかる音とともに聞こえてきた。


「ふぁ───っぅ……。あ、ああ……っ」


　裕真の薄うすく汗あせばんだ身体からだを揺ゆさぶるたびに、高く甘い声が聞こえてくる。その声に煽あおられるように亨は何度も腰を突つき入れた。的確に前立腺を攻せめたかと思えば、わずかに場所をずらして擦り上げていく。


　嬌声と懇こん願がんが交こう互ごに裕真の喉のどから引き出されたのを聞くと、亨はなおいっそう激しく裕真の内部を搔かき乱した。固定されていない下肢が宙を搔き、爪つま先さきはベッドシーツを波立たせる。


　どれくらいその声を聞いていただろうか。裕真は掠れた悲鳴のような音しか出さなくなった。上へと逃のがれないように肩を押さえつけていた手は、筋肉を感じさせる腰を摑つかんでいる。そして、その腰を引き寄せるのと同時に、一ひと際きわ強く前立腺を突き上げ、最奥に届かせるような勢いで、亨が雄を抉えぐり込ませた。


「───っ……あ……」


　ようやく与あたえられた最後の一押しに裕真は身体を快楽に明け渡わたした。そして吐精のためにきつく収縮を繰り返す秘処に逆らうことなく、亨も後を追いかける。


「く───っ」


　奥歯を嚙みしめて上り詰つめた快楽を感じ取った。最後の一ひと滴しずくまで残らず裕真の中に注いでから、大きく息をついた。


　摑んでいた腰から手を離せば、裕真の肢し体たいはいとも簡単に崩くずれ落ちていく。身体を支える気力さえも残っていないらしい。瞳もどこか茫ぼう洋ようとしていて、意識も眠ねむりの淵を彷徨さまよいだしたようだ。


　一度達ったとはいえ、未いまだ硬い雄を秘処から引き抜き、ベッドの上に腰こし掛かける。この分だと裕真はシャワーを浴びることさえ無理だろう。


　───後始末をしないとな。まったく、ここまでさせるのはおまえくらいだ。


　今までのオンナたちにここまで世話をしたことはない。こんな些さ細さいなことで、裕真を特別に想おもっていると再確認しているようなものだ。そんなことを考えていると下の方から声が掛かった。


「───……痕あと、つけてないよな……？」


「痕？　ああ、キスマーク？　珍めずらしいね、そんなことを気にするなんて」


　ぐったりとベッドに沈しずみ込んでいる裕真が疲つかれた口調でそう訊きいてきたことに、亨は微かすかに眉まゆをひそめた。今までも痕を残したことはあるが、人目につくような場所につけたことは余り無い。それをわかっていながら念を押してくる裕真に視線を遣やる。


「温泉に入るんだよ。近くに日帰り入浴できる露ろ天てん風ぶ呂ろがあるんだ」


　久しぶりだよなあ、温泉、と裕真が疲れた顔ながらとろんと笑う。スキーも楽しみだが温泉も楽しみにしているとあからさまにわかる表情だ。


「雪見酒はできないけど、気持ちいーだろうなあ」


　語ご尾びが間延びしているのは先程のセックスのせいだろう。抱かれることに慣れたとはいえ、一方的に与えられ享きよう受じゆするしかない快楽を、受け止めるだけというのが疲れるらしい。何度か瞬まばたきを繰り返したが裕真の半分伏ふせられた目はだんだんと閉じられていく。


　起こして欲しい時間を亨に伝えていることもあり、どうやら裕真の意識はそのまま失しつ墜ついしていったようだった。


「……温泉、ね……」


　傍かたわらで早さつ速そく軽く寝ね息いきを立てている裕真を見下ろし、亨は独り言ごちる。俯うつぶせで寝ている裕真の背中にそっと指を這はわせる。セックスの最中に軽く痕をつけることはあっても幾いく日も残るような痕をつけることはここのところなかった。


　それなのに、わざわざそれを念押しされてしまえば亨にだって考えがある。しかもその理由が温泉に入る、というのであれば尚なお更さらだ。


　キスマークはいうなれば所有印だ。セックスする相手がいると目に見える形で押す烙らく印いん。誰だれも手出しをするなと、周りに牽けん制せいするためのモノにもなる。


　項うなじに掛かる茶ちや髪ぱつを搔き上げ、すっと伸のびる首筋を眼前に晒さらす。だが、簡単に人目につく場所ではもし万が一にでも裕真が自分で見つけた場合隠かくされてしまう。それでは意味がないのだ。


　背骨に沿って指先を滑すべらせて肩けん胛こう骨こつの間でふと止める。普ふ段だんは服に覆おおわれて見えないし、温泉に入るのであればそれは人目に晒されるだろう。ぺろりとその場所を舐なめれば汗ばんだ肌はだのせいか少ししょっぱい。はっきりと痕が残るほどそこをきつく吸い上げた。


「───んっ」


　裕真が微かに呻うめいたのは、つきりとした痛みを感じたからだろう。ただ甘く吸いつくのとは違ちがい、歯を立てるほど強く皮ひ膚ふに痕を残したのだから当然だ。そこだけに鮮あざやかな赤あか紫むらさき色いろの徴しるしが残る。少しだけ出した舌先で舐めてから、身体を起こした。


「ひとまずは、これだろ……」


　これほどわかりやすいマーキングもないだろう。だが、その前の段階でも牽制しておいた方がより安心できる。耳じ朶だの陰かげになる位置を露あらわにして、そこにも口唇を寄せた。正面から見てもわからず、俯うつむいた時にわかる箇所なのでよほど丁てい寧ねいに鏡を見ない限り、裕真が自分で見つけることはまずあり得ない。


「派は手でにつけて裕真の機き嫌げんを損そこねるのも不本意だしね……」


　つけたばかりのキスマークを隠すように髪かみを整えると、亨は裕真の後始末をするためにベッドを軋きしませながら立ち上がった。





　　　　＊





　ふと気がつけばいつの間にかビデオテープは止まり、青い画面が映っていた。ぼんやりと意識を飛ばしていたことに溜ため息をつきながら、リモコンを操作してテープを巻き戻もどす。


　裕真は今朝出かけたばかりで、あと四日しないと帰ってこない。しかも昼間に送られてきたメールを読むと、戻ってきてすぐに自分の所に顔を出すとも限らないのだ。


「───先は長いな……」


　もちろん亨の都合で何週間も顔を合わせないことはこれまでにもあったし、裕真の方がいろいろと忙いそがしく亨の傍そばに近寄らないこともあった。だが、今回の旅行のように遊ぶことのために相手を二の次にすることは滅めつ多たにない。だからだろうか、この四日間は亨にとって妙みように長く感じられるものになるだろう。


　テープの巻き戻り終わった音が亨の耳にはひどく大きく聞こえた。もう一度見直そうかと考えた時、不意にサイレントモードになっていた固定電話のディスプレイ部分が光り出した。緑色に点てん滅めつしてるのは着信があることを示している。思わず亨は時間を確認するが、そろそろ日付が変わろうかとする深夜に間違いはない。


　───仕事関係なら、携けい帯たいに掛かかってくるはずだ……。何だ？


　しばらくすると留守電に切り替かわり、ほぼ一年ぶりに聞く懐なつかしい声が流れてきた。


「にーいさん。いないの？　弱ったなあ……」


　ノイズ混じりの少し不ふ鮮せん明めいな音声に、亨は慌あわてて身を乗り出すとキッチンカウンターの上に置いてある子機を取り上げた。


「亮あきらか？」


「あ、よかったあ。いてくれたんだね。これからそっちに行くんだ。しばらくいるつもりだから、よろしくね。成田には……二十三日の二十一時過ぎには着くんだ。迎むかえはいらない。どうにかなると思うし。それじゃあねー」


「おい？　どういうことだ？　もしもしっ!?」


　言いたいことだけを言ってぶつりと切られた通話に、亨にしては珍しいことに呆ぼう然ぜんとした。一分にも満たない、会話とすらも呼べない、一方的な命令にも似た伝言を思い返し、亨は嘆たん息そくする。


「いつも突とつ然ぜんな奴やつだな。行く時も気がついたら決まっていたようなものだったし……」


　ふと二年前の春先のことを思い出して亨は口くち許もとを綻ほころばせた。あの時も自分に知らされたのは出発直前だったのだ。


「て……、二十三日？───明日あしたじゃないか……」


　告げられた日時をメモに取ろうとしてそのことに気がつき、思わず悪態をついたとしてもそれは仕方なかったかもしれない。
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　目に眩まぶしい雪景色の中、裕真は今滑り下りてきたばかりのゲレンデを振ふり返った。視界を幾らか制限しているゴーグルを外して首に引っかける。途と端たんにこぼれ落ちてきた前まえ髪がみをグローブのはまった指先で大おお雑ざつ把ぱに搔かき上げた。


　かなり早い時間に都心を出発しただけのことはあり、予約したコテージには午前中には到とう着ちやくした。荷物を置いただけで簡単に支し度たくすると早々とお目当てのスキー場へと足を向けたのだ。


　今日の集団ではスキー初心者から滑り込んでいる者までレベルに差があるので、揃そろって滑るのは慣らす間だけだと話してある。


　裕真自身も久しぶりに滑るため少しもたついてしまったが、転ぶこともなくそれなりに一本滑ることができた。そのことに満足しながら、広場の隅すみに集まっている友人たちのところに歩いていく。


　自前のスキー板とストックを持ってきた兵つわものは男子二人と女子一人のみで、残りはレンタルだ。当然裕真もレンタル組だが、さすがにウェアとスキー靴ぐつ、ゴーグルは用意してきていた。


　どうにか友人集団に辿たどり着いた裕真から声を掛けるよりも早く、友人たちがにやにやと笑いながら裕真を冷やかした。


「腰こしがひけてたなあ？」


「別れを惜おしんで、昨日彼女とやりすぎたのか？」


　からかいが半分、一いつ緒しよにいる女の子に対する牽制半分の台詞せりふに裕真は冷めた一いち瞥べつを向けたが、すぐさまにっこりと満面の笑え顔がおを浮うかべたままさらりと言い放つ。


「わかっちゃった？　嫌いやになるよな」


　にこやかな表情とはまったく不ふ釣つり合いな発言に、友人たちの方が一いつ瞬しゆんの間のあと騒さわぎ出した。


「えーっ！　マジっ!?」


「噓うそでしょー？　青木くんとセックスってなんか合わないよー」


　ぴーぴーと騒がしい集団に裕真は笑顔を浮かべたまま、内心罵ば倒とうの限りを尽つくしていた。


　───滝澤サンがしつこかったんだよ！　こっちはやだって言ったのにっ。スキーに行くって言ったよなあ、おれ。なのに何で腰に負担がくるようなことを前の日にやられなきゃいけないんだっ！


　逆巻く怒いかりはすべてここにはいない滝澤亨へと向けられている。そんなところへ直也が足を運んできた。これで、このスキーメンバー全員が揃ったことになる。


「何？　楽しいことでも話してんの？」


　直也がゴーグルを押し上げながらにっかりと笑う。


　岡田直也と裕真は大学に入ってからの友人だった。選せん択たくした講義がほぼ重なっていたことから顔見知りとなり、今ではそれなりのつきあいもある。


　身長は裕真とそれほど変わらず百七十センチ少しだが体格は違った。筋肉質のがっちりとした体型に、日に焼けた肌。短くした黒髪もあいまって真面目まじめそうな印象を周囲に与あたえるが、その実限りなく陽気なお祭り男だ。


　裕真と直也が連つるんでいれば面おも白しろいように女の方から寄ってくる。そのためかなりの頻ひん度どでコンパや飲み会に呼ばれていたし、誘さそわれればよほどのことがない限り二人とも断らなかった。


　それが去年の夏あたりからふっつりとつきあいが悪くなった。当然の如ごとく、それぞれつきあう相手ができたからで、コンパになんぞ出かけたくなくなった、というのが本音だ。だが、決まった相手がいると公言していないため、かなり不思議がられたが裕真も直也も意に介かいしていなかった。そのうちに噂うわさという形で、彼女ができてつきあいが悪くなった、と広まり周囲は落ち着いた。


　しかし、つきあいが悪くなったための弊へい害がいがこういうところで出てきているのだ。


　それまでの女おんな癖ぐせの悪さから長続きしている『彼女』とのことをからかわれる───身体からだの相あい性しようがよすぎるのかとか、すぐに別れると思っていたのにとか、いろいろと言いたい放題言ってくる。


　数少なくなった仲良くなれる機会に女の方が食くらいついてくる───スキーを愛している一人を除いた女性陣じん三人はあきらかに裕真と直也狙ねらいだ。


　今回のスキー旅行は総勢十人の大所帯だが、初め裕真と直也含ふくむ男四人だけだった。そこへ話を聞きつけたスキー命の女子が一人混じり、そこに裕真たち狙いの女子が三人増えて、増えた女の子目当てに男が二人くっついてきて、この人数になったのだ。純じゆん粋すいにスキーのためだったのだが、気がつくと酒盛りのためと化しそうな集団になってしまったのもそのせいだ。


　そして、先のような騒ぎが起こってしまう。


「どうってことない噓だよ。でも、そんなに騒がないでくれる？」


　ぴしりと固まったような笑顔の裕真が前言をひるがえせば、それに対して周りがまたがやがやと声を上げ始める。


「ほんとーに？　でも彼女いるんでしょー？」


「あら、彼女がいないってのが本当なのよね」


「やりすぎだってのが噓ってことだよなあ？」


　あきらかにからかっているとわかるモノと、何かを期待するように媚こびているモノと入り乱れているが、裕真は無言の笑顔で押し通した。


「じゃあ、夕方まで別行動だよね？　少し滑すべってくるから」


「あー、待って。オレも行くわ」


　引き留める声が幾いくらか上がるが、裕真はそれに取り合わない。どうせ教えてもらうというのを口実に、べたつかれるのがオチだと最初からわかっているからだ。わざわざ自分からそんな面めん倒どうくさいことに関わるほど裕真も馬ば鹿かではない。


　一人話の見えない直也はそこで訊たずねることもせずに、あっさりと流してしまう。そして、ぎこちなさそうに方向転てん換かんした裕真に続き直也もその場を後にした。長いスキー板がかなり邪じや魔まだが、どうにかリフト待ちの列に並び二人掛がけのリフトに腰を下ろす。


　ゲレンデの中腹までをつなぐ第一リフトは二人掛けなこともあり、聞かれたくない話をするには最適だった。


「で、本当のところは？」


　意地悪くにやにやと笑う直也に、裕真はむっとした表情を隠かくすこともない。端的な直也の台詞は、先さき程ほど裕真がからかわれていた『彼女とやりすぎたのか』という疑問に対してだとわかっている。


　───このままばっくれてもいーんだけどね……。


　眉み間けんに微かすかに皺しわを寄せながら、どうしようかと裕真が迷ったのは数瞬だ。いつもの直也ならばプライベートに踏ふみ込まないのに、ここでそれを訊きいてくるから迷ったのだ。


「……やりすぎ……。てか、直也こそ、ねーさんが離はなしてくれなかったんじゃないの？」


　あっさりと答えてから自分のことにこれ以上突つっ込まれないようにと、矛ほこ先さきを直也自身へと向ける。


　直也がつきあっている荒あら井い真ま衣いのことは裕真も知っていた。九歳年上の彼女は『レゾンデートル』の専属モデルをしている。そのこともあり、直也は惚のろ気け話を吹ふい聴ちようして回っていない。真衣と飲み仲間でもある裕真にするくらいだ。


　裕真が話を逸そらしたいのがわかったのだろう。直也は面白そうに口くち許もとを歪ゆがめたが、裕真の話に乗ることにしたようだ。


「そうでもない、かな？　今は半分同どう棲せいしてるようなもんだしなあ」


「……そういや、おまえのとこ、ねーさんのモノ増えてたなあ。しかも三回に二回はねーさんも部屋にいるな」


「だろ？　それに真衣の方も撮さつ影えいとかで長期間いない時もあるし？　特に問題はないわな。まあ、帰るところが真衣のとこってのはいいモンだぜ？」


　誰だれに対しても一線を画すために直也は陽気な仮面を被かぶっている。その彼の珍めずらしくも優やさしい表情に、裕真も自然と口許が綻ほころぶ。直也の本質はシビアで客観的に見ても公平だ。自分の利に適かなうことしかしない。そしてそれを前面に出すことは厄やつ介かい事しか招かないとわかっているので、おちゃらけた仮面を被っているだけなのだ。


「はいはい。これ以上の惚気はいりません」


　甘やかな雰ふん囲い気きを醸かもし出す直也にあてられ呆あきれた表情で裕真が手を振ると、それまで柔やわらかい顔をしていた直也がくっと口唇くちびるの端はしを上げた。その悪戯いたずらを企たくらむ子供のような笑顔に裕真は露ろ骨こつに顔をしかめる。


「何だ？」


「んー？　オレのことよりも、おまえの方が気をつけた方がいいんじゃねーの」


「……何に気をつけるって？」


「ココ。見つかったらまたうるさくなるぜ？」


　ちょいとグローブのはまった直也のごつい指が、ウェアとゴーグルの隙すき間まをついて丁度耳じ朶だの裏あたりを突いてきた。だが、裕真は何を言われているのかわからず、ますます眉間の皺を深くする。


「───キスマーク。随ずい分ぶんと嫉しつ妬と深いカノジョのようで？」


「は……？」


　完全にからかっているとわかる直也の語ご尾び上がりの口調に、裕真は一いつ瞬しゆん間の抜ぬけた声をもらしてしまう。そして、直也が何を言っているのか理解した途と端たん、一気に顔を真っ赤に染め上げた。


「なっ───。じょーだんじゃねーぞっ！」


　そんなことでは消せるわけもないのに、裕真は思わず不自由な手で直也に指された場所をごしごしと擦こすってしまう。いつもの冷静さを欠いた裕真に直也は堪こらえることもせずに大笑いする。身体を丸めるようにして笑う直也のせいで、リフトは大きく不安定に揺ゆれる。


　───おれ言ったよなあっ!?　温泉入るから痕あと残すなって言ったんだぞっ！　なのに、何でわざわざ痕残してんだっ。


　裕真の中でぐるぐると滝澤亨に対する罵ば詈り雑言が次々と湧わいてくる。


　滝澤亨という男は、裕真にとって完全に『男』だった。


『レゾンデートル』というアパレルメーカーにデザイナーとして勤め、自分自身の食い扶ぶ持ちを稼かせいでいるしそれなりの名声もある。針を扱あつかうにしては大きな手や、引き締しまった腹筋、綺き麗れいに筋張った背中、ローテーブルにつっかえるのではないかと思うほどに長い下か肢し───。


　何もかも自分よりも格上で、だからこそありのままの自分を受け入れてくれたと思える唯ゆい一いつの人物。だから、それなりの我が儘ままを言うし、好きなように感情を露あらわにする。もっともそれと同じくらいに亨の方も強ごう引いんにコトを押し進めることがあるので、そこらへんはお互たがい様だと思っていたが。


　だが、十歳も離れていると絶対的な経験値の差というモノが顕けん著ちよに現れてくる。


　亨の手の上で踊おどらされている───彼の手の中で自由を感じているような気がしてならない。


　ちょっとしたことでもそうだし、セックスに関しても自分が翻ほん弄ろうされている。


　彼と肉体関係込こみで『つきあう』と決めたのは自分なのだ。同性の亨に抱だかれることに躊躇ためらいがないといえば噓うそになる。だが、それ以上に亨の傍そばにいることを、裕真自身が望んだのだからどうしようもない。


　だが、それでもどうしても許せないことを時折仕掛けてくる。


　───……してる最中にこんなことした気配はなかった。寝ねてからかっ？


　意識がある時に痕を残せば自分が怒おこるとわかっているから、わざわざ寝てから痕を残す彼の質たちの悪さに裕真は憤いきどおる。亨が何を考えてキスマークをつけたのか、その理由は一つしかないだろう。


　浮うわ気きをさせないためだとしか考えられない。


　肌はだに残る情事の痕は決まった相手、もしくはセックスするような相手がいると周囲に知らしめる確かな証しよう拠こだ。いくら目立たない箇か所しよにつけられたとはいえ、あからさまなマーキングに裕真は奥歯を嚙かみしめる。亨から『信用していない』と言外に言われているようなものだ。


『好きだ』とも『愛している』とも言葉にした。それを亨がどう捉えているのかほのめかしている証あかしでもある。


　───そういや、どっちもおれから言ったんだっけ。……なんか、ずるいよなあ。オトナの余裕ってやつですかっ？


　羞しゆう恥ちに染まっていたはずの頰ほおが、今度は怒いかりのために赤くなっている。わざと残されたキスマークから複雑な感情が噴ふき出した。


　そんな裕真を直也はにやにやと人の悪い笑えみを浮うかべながら観察しているのに、裕真はそんなことにも気がつけないでいる。それがまた直也にとって面おも白しろいのだが、裕真で遊びすぎて本格的に機き嫌げんを損そこねるのもいただけない。なので、根本的な原因をどうにかする方法を教えてしまう。


「まあ、俯うつむいたり、髪かみを搔かき上げなきゃそう目立たないと思うんだけどね。んー、心配なら宿に戻もどったら蒸むしタオルと冷たいタオルを交こう互ごにあてとけ。それでも駄だ目めならコンビニでファンデ買って塗ぬっときゃばれないっしょ」


「……おまえ、キスマークの消し方なんてよくすらっと出てくるな？」


「───余計なところに突っ込むなよ」


　自分が観察されていたことにようやく気がついた裕真が、胡う乱ろんげな視線で直也を見ながら呟つぶやいた。親切心でのアドバイスを逆に突っ込まれた直也は、視線を宙に向け空から咳せきをしてごまかそうとする。


「あーっ、ほら、着いたしっ。とりあえずスキーを堪たん能のうしないとなっ」


　言葉も出ないほどわかりやすい話の逸らし方に裕真は小さく吐と息いきをつく。だが、この面倒な痕の消し方を教えてもらえたのは、裕真にはとてつもなくありがたい。


「だな。何本か滑すべってから飯にしようぜ」


「おー」


　裕真が矛先を収めてくれたことに、直也はあからさまなほど安あん堵どの表情を浮かべた。一瞬二人の視線が交わり、どちらからともなく口の端を上げてわずかに笑う。お互いに余計な詮せん索さくはしないと、暗あん黙もくのうちに決まった瞬間だった。











　久しぶりに滑ったためか、昨夜の行こう為いのためか、裕真は早々にダウンしてしまった。時間的には丁度昼食時で、これ幸いとばかりに直也を誘さそいレストハウスで休きゆう憩けいを取ることにした。


　セルフサービスの食堂らしく、六人掛がけのテーブルをくっつけて長い長方形を作った席と、四人掛けのテーブルが幾いくつも置いてある。飲食できる店が近くのレストランとこのレストハウスだけなのと、昼食時が災いしてか瞬またたく間まに人が増えていく。


「席と飯、別れるか」


「了りよう解かい。直也、先に買いに行け。場所確保しておくから」


「あいさ」


　カウンターにも人だかりができているのを見て簡単に話をつけると、直也からグローブとゴーグルを預かり、さっさと別行動を取ることにした。


　歩きにくいスキー靴ぐつでがしがしと音を立てながら直也が人だかりの中に消えていくのを最後まで見送らず、あたりをざっと見回す。幾らかまだ空席があったので早々に四人掛けのテーブルの上に直也と自分のゴーグルとグローブを広げる。こうしておけば場所取りをしているとわかるだろうし、相席を申し込まれることも少なくなる。


　必要なことを終えたところで、裕真は携けい帯たいを取り出した。


「一言言ってやらないとな」


　慣れた手つきで作成していくメールの送信先は亨だ。直也の恋こい人びとである真衣と亨は同じ職場でそれなりによく顔を合わせているらしい。ふとしたことで亨と裕真の関係を疑われるのはものすごく不本意だ。


　この四人で飲みに出かけたことは数回あるので、二人がメールの遣やり取りをしてもおかしくはないが、十歳も離はなれた同性との関係をどう説明すればいいのかわからない。『恋人』だとは言えないが、『友人』というにも無理がある。『飲み友達』ならば真衣の方だと思うし、『遊び友達』なら直也だ。


　そのため、亨へのメールを送信するところは極力直也に見せたくない。ましてや、自分に残されていたキスマークへの苦情メールだ。勘かんのいい直也のことだから、『恋人』宛あてだとすぐにわかってしまうだろう。万が一にでもそれで宛先が亨だと知れてしまったら一発でばれてしまう。


　───それはなるたけ遠えん慮りよしたいよなあ……。


　直也のことだから同性の恋人を持つことに嫌けん悪おを見せないとわかっている。それでも、自分が同性に抱かれているということに対して引け目を感じてしまうのだ。かちかちとボタンを押す指先が時折不自然に止まるのは、仕方ないだろう。


『帰ったら覚えていろ。土産みやげなんかないからな』という内容のメールを送信し、携帯をしまう。何を食べようかとぼんやり考えていたところで、目の前に影かげができた。何だと思いそちらに視線を遣れば、お年とし頃ごろの女性二人がテーブルの向こうに立っている。


　明るく色を抜ぬいた髪に、グロスでてかっている口唇くちびる、派は手でな蛍けい光こう色のウェアまで、きっちりとスキーナンパに来ました、と宣伝しているような二人だった。ばっちりと施ほどこされたメイクはスキー焼けを気にしているのだろうか。


「ごめんなさい。相席お願いしてもいいかしら？」


　猫ねこ撫なで声で、断られることなどまるで考えてもいない口調に、裕真はそれとなく眉び宇うをひそめる。こういう強気で押しつけがましい女が裕真は嫌きらいだ。しかも食事の間中ずっと相手をしなければならなくなるのは、目に見えてわかる。


　迷うこともなく、口くち許もとだけの作った笑みで彼女たちの申し出をあっさりと断る。


「連れがいるから余所よそへ行ってください」


「あら？　でも、連れってお友達でしょう？　なら、二人くらい混ざっても文句は言わないんじゃない？」


　男たちはすべて自分に甘いと思い上がっている女ならではの発言に、裕真は内心せせら笑う。だが、それを表に出して余計なトラブルを招くことはしない。それが悪かったのか、彼女は椅い子すを引いて強ごう引いんに座ろうとする仕し種ぐさを見せた。


　───冗じよう談だんじゃないってーの。こういう女が一番嫌いだっ。


　裕真は意図的に、作った笑みを一層艶つややかなモノにして、きっぱりと言い切る。


「連れがいるんだ。向こうに行ってもらえない？」


　声に潜ひそんだ冷ややかさに彼女たちは気がつかないのか、いきなり向けられた笑みに呆ぼう然ぜんとする。だが、その笑みが悪かったのか、二人して顔を見合わせ何やら離れがたそうにちらちらと裕真に視線を向けてきた。このまま別れるのはもったいないとでも思っているのだろう。


「どうかしたのかあ？」


　ある種の緊きん張ちようを孕はらんでいた空間に、直也ののんびりとした声が掛かった。それは彼女たちには天の声にでも聞こえたかもしれない。


「お昼、一いつ緒しよに食べないって声を掛けたんだけど、あなたの連れに断られたところなのよ」


「席もなくなってきてるし、駄目かしら？」


　媚こびを多分に含ふくんだ口調とぱしぱしと上うわ目め遣づかいをする仕種つきとくれば、彼女たちが何を言いたいのかは一目でわかるというものだろう。しかも言外に『あなたまで断らないわよね？』という強引さを見せつけているのだ。


　にこやかな作り笑顔で接している裕真を見て、直也はこれまたにっかりと笑いながら何の迷いも見せずにあっさりと彼女たちの申し出を拒きよ否ひした。


「ごめんねー。ちょっとこいつと話があるから同席できないんだ。また今度機会があったら誘ってよ」


「え？……じゃあ、夜は？　どこかに飲みに行きましょうよ」


「オレら、二人だけで来てる訳じゃないの。他ほかの奴やつらもいるし？　だから無理かなあ」


「何よ。ねえ、いつまでいるの？　明日あしたならかまわないでしょ？」


　軽くあしらわれたことに納なつ得とくがいかないのか、かなりしつこく食い下がってくる女たちに、直也もわずかに眉まゆをひそめ始めたところで覚えのある声が聞こえてくる。


「青木くん？　岡田くん？……どうかしたの？」


「一緒に食べようかと思ったんだけど……、お邪じや魔ま？」


　朝別れたきりの女友達二人がテーブルの脇わきに立ち、逆ナンパしてきた女性たちを露ろ骨こつに牽けん制せいしている。何やら厄やつ介かいなことになったと出てきそうになった溜ため息を裕真が呑のみ込んだ時、それは起こった。


「───っ」


　どうしたものかとテーブルの向こうを見ていた裕真の視界に、きれいに染められた茶ちや髪ぱつが入り込んできたと思ったら、素す早ばやく口唇を重ねられたのだ。触ふれるだけの挨あい拶さつのようなキスだが、相手の口唇に塗られていたグロスが移るには充じゆう分ぶんな口くち接づけだ。


「ごちそーさまっ。機会があったらまたね」


　裕真が反応するよりも早く女性は身体からだを起こし、女友達二人に向かってふふんと鼻を鳴らし連れと一緒にテーブルの隙すき間まを縫ぬうように鮮あざやかに去っていった。残された四人はその後ろ姿を呆然と見ることしかできなかったが、立ち直りが一番早かったのは直也で、何とも複雑そうな表情で裕真に一応慰なぐさめともとれる言葉を掛ける。


「───裕真、もうけたな」


「そんなわけあるかよっ。何でおれなわけ？　隣となりに直也が立ってただろっ!?」


「あー、ほら、オレ、トレイ持ってるじゃん？　だからできなかったんじゃねーの？」


「ったく、冗談じゃねーぞっ」


　口唇に残るグロスの感かん触しよくが気持ち悪くて、悪態をつきながら手の甲こうで勢いよく擦こすっている裕真に、今度は残された女友達が詰つめ寄ってくる。


「何、あの女？　青木くんの知り合いなの？」


「ああいうのが好みなの？　趣しゆ味み悪くない？」


　途と端たんにうるさくなった周囲に裕真はうんざりとした様子をわずかに見せるが、それは直也にしかわからない程度だ。それを敏びん感かんに察した直也が、今まで持っていたトレイをテーブルに置き、わざとらしいほどの陽気さで軽口をたたいた。


「とりあえず鏡見てくれば？　グロスが余計にのびてるよん。キスしましたーってまるわかり？」


「───。なあ、直也にキスしたくない？　おれが許すから、襲おそってみれば？」


　無言で直也を一いち瞥べつした裕真が、邪じや気きのない笑え顔がおを浮うかべ女友達を唆そそのかす。一いつ瞬しゆんにして女二人の視線が絡からみ合い、火花が散るかと思うほど激しい遣り取りが飛び交かう。


「おーい。冗談も大たい概がいにしろよなあ。オレの貞てい操そうは処女並なみに固いの。そんな簡単に安売りはできませーん。ほら、裕真はトイレ。みなちゃんたちは飯を買ってこいって」


　ひらひらと何事もなかったかのように手を振ふり追い払はらう直也に、裕真は溜め息を隠かくしもせずに席を立ち上がる。直也の言うとおりこのまま騒さわいでいても余計に疲つかれるだけだ。口許を拭ぬぐった手の甲を見れば油を塗ぬったかのようにてかっている。これが口唇にも残っているというのなら、確かに目立つだろう。


「……なんかなあ。滝澤サンの痕あとといい、今のキスといい。……今日は厄やく日びか……？」


　楽しみにしていたはずのスキーのはずなのに、厄介事にしか見み舞まわれていないのは何故なぜなのだろう、と裕真が溜め息をつく。だが、最大のトラブルが自分のいるスキー場とはほど遠い東京で起こることになっていると、裕真はまだ知らないでいた。











　こつこつ、と長い指先が机の表面を先さき程ほどからひっきりなしに叩たたいている。苛いらついた様子ではなくどこか落ち着きのない亨のその仕種に、皆川は手にした書類から目を離はなし単刀直入に訊きいた。


「何か気になるの？　朝からやけにそわそわしているじゃないの」


「あ？───そんなにわかりやすかった？」


　亨は驚おどろいたように顔を上げ、大きく息を吐はき出した。自分では普ふ段だん通りになるよう心がけているつもりなのだが、やはり落ち着いていなかったらしい。握にぎっていたペンをテーブルに転がし、少し落ち着かせるためにも片かた隅すみに追いやられていたコーヒーを手に取った。


　昨晩の───正確に言えば日付が変わっていたので今日なのだが───電話からこっち、やらなければならないことが多すぎて亨の気は休まらなかったのだ。朝方に一時間ほど仮か眠みんしただけですぐに出勤してきたのも手伝い、眠ねむ気けもじんわりと意識を浸しん食しよくしていっている。


「そうねえ。心ここに在らず、って感じかしら？」


　そう言うと皆川はくすくすと面おも白しろそうに歪ゆがむ口許をわざとらしく手で隠す。綺き麗れいに整えられた爪つめはダークレッドに塗られた小指から、親指の真しん紅くへ向かいグラデーションに塗られていた。トップスはウエストが絞しぼられた黒いコットン地のシャツで、ボタンが目に鮮やかな真紅をしている。


　亨と皆川は同じデザイナーとしてここに勤めている。少しばかり皆川の方が年上なのも災いしてか、亨は彼女に対して強く出ることはあまりできない。


「彼女と喧けん嘩かした、とかだったら面白いんですけどね」


　皆川の尻しり馬うまに乗るように七なな瀬せが朗ほがらかに言う。


　二十六歳になる七瀬は皆川のアシスタントをしている。パステルグリーンのワンピースは裾すそがふんわりと広がるモノで、線で描えがかれた濃こい緑色の花が散っていた。その柔やわらかな雰ふん囲い気きを壊こわすことなく幅はば広ひろのリボンでわずかに緑色に染めた髪かみを一ひと纏まとめにしていた。


「えーっ、ほんとっすか？　だったら嬉うれしいなあ。振られた者同士、仲良くしませんかね？」


　直前まで疲れた表情で目の前の書類に書き込んでいた早瀬が、突とつ然ぜん身を乗り出し元気良く亨に誘さそいをかけた。


　いつ見てもＴシャツとジーンズを穿はいている早瀬は亨のアシスタントだ。男にしては長い髪を無造作に後ろで一つに括くくっている。この間つきあっている彼女に振られたばかりらしい。


「間が悪かったのよねえ、早瀬は。にっちもさっちもいかない時期に彼女の誕生日があったんじゃねえ」


「それは言わないでくださいよ。今、ちょっとなら時間作れるじゃないですか？　だから、遅おそくなったけどお祝いしようかって言ったんですよ？　なのに、他ほかに祝ってくれる人がいるからいいって言われて……」


「あらまあ、ようするにもう別の恋こい人びとがいるのねえ」


　容よう赦しやのない皆川の一言に早瀬は呆気あつけなく撃げき沈ちんした。書類と生き地じ見本とデザイン画が溢あふれかえる机の上に突つっ伏ぷして、早瀬はオーバーアクションで泣き真似まねをする。その様子を完全に面白がって見ていた皆川と七瀬だが、話が逸それたことに気がつき身体ごと亨の方へ向き直るとにっこりと笑いながら訊いてくる。


「早瀬の何度目かの失しつ恋れん話はまた今度にするとして、滝澤の落ち着きのない理由は？」


　いきなり戻もどった話の矛ほこ先さきに亨は小さく嘆たん息そくする。別段知られてもかまわないのだが、いかんせん酒の肴さかなにされる可能性も高いのだ。だが、頰ほお杖づえをついた皆川はにんまりと笑い亨に話の先を促うながしている。それを目の端はしで確認すると亨はあきらめたように口を開いた。


「今晩、弟がイギリスから帰国してくる。実家にいけばいいモノを俺の所に泊とまるつもりらしい」


「あら、弟なんていたの？」


「いるんだ。年が離れてるけどね。高校卒業してすぐ、彫ちよう金きんを本格的に勉強するんだと言って向こうに行った。すぐに泣いて帰ってくるかと思ってたんだがな」


　突き放しているようでいて、苦く笑しようを滲にじませるくらいの愛情を見せながら亨は吐と息いきをもらす。その常にない亨の様子に皆川どころか七瀬まで、驚いた表情を見せた。机に懐なついていた早瀬がおもむろに顔を上げ、話に加わった。


「弟さん、幾いくつなんです？」


「十九だ」


「へー。……青木と一いつ緒しよなのね」


　皆川がぽそりと呟つぶやいた。裕真と皆川たちには面識があり、そのうえ皆川や七瀬たちが入り浸びたっているカフェで、裕真はバイトをしているのだ。時折裕真に夜食の差し入れをしてもらったりと、それなりに仲はいい。なので、こういう時に話に出てきても不思議ではなかった。


「そうだな。亮───弟は一月生まれで裕真より年下に思えなくもない」


「あらま。でも、十九なら心配ないんじゃないの？」


「確かにな……。だが、二親とも働いていたせいか、亮の面めん倒どうを子供の頃ころから見ていたんだ。その頃のままっていう意識もどこかに残っているんだろう」


　あきらめたように肩かたを竦すくめる亨に、女性陣じんはころころと笑う。そんな中、早瀬は一人感心したように頷うなずいている。


「凄すごいっすねー。きちんと自分のしたいことに向かって進んでるって感じで」


「何言ってんの。早瀬もちゃんとやってるわよ？　まあ、三歩進んで二歩下がってる状態だけど」


「うわあっ、皆川さん、それはないっす！」


「あ！　じゃあ、その指輪、もしかしなくても弟さんの作品ですか？」


　皆川と早瀬の軽口の応おう酬しゆうを遮さえぎるように、七瀬が突然声を上げた。何の脈みやく絡らくもなく、本当に思いついたからそのまま口にしたという彼女の様子に、亨は面めん食くらう。だが、七瀬の指す指輪が自分の左の中指にはまっているモノだとわかり、惑まどうように視線を揺ゆらす。


「───亮が最初に作ったモノだよ。高校に入ってこっち方面に進むって決めた指輪らしくて、指にはまってるのを見ると嬉しそうにするから」


「それではめてたら抜ぬけなくなった、と。……何げに、ブラコン？」


「ですねー。指輪を切ればいいのに切らないあたり、愛の深さがうかがえますよねー」


　ぼそぼそと女二人が囁ささやきあっている。もちろん本当に内ない緒しよ話をしているつもりはないのだろう。ただ単に亨をからかおうとしているだけなのがまるわかりだ。早瀬は笑いたいのを堪こらえているのか口唇くちびるの端がひくひくと震ふるえている。何事に対してもオトナな対応をしてきた亨が、弟の絡むことで余よ裕ゆうの態度を崩くずすことが面白くて仕方ないのだろう。


「───だから、言いたくなかったんだ。ほら、いい加減仕事に戻るぞ」


「はあい。て、弟くん、迎むかえにいかなくていいの？」


「ああ。マンションの場所は知っているからな。二十二時までにここを出られればそれでいい」


「じゃあ、さくさくと進めますか」


　あっさりと今まで騒いでいた話を切り捨てて、仕事へと思考を戻した皆川に呼応するように、他の三人も目の前に高く積まれている書類の山に集中していった。











　ぐるりともう一度妙みように片づいた部屋を亨は見回した。二十三時をわずかに過ぎた───そろそろ深夜といってもいいようなこの時間では、あまり大きな物音を立てることもできない。が、亮の目に入って欲しくないモノは粗あら方かたしまい込めたはずだ。


　仕事柄がら、亨が他人を部屋に入れることを嫌きらっていることを亮は知っている。だというのにあきらかに亨のモノではない『他人』のモノがあれば必要以上に目を引くだろう。


「こんなものか……。大人しく実家に帰ればいいモノを」


　思わず苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になるのを止められない。裕真とつきあい始めてから増えた彼の私物が思ったよりもあり、隠かくすのに手間取ってしまったのだ。しかも裕真の気配が消えた部屋は妙に寂さびしくて冷たいと感じてしまう。


　棚たなからは裕真専用のカップが消え、洗面所からは歯ブラシが消えた。数日分の着き替がえは当然隠したし、暇ひまつぶしにと彼が持ち込んだゲーム機もしまってある。床ゆかの上に広がっていたモノがなくなったことで、部屋を広く感じてしまうのは、いつの間にかそれが当たり前だと思うようになっていたからだろうか。


「そんなに思うほど、裕真は入り浸ってはいないはずなんだがな……」


　この寒い時期に直接床に寝ねかせて風邪かぜを引かれても厄やつ介かいなので、シングル用のマットも買ってある。上うわ掛がけは毛布と肌はだ掛がけでどうにかしのいでもらうことにした。これ以上の待たい遇ぐうを望むのなら、丁てい重ちようにホテルへと送り出すつもりでいる。


　どうにかなったのでようやく一息をついていると、インターホンが立て続けに何度か鳴らされた。こんな時間の訪問者は裕真だけだが、生憎あいにくとスキー旅行中だ。そうなるとこれは必然的に亮でしかない。


　───亮が日本にいる間は、ここには裕真を連れ込めないのか？……そっちの方が問題だな。


　玄げん関かんへと向かいながらそんなことを考え溜ため息を呑のみ込む。セックスするだけなら別にホテルでかまわない。以前であればそれしかなかったともいえるのだが。二人でただそこにいるだけという空間に充じゆう足そくすることなど、裕真以外になかった。


　相手がいながら意識が仕事に囚とらわれていたことならあるが、その時は相手の存在自体が意識に反映されない。だが、裕真に限って言えば、仕事のことを考えながらも、思考の片かた隅すみで彼を気に掛けているのだ。


　今までとはまるで違ちがう自分を自じ嘲ちようするように、口くち許もとにだけ笑えみを刻みながら頭の中から裕真を追い出し、急に帰国してきた弟に対応をするべく玄関の扉とびらを開けた。


「突然来るな。いない時の方が多いんだから」


「いたからいいじゃないさ。て、まずはお帰りって言ってくれないの？」


　扉を開けた先で拗すねたように口唇を尖とがらせている亮に、亨は溜め息をつく。


　高校時代に止まった弟の身長は百六十センチ半ば。裕真より少しばかり低いだけなのだが、一つ一つの仕し種ぐさが幼いため実際の身長よりも小さく見えてしまう。


　亨と同じ黒くろ髪かみは耳に掛かるくらいの長さで綺き麗れいに整えられている。ふんわりとした柔やわらかな感じで小作りの顔を縁ふち取どっていた。通った鼻筋から薄うすい口唇まで亨に似ているが、目許が違うため、与あたえる印象が異なっている。二ふた重え瞼まぶたのくるっとした目はいつも忙せわしなく動いているのだ。


「はい、おかえりなさい。とりあえず夜も遅おそいから中に入れ」


「うー、ただいまっ」


　室内に入れようと亨が一歩脇わきに退のいたところを狙ねらい、亮は突とつ然ぜん飛びついてきた。薄うす手でのダウンコートに包まれた身体からだを支え亨は踏鞴たたらをふんでしまうが、そんなことにはまるでおかまいなしに亮は抱だきついた兄の身体にぐりぐりと額を押しつけてくる。


　子供の時からの亮の癖くせで、寂しい時やかまって欲しい時はすぐにこうやって甘えてきていたのだ。


　十歳の時に見た赤あかん坊ぼうはある意味動物やペットと同じだった。誰だれかが世話をしないと生きていけないモノで、一緒に話したり遊んだりするモノではない。それでも働いていた母親のために亨なりに手伝っていた。


　それが変わったのは亮がハイハイを始め一人で動けるようになり、人見知りをし始めた頃だ。亨に懐き倒たおし、転ぼうが障害があろうが、兄の跡を付いてまわった。そうなると面おも白しろいモノで、亮の反応を見たいが為ために一緒に遊び、泣かせたり笑わせたりいろんなことをした。


　大学入学を機に亨が一人暮らしを始めた時はかなりの大おお騒さわぎになったほどだ。


　そんな亮が彫ちよう金きんに興味を持ち始めたのは、中学二年の時からだ。時折彫金の教室に通ってシルバークレイから手を染めだした。だが、一番最初に満足のいく作品に仕上がったのは高校入学直後に出来上がった、今亨の指にはまっているつや消しのホワイトゴールドのリングだった。


　この頃から亨の周りに顔を出すことが減ってきた。自分の興味を持つ分野が定まったからかもしれない。亨は少しばかり戸惑ったが、仕事が忙いそがしくなり始めた時期でもあり、そのまま離はなれていった。


　そして三年前の夏、突然両親から『亮を説得しろ』と電話が掛かってきたのだ。


　亮が彫金をするためにイギリスへ留学するという。だが、亨自身が自分の進みたい道を進んだこともあり、強く口に出せない。結局すったもんだの末、その翌年の春にはイギリスへ行ってしまったのだ。それから時折絵葉書が届くだけで、亮は一度も戻もどって来ていない。


　───何があったんだか……。


　くっついたまま離れない弟をそのままに、廊ろう下かに忘れられたスーツケースを引き寄せて玄関の鍵かぎを閉める。土足生活に慣れてしまったのか、そのまま上がろうとする亮を止め靴くつを脱ぬがせてから室内へと通す。


　懐なつかしそうに部屋を見回している亮の横をすり抜け、スーツケースを片隅に置くとキッチンで飲み物の支度をする。冷蔵庫に入っていたアイスコーヒーをグラスに注ぎ、自分の為にビール缶かんを持ってローテーブルへと移動した。


　その様子を亮はじっと見つめている。その真しん剣けんな眼まな差ざしに亨が微かすかに眉まゆ根ねをひそめると、亮は無表情のままひっそりと訊きいてくる。


「───何か変わったことでもあった？」


　その真面目まじめな口調に亨は思い切り訝いぶかしげな顔で亮を一いち瞥べつしたあと、ぐるりと部屋を見回す。


　───裕真のモノでも何か残っていたか？　あれだけ確かめたのに。


　だが、室内にはこれといって『他人』の存在を示すモノは残っていないはずだ。この部屋に『他人』は裕真しか入れてないのだが、『家族』である亮は何かそれを示すようなモノにでも気がついたのだろうか。


「いや、特に何もないが。どうかしたのか？」


「───なら、いい……」


「それよりも、おまえだ。いきなり帰ってきて、何があった？」


　どこか釈しやく然ぜんとしない表情のままコートを脱いで床に放ほうり投げ、クッションの山に腰こし掛かける亮に、亨が訊たずねる。裕真の定位置に亮が座ったことに少なからず動どう揺ようするのを綺麗に隠している。亮はしばらくの間黙だまったまま亨を見ていたが、小さく吐と息いきをつき、ぼそりと呟つぶやいた。


「特に理由なんてないよ。……もしかしたら、タスクから───僕のルームメイトから連れん絡らくがあるかもしれないけど、取り次がないでよ？」


「黙って出てきたのか？」


「兄さんには関係ないよ。───もう、話をしようと思ってたのに。小言なら聞かない。移動時間が長いから疲つかれてるんだから。もう寝るね」


　出されたコーヒーに手をつけないまま、亮はすくっと立ち上がりその場でスーツケースを広げた。中から着古したスウェットのパンツと長なが袖そでのＴシャツを取り出し、着ていたモノをそこらへんに脱ぎ散らかしてベッドに入り込む。


「おい。ベッドで寝るな。下にマットが敷しいてあるだろ。そっちで寝ろ」


「えー、床、硬かたいから嫌いやだ」


「駄だ目めだ。それが嫌ならホテルにでも行け」


「───半日以上も飛行機の狭せまいシートに座っていたんだよ？　寝る時はゆったりと寝てもいいと思わない？」


　自分の脱ぎ散らかした服を拾い集めている亨を観察するように見ていた亮が、何かを試すように言ってきた。だが、亨は裕真とセックスをするための場所に弟といえど入れるつもりはなく、それをどうやっても阻そ止ししようと考えを巡めぐらせていた。そのため、亮の妙に硬い態度や、確認するようでいて信じたくないという響ひびきのある問いに、深く考えもせず答えてしまう。


「絶対に許さない。ほら、そっちで寝て」


「───わかった」


　これだけは譲ゆずれないと、強い口調で亨が言うと、亮も納なつ得とくしたのか渋しぶ々しぶと頷うなずいてずるりとベッドから滑すべり落ちるようにしてマットに移動した。そのまま顔を見せないようにして毛布の間に潜もぐり込むとくぐもった声で『おやすみ』と告げたので、安あん堵どを滲にじませた声こわ音ねで亨も言葉を返す。


　───様子が変なのは、急な帰国と関係があるのか？　まったく、人の迷めい惑わくをまるで考えもせずに。


　綺麗に畳たたんだ服をスーツケースの上に置くと、布ふ団とんの中に完全に潜り込んだ亮を何とはなしに見つめる。頭まですっぽりと上うわ掛がけを被かぶっているので、表情は完全に見えないがそれでも何かに対して不ふ機き嫌げんになっているのだけは読みとれる。二十年近くも伊達だてに弟の世話をしてきたのではない。


「……厄やつ介かいなことにならなければいいんだがな……」


　ぼそりと溜め息混じりに呟いた亨の一言は、一人増えた部屋の中に消えていった。











　きっちりと閉められたカーテンの隙すき間まから、明るい陽ひ射ざしが部屋の中に忍しのび込んでいる。もぞりと布団の塊かたまりが小さく動いて、むっくりと亮が身体を起こした。柔らかなふんわりとした髪かみは寝ねていたためか、くしゃくしゃにもつれている。手て櫛ぐしで簡単に整えながら寝起きのぼんやりとした声で部屋の主に呼びかけた。


「兄さん？　いないの？」


　冷蔵庫のモーター音が微かに響くだけの静けさに、自分以外誰もいないとわかっていても思わず口にしてしまったのだ。


　フローリングにマットを敷いただけの硬い寝ね床どこだったため、強こわ張ばっている身体を解ほぐそうと大きく伸のびをした時、テーブルの上に置いてあるメモと合い鍵に気がついた。メモには仕事に行くこと、携けい帯たいの番号、夕食を一いつ緒しよにしよう、と用件のみ簡潔に書かれている。


「そうだった。仕事、忙しいんだっけ……。でも、ご飯一緒に食べられるのか」


　忙しい中、自分のために時間を割さいてくれているのだと思うと、口くち許もとが自然に弛ゆるんでしまう。


　高校時代はもとより、大学の時も働きだしてからも、亨は亮にだけ態度が違ちがっていた。


　ある一定の距きよ離りで線を引きそれより先には誰も入れないとばかりに、無関心な態度を取っているのに、亮には何かと干かん渉しようしてきた。自じ慢まんの兄が、自分にだけ態度が違うことにひどく優ゆう越えつ感かんを感じてしまうのは仕方ないだろう。もっとも、そう思えるようになるまでに、いろいろとあったのだが。


　冷ややかに素っ気なく女性に接する亨を見て、一時期はそんな亨が不誠実だと思っていたこともある。自分は夜遅くまで遊び歩いているくせに、亮に対しては遅くまで出歩くなと厳しく言ってきたこともある。仕事のために家を空けている時間が多い両親はあまり口を出さない分、兄が言葉を掛けてきていたのだ。


　それでも、兄に反はん抗こうしたままにならなかったのは、亨の行動に矛む盾じゆんがなかったからだろう。自分の進みたい仕事のためにする努力と、周しゆう到とうな用意と、周囲への説得と。行動の伴ともなった言葉には従わざるを得ないと亮も納得したのだ。


　それから、亮はこれまで以上に亨に懐いた。


　興味のあった彫金の道を進むことを決めた時は、少しずつでもいいから着実に進んで亨のようにしっかりと足場を固めようとした。言葉と行動が矛盾しないようにできることとできないことをはっきりとさせた。亮の行動指針は亨のそれに倣ならったのだ。


　だというのに───。


「タスクのやつ、兄さんを悪く言って───！」


　留学先の学校の紹しよう介かいでルームメイトとなった相手に、亨を馬ば鹿かにされたのだ。自分のことを侮ぶ辱じよくされるよりも許せない。


　いくらホームシックになった時に気を紛まぎらわせてくれたり、言葉がまだしっかりと遣つかえてなかった時に手助けしてくれたり、それまでしたことのない家事を教えてくれたり、休みの日にいろんなところへ観光に連れて行ってくれたりと、何もかもタスクにおんぶにだっこ状態だったことを棚たな上あげにして、亮は怒おこったのだ。


　そのまま一度も話すことなくイギリスを後にしている。一応何かあった時のために、実家と兄のマンションを連絡先としてタスクには教えてあるので、何かあれば電話でもしてくるだろう。


「僕は悪くないし。向こうが謝ってくるのが当然だしねっ」


　むっとしたように口唇くちびるを尖とがらせてしまうのは、他ほかでもないタスクに亨のことを悪く言われたからだ。だが万が一にでも、タスクが謝ってこなかった時のことを考えると、不安げに瞳ひとみが揺ゆれていることに亮自身は気がついていない。


「もうっ、何で僕がタスクなんかのこと考えなきゃいけないのかなっ。シャワーを浴びてこよっ」


　エアコンの設定温度を目め一いつ杯ぱいあげ暖だん房ぼうをつけてから、ばたばたとバスルームに駆かけ込み服を脱ぬいでいく。そして、昨晩も感じた違い和わ感かんにふと気がついた。どこがどう変わっているのか、はっきりと指し摘てきできないほどの小さな違和感がある。だが、目につくモノでおかしいモノは何もない。


　シャワーを浴びている時もそのことに気を取られる。


　昨夜、亨は『何も変わったことはない』と言っていたが、それは間違いだ。本人はまるで気がついていないようだが、二年前とはあきらかに違っている。


　自分に飲み物を注いだ。───一人暮らしを始めた亨の部屋で今までされたことはない。


　ベッドに入ることを拒きよ否ひした。───セミダブルで狭いってことはないし、留学前に遊びに来て泊とまった時は一緒に寝たことだってある。


　だが、それがどうしてなのか、亮にははっきりとした原因がわからない。


「……そのうちわかるかなあ。兄さんが言ってくれるのが一番いいんだけど……」


　溜ため息をつきながら探し出したバスタオルで身体からだを拭ふき、腰こしにバスタオルを巻いただけの状態でキッチンに入る。


「───やっぱりおかしい」


　飲み物を取り出そうと開けた冷蔵庫の中を見て、そう呟つぶやく。以前は飲み物くらいしかまともに入っていなかった冷蔵庫に、亨が自分で買うわけはないチョコレートの箱が入っていたのだ。


　ドアポケットに入っていた未み開かい封ふうのミネラルウォーターを取り出すと、今度はキッチンの方を見み遣やる。


　ざっと見て、おかしいモノは何一つない。カップラーメンやシリアルが置いてあるのに気がついたが、それくらいは別にかまわないだろう。今までそれすらもなかった方がおかしいのだから。


　食器棚にも一人分くらいの陶とう器き類しかないし、引き出しにも箸はしは一膳ぜんしか入っていない。


「気のせい、じゃないのかな……？」


　眉まゆ根ねを寄せ一気に半分近く飲んで水を冷蔵庫にしまい、とりあえず服を着ようとスーツケースに近寄る。昨日着ていた服は綺き麗れいに畳まれ置いてあったが、それとは別のモノにしようと中をもう一度漁あさる。


　ベージュのパンツにモスグリーンの厚あつ手でのネルシャツを取り出す。インナーには半はん袖そでと長袖のＴシャツを重ね着することにした。


「冬の旅行は荷物がかさばるから嫌きらいなのに……」


　そんな時期に旅行する原因となったタスクにぶつぶつと口の中で文句を言う。探し出した服を手早く身につけ最後にネルシャツを手にしたところで、不意に動きを止めた。袖口のボタンが取れ掛かかっている。


「何だよ、タスクの奴やつ、アイロン掛けた時に気がつかなかったのか？」


　本来なら自分で洗せん濯たくするモノをルームメイトにさせていることなどすっかり棚上げして、ボタンを付け直してくれなかったことに亮は腹を立てた。とりあえず針と糸を探すために、亨の作業部屋へと足を運んだ。


　部屋の真ん中に作業台が据すえ付けられ、壁かべ際ぎわには少し大きなミシンが置かれている。壁際の棚には布地と小物が綺麗に整理されて置かれている。その棚を少しばかり引っかき回す。簡単に見つかると思っていただけに、探す手つきが少し乱雑になっていたのだろう。綺麗に畳まれていた布地が棚から滑すべり落ちた。


「あーあ、兄さんに怒られるかな……」


　しゃがみ込んで布をもう一度畳たたみ直そうとした時、それが目に入ってきた。棚の隅すみで、奥に押し込まれている───箱。別に何もおかしいところはない。強しいて言えば、置かれている場所と、隠かくすようにしてあったことが気になるだけだろうか。畳まれた布地の間に挟はさまれているのだ。


　畳もうとしていた布をそのままに、身み動うごきもせずにその箱を凝ぎよう視しする。どれくらいの間そうしていたのか、脚あしが痺しびれてきた。いけないと思いつつも無言でその箱に手を伸ばし、棚の暗がりから引きずり出す。


　ばくばくと落ち着かない心臓を抱かかえたまま、箱を開いた。


　一いつ瞬しゆん呼吸が止まる。だが、中から出てきたのは何の変へん哲てつもない日用品だ。マグカップ、歯ブラシ、箸、そしてビデオテープ。別に部屋にあっても、それぞれの場所にあっても不思議ではないモノ。なのに、どうしてそれらが隠されているのだろう。


　ぱっと棚に向き直り手探りで搔かき回せば、服が出てきた。亨が着るにしては少しサイズが小さいし、彼の趣しゆ味みではない。だが、トップス、ボトム、下着、靴くつ下したまで揃そろっているのだ。どう見ても数日分はある。


「誰だれか、この部屋に泊まりに来てるのか？……彼女、じゃないよな……」


　服も小物も、どう見ても女物ではないし、キッチンに女性の匂においがしなかった。胸のあたりが変にざわめく。ふっと視界に入ってきたラベルの貼はられていないビデオテープから、目が離はなせなくなる。


　耳許で心臓が脈打っているかと思うほど、自分の鼓こ動どうが意識を支配している。震ふるえる手でビデオテープを摑つかみ、ふらりとリビングに置かれているテレビに向かった。ビデオデッキを操作する指先がひどく遠くに感じられる。


　青い無録画画面が唐とう突とつに切り替かわり、セミダブルのベッドと、その上で動いている二人の人物が映った。どこかで見たようなベッドだと思った瞬間、壁際に置かれている亨のベッドを振ふり返った。


　テレビの音声は亨の声と、聞いたことのない少年の声を伝えてくる。のろのろと画面に視線を戻もどす。


　どこか気乗りしない少年を亨が促うながしている。亨の手が流れるような動作で少年の服を脱がしていく。楽しそうな亨の様子に、これから先何が行われるのか、簡単に予測がついた。


　それ以上見てられなくて、テープを止めた。どっと背筋を汗あせが流れ落ちていく。


「何だよ、これ……。兄さん、男とつきあっているのか……？　でも、僕が知っているのは全部女性だった。───あの男に騙だまされてるんだ」


　きゅっと口唇を嚙かみしめ、何も映していないテレビを睨にらみつける。あれ以上ビデオを見たくないという嫌けん悪お感かんと、見てはいけないという罪悪感がせめぎ合う。だが、亨の相手の顔をきちんと見たい、という好こう奇き心が勝った。


　ビデオテープを巻き戻し、最初の方でテープを一時停止にした。角度は多少悪いが、相手の顔がそれなりに見える。


　年ねん齢れいは自分とあまり変わらないようだ。髪かみが茶色いのは色を抜ぬいているのだろうか。亨との体格差から、自分よりは少し大きいと思う。顔の造作がわかるほどではなかったが、それでも全体的な雰ふん囲い気きはよくわかった。


「───あなたは兄さんに相応ふさわしくない。僕が別れさせてやる」


　すっと睥へい睨げいするかのように画面の中の少年を見遣り、亮はそう決意する。兄に相応しいのは、綺麗でオトナで、洗練された女性なのだ。そうでなくてはならないのだ。


　亨の気持ちなどまったく考えずに、弟が一人で暴走を始めた。これから先の騒そう動どうが決定された瞬間でもあった。




　　　　３







　スキー旅行は裕真にとって概おおむね満足のいくものだった。何がどう概ねかというと、結局キスマークを見つけられてしまったのだ。目立たないようにつけられた耳じ朶だの下だけだと思っていたのに、背中にまでついていた。


　最終日に予定していた日帰り入浴の露ろ天てん風ぶ呂ろで、それは見つけられた。直也にだったら何とか言い逃のがれできたかもしれないが、生憎あいにくと見つけたのは女の子目当てでこの旅行に来た奴だった。


　思わず作り笑いを忘れたくなるほど執しつ拗ように、根ほり葉ほりと訊きいてくるのは、少しでも女の子の関心を裕真から離そうとしているのだろう。それがわかっているだけに、帰りの車中を思い早くもうんざりとしたため、同乗者を直也とスキー目当ての男二人───何のことはない、最初に旅行をしようとしたメンバーで固めることまでしたのだ。


　直也は何もかも知っていたような表情で、さらりと裕真のキスマークについて流してしまったので、同乗者二名はあまり突つっ込んだ質問をすることができなかった。途と中ちゆうのサービスエリアで何度か絡からまれたが、笑え顔がおで聞き流してどうにかやり過ごし、大学の最も寄より駅で裕真と直也は降ろしてもらった。


　テールランプが視界から消えるのを待たずに大荷物を抱えたまま、二人は改札を通り抜ける。二十二時過ぎという中途半はん端ぱな時間のせいか、平日だからか、電車はそれなりに空いていた。確保した座席に裕真はどっかりと座り込む。


「……何か、ひどく疲つかれた気がする……」


「それは自じ業ごう自得っていうやつでしょ。どうすんの、今晩来る？　それともカノジョのところにでも転がり込む？」


　げんなりとした表情でぼそりともらした裕真に、直也は面おも白しろそうに応じてくる。キスマークをつけた相手のことをしゃべりたければ、自分のところへ来ればいい、という直也なりの誘さそいかけだ。


　もちろん、直也の部屋に泊とまったからといって、絶対に話さなければいけないということではないだろう。直也は『話したければ聞くけど』というスタンスを取っているのだと裕真も理解している。


「───途中で酒買ったらな」


「りょーかい。いつものコンビニでいいだろ？」


　直也の問い掛けに頷うなずくことで返して、裕真は目を閉じた。いい加減、裕真も頭にきている。詳くわしいことは話せないが、当たり障さわりのない範はん囲い内で脚きやく色しよくして愚ぐ痴ちをこぼすくらいしないと、沸ふつ々ふつとした怒いかりは収まりそうにもなかった。


　渋しぶ谷や駅で降りて黙もく々もくと二十分近く歩く。肩かたから提さげた荷物が少しずつ重みを増していくに連れて口数が減っていき、必要な買い物を済ませて直也の部屋に着いた時には、もう一歩も動きたくないほど疲れていた。スキーをしていた時の疲ひ労ろうや筋肉痛も混じり合っている。


　玄げん関かん先に旅行鞄かばんを置いたまま、二人してリビングの床ゆかに懐なついていた。電源を入れたばかりのガスファンヒーターが一気に部屋を暖めていく。寝しん室しつの扉とびらも開け放ち室内が暖まりすぎないようにしている。


「とりあえず、もう飲もう。疲れた……」


「だな。明日あしたの予定はあ？」


　のそりと億おつ劫くうそうに起きあがった裕真がコンビニ袋ぶくろからビール缶かんを二本取り出し、片方を直也に渡わたす。軽く缶をぶつけ合い最初の一口を勢いで傾かたむける。のんびりとした直也の口調に、裕真もゆっくりと返す。


「あー、一いつ旦たん家帰ってから、バイトだ」


「お疲れー。オレは寝ねてます。だから勝手に帰ってくれ。鍵かぎは鞄のポケットの中。鍵掛かけたらポストから部屋の中に入れてくれればいいや」


　直也の言葉に裕真は頷いて、ちびちびとビールを消費していく。コンポからは直也が気に入っているバンドのアルバム曲が聞こえてくる。何を話すでもなく黙だまったまま時間を掛けて缶一本飲みきった裕真が、二本目に手を出しながら唐突に話し出した。


「相手さあ、かなり年上なんだよ。ねーさんよりも上。だからかなあ、なんか手の平の上で転がされてる気がする」


「ああ？　年上かあ。しかも真衣さんより上？　弄もてあそばれてないか」


「……向こうから仕掛けてきたくせに、なんかこっちからしか言葉にしてないんだよな」


　開けただけで口を付ける気になれないビール缶を手の中で揺ゆらしながら、裕真はぽつりぽつりとしゃべる。直也はそれを混ぜ返すことなく、ただ自分の思ったことをそのまま口にするだけだ。


「言葉が欲しいってか？」


「自信がないのかもなあ。仕事が忙いそがしくなると平気で数週間もほったらかされるし？」


「あー、おれんとこもだあ」


　大おお袈げ裟さなほどの泣き真似まねに、裕真はむくれたように口唇くちびるを引き結ぶ。


「何だよ、ねーさんはまだいいだろ？　直也のことが好きだってきちんと態度で示してるじゃん」


　直也が恋こい人びとである真衣に渡した指輪のことを思い出す。


　今でも彼女の右の中指にはまっている指輪は直也が上げたモノだ。小さなルビーの付いたプラチナの指輪を真衣がどれだけ大事にしているのか裕真は知っている。指輪をもらった最初の頃ころなんて、彼女は頭のネジが何本か抜けたようにうっとりと満面の笑顔で指輪だけを見つめていたのだ。


　───それに比べてさ、同じ指輪でも意味合いがまるで違ちがうしねっ。


　ふんっと鼻を鳴らし亨の左の中指にはまっている指輪のことを思い出す。


　ホワイトゴールドで幅はば広ひろツヤ消しの指輪。何やら理由がありそうで、『恋人』である裕真が外して欲しい、と言っても一向に外してくれない。しかもどうやらそれは男からのプレゼントらしい。


　普ふ通つうであれば、同性からの貰もらい物など気にとめなくてもかまわないだろう。だが、裕真は初めての同性の恋人なのだ。もしかして、その指輪の贈おくり主の方を亨は好きなのかもしれないと考えてしまう。


　はあ、と裕真は大きく溜ため息をつき勢いをつけビール缶を傾ける。そんな裕真を横目で見み遣やりながら、直也はとんでもない爆ばく弾だんを落とした。


「真衣さんより上ってと、そろそろ結けつ婚こんを意識する頃か？」


　直也が何を言ったのか裕真には一いつ瞬しゆん理解できなかったが、それがきちんと頭の中に入った瞬間、ぶはっと思わず口に含ふくんでいた液体を噴ふき出しそうになった。すんでの所で堪こらえたため喉のどに噎むせて、ごほごほと苦しそうに咳せき込む。


「うわー、何やってんの？　大だい丈じよう夫ぶか」


　裕真の手に持っている缶を取り上げ、それ以上被ひ害がいが広がらないようにしてから、直也は冷蔵庫からウーロン茶を持ってくる。どうにか落ち着いた裕真が嘆たん息そくし、ばたりと床に倒たおれ込んだ。


　───結婚て、何だよーっ。まあ、相手が女で三十前くらいとなればそう考えるのが普通なんだよなあ……。


　だが、直也の言葉で思い浮うかんだのは二人して白いタキシードを着た自分と亨なのだ。想像しただけでも悲鳴を上げたくなる代しろ物ものだ。


　まさか、そんなことで動どう揺ようしたとは思っていない直也は、一人で何かを悟さとったようで小さく吐と息いきをついた。


「おまえさあ、一度その人ときちんと話してみろよ。あんな痕あとを残すくらいだから、裕真をそれなりに愛しているとオレは思うわけよ。でも、それがうまく双そう方向で通じてないだけじゃないの？」


「───指輪……。いくら言っても指輪を外してくれないんだよ。前に誰だれからかもらったモノらしいんだけど、詳しいことは教えてくれないしさ。ほんとに愛されてんのかねえ、おれは……」


　閉とざした瞼まぶたを腕うでで隠かくすようにして、裕真はぽつりと呟つぶやく。直也は裕真の言葉に目を瞬またたかせ、何かに気がついたように思案げな顔をした。それから、微かすかに眉まゆ根ねを寄せたままただ黙って新しい缶を開けた。











　あまり飲んでいなかったのか、裕真の目覚めは思っていたよりも快適だった。ただ一晩中ついていたファンヒーターのためか喉の調子が悪くなった気がする。あのまま床の上で寝てしまったらしく、身体からだの節々が痛い。


　部屋の主である直也はどうやらきちんとベッドにて就しゆう寝しんしたようでリビングに姿は見えなかった。


「あー、何時だ？　十時過ぎか……。早々に帰って家でゆっくりするかな」


　このまま直也の部屋でだらだらしていると、バイトの時間まで居着いてしまいそうだ。大荷物を抱かかえたままバイト先へ移動するのも嫌いやだったので、身み支じ度たくをすませると昨夜言われたとおりに鍵をかけ、直也に声を掛けることなく自宅へと戻もどった。


　直也相手に少しでも心情を吐と露ろしたのがよかったのか、いくらか気持ちは軽くなっていたが、相変わらず身体は重く感じる。


「運動不足かなあ。まいったな」


　ようやく自宅の玄関が見えたときにはかなり本気で安あん堵どした。いつもの如ごとく『ただいま』と言って家に上がると荷物の片付けだけはすることにした。汚よごれ物を洗せん濯たく籠かごに放ほうり込み、お土産みやげはダイニングのテーブルの上に置こうと台所に入ったところで、二歳上の姉こずえが視界に入ってきた。


「あら、帰ってきたのね、おかえりー」


「ただいま。───また何か考えてんの……？」


　警けい戒かいするように裕真がこずえの手元を凝ぎよう視しして、そう訊たずねるのにはわけがある。


　こずえは、名前を挙げれば十人中八人は知っているようなトップモデル『ショウ』のもの凄すごいファンなのだ。雑誌は言うに及およばず、テレビＣＭやポスターに至るまで、残らず集め回っている。


　そして、少しでも『ショウ』に近づきたいがため、裕真をモデルにしようとまで画策したのが、昨年のゴールデンウィークあたりだった。裕真はモデルにはなれなかったが、いろいろと紆う余よ曲折あり、こずえは『ショウ』に会えてサインをもらった。それで熱が冷めるかといえば、そんなことはなく逆にミーハー熱が余計に加速した気がする。


　そんなこずえが見開きで『ショウ』が写っている雑誌を見ながらにやけているのだ。警戒するな、という方が間違っているだろう。


「いやーん。聞いて、聞いてっ。ショウってば写真集を出すのよ！　しかも珍めずらしいことに海外ロケ！　絶対に国外に出ることなかったのにーっ。もう、今から楽しみで楽しみでっ。足が地に着いてないような気がするぅ」


　椅い子すに腰こし掛かけているため、こずえは足をばたばたとさせて興奮を露あらわにする。器用に雑誌を避さけてテーブルをばんばんと拳こぶしで叩たたきつけてもいる。きゃーっ、と黄色い悲鳴を上げては一人でのたうち回っていた。が、不意にその大袈裟な喜びの表現を止やめ、真しん剣けんな表情で裕真を凝視する。


　ひくりと裕真の身体が震ふるえたのは本能的に危機を感じたからだろうか。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように動けずにいると、こずえはとても優やさしい表情で微笑ほほえみ、間違いのないように簡潔にはっきりと命令してきた。


「滝澤さんにお願いして、次の写真集にもショウのサインを入れてもらってね」


「───っ。やだっ！　滝澤サンに借りつくるの嫌きらいなんだよっ」


「あら、それは私に関係ないじゃない。私は、裕真に頼たのんでるの。だから、裕真が誰にどうしようと私には問題ないのよ。私はただ、ショウのサインが欲しいだけ。お願い、してくれるわよね？」


　喚わめくように拒きよ否ひした裕真に向かい、それまでの優しげな顔を消し去ってこずえは冷めた表情で最後通つう牒ちようを突つきつけた。だが、裕真も負けていない。それに対たい抗こうしてにっこりと満面の笑みを浮かべ、やわらかな口調できっぱりと断る。


「やだよ。どうしておれがミーコのために頭下げなきゃいけないの？」


　台詞せりふと雰ふん囲い気きがまるであっていないが、裕真がこういう表情でお願いすると、ほとんどの要求は裕真の望み通りになる。だが、そこは長い間一いつ緒しよに家族をやっており、しかもこずえは二歳ばかり早く生を受けている。


「あんたのその笑顔仮面が私に通じると思ってないわよね？　私が、サインが欲しいって言ってるのよ？」


　淡たん々たんと何の感情も込こめられずに吐はき出されてくるこずえの言葉に、裕真は敗北した。子供の頃ころからこの姉に振ふり回されてきたのだ。逆らえないことは骨身に染みてよくわかっている。それでも思わず悪わる足あ搔がきしてしまうのは、コミュニケーションの一つだろう。


「で、ほんとにそろそろ『ミーコ』って呼ぶのは止めて欲しいんだけどなあ」


「こればっかりはねえ、癖くせだからミーコもあきらめて？」


　子供の頃に見かける動物すべてに───ネコや犬はおろか鳩はとや烏からすにまで、『ミーコ』と呼びかけていたこずえについたあだ名だ。口ではこずえも嫌だと言っているが、家族以外誰も使わないのでどこまでが本気なのか怪あやしいところだ。


「まったく。あ、お昼はいるの？」


「ああ、食べる。夕方からバイトだから午後は寝ねるけど」


　ありきたりな個別包装の焼き菓が子しの土産をこずえに手て渡わたし、裕真は早々とダイニングを後にする。まだ片付けはいくらか残っている。


　ふんわりとしたオムレツがのったオムライスを綺き麗れいにたいらげたあと、午後はごろごろと寝て過ごし夕方にはバイト先へと出かけていく。


　───よかったあ。どうにか身体の疲つかれもとれたし。立ち仕事だから体力いるもんな。


　自宅からバイト先まで一時間半くらいかかる道のりを、土産を持って歩く。バイト先であるカフェは、大学からの方が断然近い。大学が休みの時のバイトは気合いを入れないと通えない距きよ離りだ。


　それでもこのバイトを続けているのには理由があるし、バイト先の人たちも気に入っているので、多少面めん倒どうくさくても辞やめる気は今のところまったくなかった。


　バイト先のカフェの裏口から中に入り、更こう衣い室兼けん休きゆう憩けい室となっているロッカールームのテーブルに買ってきたお土産を広げて置いておく。蓋ふたの所に、『お土産です。食べてください。青木』と書いておけば、気がついた人たちから手に取っていく。


　それからギャルソンの格好に着き替がえシフト時間まで少し時間を潰つぶしてから店へと顔を出した。


「おはようございまーす」


「おはよー。戻ってきたんだ。雪質どうだった？」


「骨折しなかったんだ。ちょっと残念ー」


　などと、厨ちゆう房ぼうやウェイターから掛かる声を適当に流し、仕事を引き継ついでいく。


　ここのカフェはラテアートの施ほどこされたカプチーノと、テラス席がウリだ。だが、最高気温が十度を下回るこの寒さではテラス席に座る兵つわものは数えるほどしかおらず、店内席だけが常時ほぼ満席といった具合だ。そんな込み合った店内をウェイターたちが慣れた仕し種ぐさでトレイを抱えて歩き回っている。


「あ、おはよう。スキーは楽しかった？」


「鷲わし頭ずさん。楽しかったですよ。お土産、ロッカールームにあるんで、あとでつまんでください。それから、シフトの変番ありがとうございました」


「これくらいならかまわないよ。青木君にはいろいろとお世話になったから」


　ひょろりとした長身の鷲頭が小さく頭かぶりを振り、裕真の言葉に照れたように俯うつむく。


　鷲頭のイメージチェンジに裕真が手を貸したことからひどく感謝されている。だが、裕真には裕真の思おも惑わくがあったためギブアンドテイクだと思っているのに、鷲頭がそれを認めてくれないのだ。


「シフトを代わってもらえたので、これで貸し借りなしですよ？　ほら、オーダーが通りました」


　出来上がったカプチーノとサンドイッチを厨房から受け取ると、裕真は流れるような足取りで店内を回り出した。


　裕真がシフトに入って数時間経たち、時計は二十一時半を過ぎようとしている。この時間になると店内は少しばかり空いてくる。


「いらっしゃいませ。───と、おねーさんたちか。久しぶりですね」


「うーん、久々に青木の笑顔を見た気がするー」


「こんばんは。こんな時間の夕食になってしまいました」


　扉とびらを開けて入ってきた女性陣じん二人に、裕真がにこやかに応対する。


　既すでに半常連と化している皆川と七瀬だ。『レゾンデートル』の本社ビルとこのカフェはそれなりに近い。裕真がバイトをしていると、直也経由で真衣に知らされ、真衣が亨や皆川たちを連れてきたのだ。


　皆川と七瀬は特にこのカフェのラテアートが施されたカプチーノを気に入ってくれたらしく、息いき抜ぬきだとか食事だとかいってはよく顔を見せている。もっとも本当に忙いそがしくなると外に出る時間もなくなるので、比ひ較かく的仕事がない時に限る、という注ちゆう釈しやくはついていたが。


　自ら案内した席に注文されたカプチーノとクラブハウスサンドを持っていく。


　気心は知れているが、裕真の中では顔見知りよりも少し親しい程度という認識でしかない。『青木』と名字で呼ばせているのもその現れだろう。『レゾンデートル』の関係者で名前を呼ぶことを許しているのは、真衣と亨の二人だけだ。


「今いま頃ごろ夕食なの？　美容に悪いと思うけどなあ」


「うるさいなー。お腹が空いてちゃいいお仕事だってできないのよ」


「あ、そ。じゃあ、滝澤サンも忙しいのかな？」


「んー、あの男は仕事よりもプライベートの方がてんてこ舞まい。気も休まらないんじゃないのかなあ」


「ですねえ」


「プライベート？　何かあったんですか？」


「それは内ない緒しよ。他人のプライベートなんてそうそう話すモノじゃないでしょ」


　自分たちだけは知っている『内緒』に、皆川と七瀬はくすくすと笑い出す。


　───プライベートって……。滝澤サンにもお土産みやげ持ってきたんだけどなあ。部屋には行けないのか。キスマークのことでも文句言いたかったのに。あー、でもそうしたらあの荷物、お持ち帰り？


　帰りは持って帰らなくてすむと思っていた荷物が、一つ残ってしまうことになるらしい。ここのロッカーに放ほうり込んで置いても問題ないか、と裕真は小さく息を吐き出した。


「そうだ。スキー行ってたんですよ。で、おねーさんたちにもお土産買ってきたんだ」


「あら、ほんとに？」


「噓うそなんて言わないって。バイト終わったら持って行くよ？」


「じゃあ、それを夜食にしちゃおうかしら。待ってるから、絶対届けること。ビルの下に着いたら電話ちょうだいな」


「はーい。それじゃあまたね」


　手を振りながら裕真がテーブルから離はなれ、厨房へと戻もどっていった。皆川たちもあまりゆっくりとしていかなかったようで、裕真が気がついた時には帰ったあとだった。


　そのままばたばたと最後の片付けを終えカフェを後にして、日本でも有数の歓かん楽らく街と違ちがい人通りの少ない夜道を歩いていく。『レゾンデートル』の本社へと足を運んだ回数はあまりない。一階の店てん舗ぽで買物をしたわけではなく、今日みたいに皆川か亨にモノを届けることが目的だ。


　───なんとなく、おれが近寄っちゃいけない場所のような気がするんだよな。


　吐き出す白い息に紛まぎらわせて溜ため息をこぼす。だからだろうか、本社ビルの裏口に立ち携けい帯たいを掛かける時に緊きん張ちようするのは。いや、そうに違いない、と自分の携帯に登録されている皆川のそれを呼び出し通話ボタンを押す。


「おねーさん？　青木だけど下に着いたよ」


『待ってたよー。と、ちょっと手が離せないから……、早瀬に取りに行かせるわ。もう少し待ってて』


「りょーかいしました。でも寒いからなるべく早くね」


　通話を終えた携帯を見ながら、亨にメールを送ろうかと少しばかり考える。まだきちんと連れん絡らくはしていないが旅行から帰ってきたことは知っているはずだ。今、自分が下まで来ていることを知らせれば、仕事を終わらせてくるか、わずかでも顔を見せるかしてくれるかもしれない。


　亨にと買ってきたお土産───自分が食べることを大前提に、試食して美味おいしかったクッキーを渡すだけなので、少しくらい忙しくても抜ぬけ出せるだろう。亨が仕事を調整している間に、バイト先までお土産を取りに帰ればいいだけの話だ。そう思い携帯のメール作成画面を表示させたところで、裏口の扉が開いた。


「お待たせ。大だい丈じよう夫ぶだった？」


「大丈夫です。それよりもこっちこそ仕事の邪じや魔ましませんでした？　おねーさん、忙しいみたいだし」


　手にしていた紙かみ袋ぶくろを早瀬に渡わたしながら、裕真は困った顔で笑ってみせる。


「ははは。僕と七瀬はそれほどでもないんです。滝澤さんがデートで抜けちゃったんで、その皺しわ寄よせが皆川さんにいってるだけなんで」


　自分と七瀬はつきあいです、という早瀬の声は、既に裕真の耳には入っていない。


　───デート!?　何だよ、それっ。おれはバイトしてたし、そんなメールも入ってなかったっ。てか、人の身体からだに痕あとつけるようなことしておいて、浮うわ気きすんのかっ!?


　一気に頭が沸ふつ騰とうしたがそれを容易たやすく表情に出すほど裕真は素す直なおにできていない。だが、こずえや直也など裕真の本質をよく知る人が見れば、にっこりと貼りつけた笑え顔がおの端はし々ばしがとてつもなく強こわ張ばっていることに気がついただろう。否いな、それはよく知る人でなくても人間観察に長たけた聡さとい人間ならば、見ても気がつくほどに表面に表れていた。


　早瀬が気がつかなかったのは、手渡されたお土産に気がいっていたことと早く戻らないと皆川に怒おこられると心配していたために他ほかならない。


「寒いところ悪かったけど、もう戻るね。時間も遅おそいし気をつけて帰ってね」


「あ、はい。早瀬さんも仕事頑がん張ばってください。でも無理しすぎないでくださいよ」


「わかってはいるんだけど、無茶しないとデートの時間もとれなくてね。つい仕事をつめこんじゃうんだよなあ」


　空笑いをしつつ裏口をくぐっていった早瀬に背を向けた途と端たん、裕真は派は手でに顔をしかめる。亨と曲がりなりにもつきあっている自分はここにいるというのに、亨は『デート』をするために仕事を抜け出したというのだ。不ふ機き嫌げんにならずにいられるわけがない。


　住宅街を駅とは違う方向へ足音も荒あらくがつがつと歩いていく。電話なりメールなりして確かめるのがてっとり早いとわかってはいるのだが、何としても顔を見ながら話をするのだと、裕真は口唇くちびるをかたく引き結びながら一いつ瞬しゆんの迷いもなく決めていた。











　感情のままに早足で歩きすぎたため、乱れた呼吸を整えた。目の前には亨の部屋の扉がある。下からは部屋に灯あかりがついているかどうかすらもわからない。


　───もしいなきゃ、帰ってくるまで扉の前に居座るだけだ。……でも寒いから、電話して居場所を確認してからだな。


　わざわざバイト先に戻り、訪問の口実にするためのお土産を手にしている。既に人を訪ねるような時間ではないが、相手が一人暮らしでしかも恋こい人びとならば、許されるはずだろうと裕真は躊躇ためらわずにインターホンを鳴らした。深夜に近い時間のためか、インターホンの音が妙みように大きく聞こえる。


「はーい」


　中から聞こえてきた声に、裕真は思わず息を呑のんだ。亨の声ではない。少し高い感じの、どちらかといえば自分とそう変わらない年ねん齢れいの男の声だ。部屋を間違えたのかと、裕真が部屋の番号を確かめている間に、扉が開いた。


　そして、現れたのはやはり亨ではなかった。自分よりかわずかに低そうな身長に、ふんわりとした黒くろ髪かみをした少年だ。体格的には裕真よりも少しだけ華奢きやしやな感じがする。オフホワイトのセーターにブラックジーンズを穿はいている。


　意識しないまま裕真の口から言葉がもれる。


「……あんた誰だれ？」


「……何か用？」


　向こうからも同時に問い掛けられた。お互たがいに無言のまままじまじと観察する。最後には無表情で睨にらみ合った。


　───どういうことだよ。この部屋に他人は入れないって言ってなかったか？　ていうか、滝澤サンはいないのかよ？


　顔には出さないが裕真の機嫌は一気に急降下を辿たどる。ただでさえ、早瀬の『デート』発言で少し不安定な低気圧だったのだ。悪くならないわけがない。


　───て、デート？　もしかしなくても、こいつとか……？


　裕真の目つきがますます険しくなる。これで相手が、いかにもセックスしたあとだと匂におわせていたり、これからだ、とわかるような服装をしていたら、有う無むも言わさずに部屋に乱入していたことだろう。


　だが、長年培つちかわれてきた『作り笑い』はそう簡単に剝はがれない。にっこりと口唇の端を持ち上げて、静かな口調で声を掛ける。


「滝澤サン、中にいるの？」


「だから、何か用でもあるの？」


　またしても同時に問い掛けてしまった。そのタイミングの悪さに、空気が悪くなる。と、いきなり相手の表情が大きく崩くずれたことに裕真は気がついた。大きめの目が見開かれ、声にならない言葉が口唇からもれた。何かに驚おどろいたような顔だが、何に驚いたのか裕真にはわからず、思わず眉み間けんに皺しわを寄せてしまう。


　そんな裕真の表情の変化に少年が気がついたのか、急に見下したように冷ややかな目つきで裕真を見つめた。


「用がないなら閉めるから」


「て、だから滝澤サンはいるのかって訊きいてんだけどっ？」


　閉まり掛けた扉とびらに手を掛けながら、裕真は焦あせったようにそう声を荒あららげる。玄げん関かんでこれだけ騒さわいでいるのに、亨が顔を見せないのもおかしな話だ。


「いるけど、出られないの。シャワー浴びてるから。それから、あなたが僕のいない間の暇ひまつぶしの相手だったんだろ？」


「……は？」


「僕が帰ってきたから、もうあなたには用がないと思うんだよね。このままフェードアウトっていうのが綺き麗れいだと思うんだけど、でもまあ、ちゃんと別れ話したいっていうのなら、部屋に上げてあげてもいいんだけど？」


　相手を完全に見下した物言いで少年が裕真に言った。しかもその台詞せりふの内容も内容だ。


「───帰るからいいや。これ、滝澤サンに渡しといてくれます？」


　にっこりと満面の笑顔で手にしていた紙袋を扉の隙すき間まから差し込むと、相手は少し怯ひるんだような様子を見せた。だが、裕真は微笑ほほえんだまま強ごう引いんに紙袋を手渡して、踵きびすを返しエレベーターへと向かう。


「渡しけとばいいのね。じゃあね」


　背後からそう声が掛かるが、裕真は振ふり返りもしない。人ひと気けのない廊ろう下かに裕真の靴くつ音おとだけが響ひびいているだけなので、ぱたんと扉の閉まる音に続き、鍵かぎの掛かかる音までもがしっかりと裕真の耳に届いた。


　───何なんだよっ、あいつはっ!?　当然のように滝澤サンの部屋にいてっ。本当に浮気してんのかっ？


　内心の憤いきどおりのままエレベーターのボタンをがつんと勢いよく押した。裕真が来てから誰も使っていなかったのか、すぐに開いたエレベーターに乗り込み、一階のボタンを押した。そこで、不意にその考えが脳のう裏りをよぎる。


「まさか、指輪の贈おくり主……？」


　エレベーターの扉が閉まったことにも気がつかず裕真は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　以前にあの指輪のことが気になり訊たずねた時、数年ははめていたはずだと皆川が言っていた。先さき程ほどあの少年は『いない間の暇つぶし』と裕真のことを言ったのだ。もしかしたら裕真の考えすぎかもしれないが、嫌いやな予感というか妙な直感が働いた。


　エレベーターの扉が閉まり掛けてから、ようやく一階に着いたことを知る。思っていた以上に亨の部屋に他人がいたことに対して動どう揺ようしているらしい。もしかしたら、『シャワーを浴びている』といった言葉に過か剰じよう反応しているのだろうか。よほど親しい関係でもなければ、他人を部屋に上げたまま風ふ呂ろに入ることなど普ふ通つうはしない。


　視線を地面に落としたまま、人気の途絶えた道をとぼとぼと歩いていく。終電には間に合う時間で急がなくてもいいのはわかっているから、余計に足取りが重くなっている。


　───でも、今つきあってるのは、おれなんだし。この間も、一応は『愛してる』て言ってくれたし。


　そこで、はたと足が止まった。あの時の亨の台詞は『愛してるから、舐なめろ』だった。もちろん、オーラルセックスをして欲しいがためだけに、亨がそんなことを言ったわけではない、と納なつ得とくしている。わざわざそのためだけに『愛してる』と言うほど、亨が口の軽い男だとは思っていない。そんなリップサービスをするくらいなら、オーラルセックスをしない、という選せん択たくをするだろう。


　───……するはず、だよな……？　でも、滝澤サンから、ちゃんとした『好き』とか『愛してる』て言葉、ないんだよな……。


　亨の方からの言葉がない、ということに裕真はまた引っかかってしまった。相思相愛だから『恋人』と呼ばれる関係だと裕真は思っている。だが、それは公言していない以上、二人だけで納得するしかない関係だ。傍はたから見れば、裕真と亨の関係は、せいぜいが年の離はなれた仲の良い友人か、外見の似ていない兄弟だろう。


　わかりやすい目印でもない限り、一いつ緒しよにいても『恋人』とは見られることはない。


　そんな目に見えることだけではない。


　何か曰いわくありげな指輪について、詳くわしいことも話してくれないし、外してもくれない。


　───別にさあ、何もかも全部話せとは思わないんだけど。おれにだって話したくないこととかあるわけだし。でもな……。


　いろんなことが頭の中をぐるぐると堂どう々どう巡めぐりをしているようで、それでいて嫌な方向へとどうしても思考が傾かたむいていく。


「……滝澤サン、おれのこと本当に───」


　好きなのかなあ、と続くはずの言葉をどうしても音にできなかった。言こと霊だまを信じているわけではないが、口にしたくない問い掛けだった。




　　　　４







『レゾンデートル』において専用の個室をもらっているデザイナーは数えるほどしかいない。チーフデザイナーである喜き多たと皆川を除けば三人だ。その三人のうちに亨は入っていた。


　そして個室持ちは泊とまり込みでの仕事が増えるらしい。入り口脇わきの洗面台や、ポット、冷蔵庫などは来客のためではなくその時のために備え付けてあるとしか思えない。


　そんな個室で窓を背にして亨は座り、手元の書類に視線を落としている。だが、雑多な雰ふん囲い気きの部屋と似たような、複雑で重々しい吐と息いきをつく。先程から見ているはずの書類はまったく頭に入っていない。


　亨の思考は散さん漫まんになりがちでふと気がつけば、何度も同じ書類に目を通していることに溜ため息をつく。ついには書類を机の上に放ほうり投げ、ぎしりと背もたれに体重をかけた。目頭を指で押さえつけ、ぐったりと身体からだの力を抜ぬいた。ブラインドを下ろした窓からは午後の傾いた陽ひ射ざしが入り込んでいた。


　裕真がスキー旅行から戻もどってきて既すでに一週間が過ぎている。だが、バイト先のカフェに顔を出す暇を捻ねん出しゆつすることすら難しく、まだ一度も会えないでいた。電話を掛けて声を聞いてしまえば顔を見たくなるので、うかつに電話も掛けられない。


　それなりに仕事を皆川や早瀬に振り分け、どうにか作り出した時間は亮と過ごしている。それすらも一緒に食事をするだけで、どこかに遊びに出かけるといった特別なことをしていない。


　それでも同じような時間なら血の繫つながった弟よりも、裕真と過ごした方がいい。しかも、こうして長い間顔も見られない時は例のビデオを見ることもあるのだが、亮がいるためにそれすらもできない。


　今の状態で裕真とつながっているのは、一応送っているメールと相手から返ってくる短い返信メールのみだ。


　───ざまあないな。相手の出方など気にしたことなかったのに。


　裕真と出会う以前の亨の行動パターンはそれなりにシンプルだった。


　仕事がメインで、疲つかれない程度にオンナとつきあう。しかも自分が時間調整をするのではなく、相手が合わせてくるのが当然だという気持ちもあった。見目がよく、身体の相あい性しようがほどほどで、遊びと割り切れるオトナが一番だった。


　来る者は拒こばまず去る者は追わず。引き留めるなどという面めん倒どうくさいことをしたことはなかった。だというのに、裕真が相手だとまるで勝手が違ちがう。こちらが執しゆう着ちやくして手の中に捉とらえた。


　だからだろうか。自分が執着していることを、無意識のうちに裕真に悟さとられないようにしている。気持ちの上でも自分がオトナで優位に立ちたいだけなのかもしれないが。


　───そういえば、バイトが終わったあと、押し掛けにも来ていないな。


　時折、予告無しに亨の部屋へと裕真が訪れることがある。当然亨が誘さそいかけたわけでもないその訪問が、裕真の『好き』だという気持ちの表れだと思っている。自分が顔を見るだけのためにカフェに通うのと同じように、裕真の方でも亨に会いに来ているのだと思いたい。もっとも、今は少し困ったことになりそうなので、逆にその訪問がないことに安あん堵どはしていた。


　だが、それがこの間から少しおかしいと思うようになった。


　皆川たちには帰ってきてからすぐにお土産みやげを渡わたしたのに、亨の所へは何もない。しかもわざわざ本社ビルまで届けに来ているのだから、帰りに亨の部屋に寄ることの方が自然だ。だが、訪問するとのメールもなかったし、突とつ然ぜん押し掛けたのなら、その時間は既に部屋にいたはずだ。


　───まさか、もう来たあとだとでも？　だが、亮は何も言ってない。


　裕真と亮が既に対面しているとは思いたくない。嫌な考えを吐はき出すように大きく息をつき身体を起こすと、手放したはずの書類にもう一度手を伸のばす。今日はどうしても早くに仕事を終わらせ、裕真の顔を見ると亨は決めていた。


　そうして亨が意識を書類に戻した時、こつこつ、と扉とびらが叩たたかれた。中から誰すい何かの声を掛ける間もなく、皆川が顔を覗のぞかせる。


「これに目を通してサインしてちょうだい。そうしたら、引き継ついでしまうから」


「返事があってから入ってきたらどうだ」


「あら、今いま更さらでしょう？　それに、誰だれのせいでこんなに忙いそがしくなっていると思っているのかしら？」


　これ以上文句を言えるのなら言ってみろ、と皆川が面おも白しろそうに無言の脅おどしをかける。亨は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように顔をしかめて、わずかに視線を逸そらした。


「でも、滝澤がこんなに弟に甘いなんて思ってもみなかったわ。今までつきあってたオンナたちによりも甘いじゃないの」


「それとこれは関係ないだろう？」


「そう？　でも、今つきあっている彼女とはどうかしら？」


「何だって？」


　弟と以前つきあっていた女たち、そこへ今の彼女───この場合は裕真のことだろう───が、どうして関係してくるのかわからず、亨は眉み間けんに皺しわを寄せた。


「真衣と別れてから、つきあっている彼女、いるでしょ？　無茶な休きゆう暇かを取る。携けい帯たいでまめにメールを打つ。携帯の着信を妙みように気にする。これでつきあっているオンナがいないっていう方が無理よ」


　勝ち誇ほこったような表情で皆川が言うことにはすべて心当たりがあるため、強く否定できない。確かにそれらは裕真が関わった故ゆえの行動だ。


「今までどんなオンナとつきあってもそんなことなかったじゃない？　それに滝澤も自分で気がついているかもしれないけれど、あなたからしているのよ。かなり本気の彼女だとすぐにわかったわ」


　確かに自分でもそう思うから、亨はますます何の反応も返せなくなる。むっとした様子の亨を知りながら、皆川は意地の悪い笑え顔がおを向ける。


「もしかしなくても、滝澤の一方通行？」


「───冗じよう談だんだろう」


　言葉と共にすっと目を眇すがめ皆川を睨ねめ付けたのは、捉えた裕真を手放すつもりがないという自分の執着を示すモノでもあった。見ようによっては尊大に映る態度だが、皆川はくすくすと笑う。


「滝澤を摑つかまえるだなんて、どんなオンナなのかしらねえ。性しよう悪わるじゃないことを祈いのっててあげるわ。───ねえ、紹しよう介かいする気、なあい？」


「ないね。人で遊ぶな」


　皆川との会話で余計に疲れが増した気がして、亨は気が抜けたように吐息をもらした。これ以上皆川にからかわれるのはごめんだと、手渡された書類に目を通し早々に退室を願うことにする。


　だが、半分まで進んだところで亨の携帯が鳴った。ディスプレイで名目を確認してみれば、登録はされているが滅めつ多たに使われることのない自宅の番号が表示されていた。このまま無視していれば十五コール目でメッセージを受け取るように切り替かわる。


「───出ないの？」


　亨が書類に目を通すのを手持ち無ぶ沙さ汰たに待っていた皆川が、どこかにやけた表情で促うながしてくる。それをむっつりとした表情で見み遣やりながらも、亨は携帯に手を伸ばした。


「どうした？」


『兄さん？　夕食の買い物に出ようと思うんだ。何か食べたいモノはあるかな？』


「……今晩は帰れそうにもない。一人で食べてくれ」


『え、どうして？　一人で食べるご飯は……寂さびしいから嫌きらいだ』


「ここ数日、つきあっただろう？　その分の仕事が残っている」


　きっぱりと申し出を断るが、亮は電話口で我が儘ままをねだるようにぐだぐだと言い続けている。確かに身内のモノとはいえ、慣れない部屋で過ごすのは落ち着かないうえに暇ひまを潰すモノがほとんどないので、一人でいたくないらしい。


　だが、それでも裕真の顔を見たいと、亨は思っているのだ。結局いくら言っても亨が前言をひるがえさないとわかった亮が、どうにか引き下がり通話を終えた。刻一刻と疲れが増していくのは絶対に気のせいではないと思いたい。


「で、本当に仕事してくれるの？　だったら、この書類は後でもいいんだけど」


「……亮から連れん絡らくがあった時にはそう言ってくれ」


「疲れてくると甘いモノが欲しくなるのよね。フォンダンショコラなんて絶品だと思わない？　食後のデザートにもぴったり。あら、そうしたら夕食は洋食系がいいかしら」


　わざとらしくぽんと手を叩く皆川に、亨は小さく頷うなずき賄わい賂ろを贈おくることを了りよう承しようした。


　こうでもして時間を作らなければ、亮と同席の上で裕真と会うことになってしまう。その状じよう況きようだと素す直なおに感情を露あらわにする裕真を見ることはできないだろう。それどころかかなりの高確率で、にっこりとした作り物めいた笑みを浮うかべながら、さっさと暇いとまを告げてしまうに違いない。


「それじゃあ、食事、楽しみにしているから」


　書類を片手に皆川が部屋を出ていく。残された亨は机の上に積まれている処理しなければならない書類の山に、うんざりとするがこれだけは代わりを頼たのむわけにもいかない。だが、その前に肝かん心じんの裕真の予定を押さえておかなければならないだろう。


　───とりあえずそっちが先だな。


　携帯メールで裕真を食事に誘う。バイトが入っていたりすればカフェで顔を見るだけで、せいぜい休きゆう憩けい中に一いつ緒しよに食べるくらいだが、亨はそれでもかまわないと思うほど裕真に餓うえていたのかもしれない。











　裕真はごろりと寝ね返がえりを一つ打った。何をする気にもなれず、ただベッドに転がっているだけだ。三月に入ったばかりの平日で大学は追試期間に入っているが、追試や補講のない者たちにとっては既すでに春休みに突とつ入にゆうした、といってもいい時期だ。


　今日はバイトもないので、どこかに出かけてもよかったのだが、外に出る気力すらない。両親は仕事で、姉のこずえも朝早くからバイトに行っている。それをいいことに自室でぼうっと過ごしている。


　ここ数日、裕真は時折上の空になり、周囲に迷めい惑わくをかけているらしい。大した被ひ害がいはないのだが、非常に珍めずらしいことなので、こずえや直也にからかわれているが。二人とも裕真が何かを気にしていることはわかっているようだが、それを訊たずねることをしない。裕真から話すのを待っているのか、面めん倒どう事に巻き込まれたくないからなのかは判然としないが、そうやって放ほうって置かれることが裕真には嬉うれしかった。


　───言えるわけないよなあ。滝澤サンとこで見た男が気になるだなんてさあ。


　またもや脳のう裏りにあの時の場面が思い浮かび、深く息を吐き出す。


　自分より少し身長が低いだけで、他ほかはほぼ似たような体格をしていた。年もせいぜいが一つか二つ違いだろう。黒い髪かみに、素直そうな表情。


　きゅっと裕真は口唇くちびるを嚙みしめる。


　亨の部屋に行く時は大たい抵てい前もって連絡を入れておく。合い鍵かぎを持っているわけではないので、本人がいないと部屋に入れないからだ。断られることはあまりないが、時々出張だったり泊とまり込みの仕事だったりで断られることもある。


　待ちぼうけを喰くわされるのが嫌いやなので、予告なしで訪問することはあまりしない。その数少ない予告なしの訪問の理由はいたってシンプルで、バイト先の飲み会に出たくないとき、だ。飲み会はバイトの終わる時間が遅おそいせいもあってか、早々に誘さそわれることはない。気が向けば行ったし、気が向かなければ『約束があるから』と断り亨の部屋に足を向けていた。


　だが、あの日は早瀬の『デート発言』に憤いきどおり、間に機械を通さずきちんと向き合って顔を見て話したいと思ったのだ。そのため、絶対に会うんだという意思のもと、予告メールを送らなかった。


『デート』の相手───亨の部屋にいたのだからそうだとしか思えない───は、指輪の贈おくり主だと裕真は思っている。しかもそれは、前々から気になっていた相手だ。前にも、自分よりも彼の方が気になるんじゃないかと、やきもきしたことがある。


　その時は、今亨の目の前にいるのは自分だから、指輪の主は過去の相手だと納なつ得とくした。そのうえで、彼よりも自分のことをもっと好きにさせてやる、と心に誓ちかった。だというのに、その相手が、目の前に現れたのだ。


　過去が現在に追いついたのか、現在が過去に追いつかれたのか───。


　裕真はきゅっと口唇を嚙みしめる。いくら自分が亨のことを好きでいても、亨が彼を選んでしまえば、それでお終しまいになる。相思相愛でなければ『恋こい人びと』という関係にはならないだろうし、対等な関係でもないだろう。


　───ただでさえ、滝澤サンに負けてるのに、気持ちでも負けてたら癪しやくに障さわるんだよ。


　セックスにおいて裕真は完全に受け身に回っているため、負けていると思っている。与あたえられる快楽を享きよう受じゆするしかない自分が時折歯がゆくなるのは内ない緒しよだ。


　これで気持ちの上でも裕真の方が亨により執しゆう着ちやくすることになれば、自分は亨に『惚ほれた方が負け』を体現することになってしまう。


「あーっ、もう、どうすりゃいいのかなあ……」


　亨が自分を選んでくれるのが一番だが、もし亨が指輪の主を選んでしまったら、自分はどうするのだろう。それを考えるのが怖こわくて、部屋で鉢はち合あわせした彼のことを亨に問いつめることができない。


　唸うなりながらベッドの上をごろごろと転がっていると、携けい帯たいがメールの受信を知らせた。


　ぼうっとしたまま慣れた動作でメールを開けば、それは裕真がぐだぐだと悩なやんでいる原因からのものだった。


「飯かあ……。───何かわかるかも」


　仕事が忙いそがしかったのか、『デート』をしていたのか、亨からはメールが何回か送られてきただけで、裕真からの返信メールも鉢合わせた人のことが気になり、当たり障りないモノしか返していない。


「ちゃんと顔を見ながらだったら、訊きくことできるかな……」


　しばらくの間じっと携帯の画面を睨にらみつけていたが、勢いをつけ身体からだを起こすと了承のためにメールを打った。バイトがないこと、どうせならそっちまで足を運ぼうか、と。そのまま数度メールの遣やり取りをして、十八時に新宿にあるデパートの正面入り口で待ち合わせることになった。


『わかった』という短い亨からのメールに、大きく喘あえいで初めて、いつの間にか呼吸を詰つめていたことに気がついた。


「んだよ。たかだかメールするくらいでさっ」


　携帯をむっと睨みつけベッドに放ほうり投げてから、裕真は時間を確認する。今から少し腹ごしらえをしてシャワーを浴びればちょうどいい時間に出られるだろ。そうとなれば裕真の行動は早かった。


　ぱたぱたと支し度たくを始めて、きっかり一時間半後には自宅の鍵を掛かけている。だが、駅に向かう足取りが少しばかり重い感じがするのは、もしかしたらこれで決着がつくかもしれないと裕真が思っているからだろうか。


　電車に揺ゆられいつも通りの道を進んでいるはずだが、裕真は落ち着かなかった。ようやく待ち合わせ場所が目に入った時には、握にぎった手の平に汗あせをかいていた。一つ呼吸を整えてから、足音を立てずに亨の前に立つ。微び妙みように視線を外してしまうのは、まっすぐに亨を見る勇気がないからだ。


「待たせたか？」


　春先らしい色合いのベージュのロングコートに、下はやはりスーツを着ている亨に、裕真は静かに声を掛ける。きちんとした社会人に見える格好の亨に対して、裕真はいつも通りの格好だ。


　ストーンウォッシュのジーンズで右足に白いペンキを散らしたようなペイントがされている。トップスはオフホワイトのタートルネックの上にデニムのシャツを羽織り、その上に黒いピーコートを着ている。


　年ねん齢れい的にも、待ち合わせるにしてはちぐはぐな印象があるだろう。せいぜい年の離はなれた兄弟にしか見えない。そうとはわかっていても、わざわざ自分の格好を亨に合わせるつもりは裕真にはなかった。


　そんなことをつらつらと考えていたからか、しばらくの間亨が自分の顔を凝ぎよう視ししていることに気がつかなかった。だが、裕真が声を掛けても何の反応も返さない亨に、ようやく視線を合わせてみれば、亨は無表情に自分のことを見つめている。それに驚おどろいて数度瞬まばたきを繰くり返していると、亨の方が先に我に返ったらしく、ふっと視線を逸そらされてしまった。


「とりあえず、飯を食べるか」


　逸らされた視線をそのままに亨が歩き出す。置いて行かれる形になった裕真が慌あわてて後を追いかけ、信号待ちをしている亨の隣となりに並んだ。ちらりと横目に様子を窺うかがえば、ちょうど肩かた口ぐちが視界に入る。自分とは接点らしい接点がまるでない。それなのにこうして肩を並べて歩き、対等な関係でいたいと望んでいる。


　───そうだよ。対等でいたいから、がんばって、あの男のことを訊くんだろ。でもって、本当に指輪はあいつからもらったのか、確かめないと。


　乾かわいている口唇を舌先で湿しめらせる。自分で思っている以上に緊きん張ちようしているようで、気がつくとどこか在らぬ方向を見ては、溜ため息をついている。


　信号が変わり、通りを横断してすぐ目の前にあるビルに入っていった。五階にある和食屋に入るようで、裕真に一度だけ確認をした。


　その店は昼はランチバイキングをしているところで、夜には普ふ通つうの飲食店になる。横に長い店てん舗ぽの、入り口すぐにあるキャッシャーの隣に横長に厨ちゆう房ぼうが広がっている。厨房の前がカウンターで、店内奥には個室仕様の四人掛けのテーブルが壁かべ際ぎわに連なっている。中央には巨きよ大だいなテーブルも置いてある。灯あかりも少し落とされた感じのオレンジ色で、ムードがあるせいだろうか、なんとなくカップルが目につく。しかもどちらかといえば社会人が多いようだ。


　待たされることなく、個室仕様のテーブルに案内された。何の感かん慨がいもなくとっとと向かい合わせで座ると、テーブルに置かれているメニューを開く。初めて入る店だったので、裕真はメニューに見入ってしまった。


「好きなモノを頼たのむといい。ここは関西風の味付けだから、少し薄うすく感じるかもしれないが、うまい」


「ふーん、じゃあ……」


　適当に何品かとご飯をそれなりにバランスよく指し示す。飲み物は素す直なおにノンアルコールにした。メニュー的にお酒が合うような気がしなかったし、しっかりと亨を観察したかったこともある。


　───あいつのこと訊いた時、どんな反応を示すんだかちゃんと知りたいんだ。


　オーダーを取りに来た店員が去り、個室には二人だけが残された。どう話を切り出そうかと裕真が逡しゆん巡じゆんしている間に、亨が先に動き出した。テーブルの下で、膝ひざが擦すり合わされる。すっと下か肢しの内側を撫なでるように、亨の膝が割って入ってきたのだ。


　テーブルの脚あしが四つ脚ではなく、両端を一枚板で支えている構造で、卓たくの下が横から見えないようになっている。そのため、これ幸さいわいと悪戯いたずらを仕し掛かけてきたらしい。


「───っ」


　驚いて思わず足を引いてしまった裕真に、亨は意地悪く薄笑いをする。たかだか足が触ふれただけで過か剰じよう反応をした裕真をおかしく思っているのだろう。


「どうかしたのか？」


「……何でもないっ」


　飄ひよう々ひようと訊たずねてくる亨にむっとした表情で裕真が嚙かみつくように返したが、またひくりと身体が震ふるえる。再度亨の膝が下肢の間に割って入ってきたのだ。しかもわざわざ内うち股ももを擦こするように緩ゆるやかに撫でつけている。それは、セックス前の愛あい撫ぶを思い出させる。


　かっと一気に頰ほおが上気した。呼吸が乱れてしまうのを止められない。しかも間の悪いことに、店員が料理を運んできたのだ。くっと息を詰めて、テーブルの下で何が行われているのか、知られないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。これ以上足を引くことができない以上、堪こらえるしかない。


　ただ口唇くちびるを嚙みしめて、涼すずしい顔をして目の前に座っている亨を凝視することしかできない。ふっと視線を寄よ越こされ、目線が絡からむ。


　一礼して店員が去って行った時には、裕真は大きく喘いでいた。口唇の端はしを微かすかに持ち上げただけで笑っている亨を、きつく睨みつける。だが、それすら亨はあっさりと受け流してしまう。


「冷めないうちに食べようか」


　何事もなかったかのように亨は小皿に料理を取り分け始める。裕真の下肢を割っていた膝も引かれており、きちんと食事をするつもりのようだ。裕真の目の前に置かれた小皿にそっと箸はしを伸のばした。


　ふっくらとしたサワラの西さい京きよう焼やきに、菜の花の芥から子し和あえ、ザル豆どう腐ふに、里さと芋いもの煮にっ転がしと、正統派ともいえる和食が並んでいく。白飯を頼んだのは裕真だが、亨は炊たき込みご飯にしたらしく、半々に盛り付けて茶碗わんを渡わたしてくる。


　いただきますと小さく挨あい拶さつをすると黙もく々もくと箸を動かし出す。訊きたいことは、『指輪を贈おくったのは誰だれか』と『部屋にいたのは誰か』の二つだけだ。だが、それが難しい。


　きっかけを探すようにちらちらと亨を見み遣やっているのだが、まるで気がついていないかのように振ふる舞まっている。


　───ったく、本当に気がついてないのか、わざと気がつかない振りをしているのかも、わかんねーじゃんかよっ。


　だんだんと視線を動かすのが嫌いやになっていき、亨に視線が固定されていく。


　───そういや、滝澤サン、箸遣づかい綺き麗れいだよなあ。


　握り方もおかしくないし、作法もおかしくない。箸の先で摑つかんだ豆腐を壊こわさないように口くち許もとへと持っていく。舌先が閃ひらめいて、箸から獲え物ものを奪うばい取った。


「───っ」


　思わず裕真は息を呑のんでしまった。


　亨のあの舌先は、いつも自分を翻ほん弄ろうしていくのだ。首筋を辿たどり鎖さ骨こつに辿り着くと、そこを執しつ拗ように舐なめ出す。薄い皮ひ膚ふを通り越して鎖骨そのものを浮うき彫ぼりにするかのように、ゆっくりと舌が行き来する。


　それから胸骨をなぞり、胸の飾かざりに行き着く。小さくぷっくりと凝こったそこを舌先で潰つぶすように舐め、歯で柔やわらかく嚙みついてくる。それをされると、ぴりっと電流が走ったかのように身体からだが震えてしまう。


　───……って、何考えてんだよっ。だーっ、消えろってっ。


　脳のう裏りに浮かんだのは裸ら体たいで絡み合う姿で、あまりにもリアルに想像してしまい、なかなかその映像を消すことができない。小刻みに身体が震えているのは、亨に悟さとられたくなくて緊張しているのと、想像してしまったことに対する羞しゆう恥ちからだ。


　だから、それに気がつくのに時間が掛かかってしまった。


「───どうした？」


『……』


「馬ば鹿かが。何もするなと言っておいただろうに」


『……』


　眉み間けんに軽く皺しわを寄せて亨が応じていることにようやく意識がいって、彼が携けい帯たいで誰かと話していることがわかった。今までにも自分といる時に携帯に出たことがあり、大たい抵ていは仕事関係の電話だった。


「ああ、わかった。わかったからそのままにしておけ。何もいじるな」


『……』


「いいな、手をつけるんじゃないぞ」


　話を終えた途と端たんに勢いよくボタンを押して通話を終しゆう了りようさせると、亨は無造作に携帯をしまい身み支じ度たくを始めた。裕真が呆気あつけにとられているうちに、亨は伝票まで手に取ってしまう。


「すまない、用ができた。また連れん絡らくする」


「は？」


「ここの支し払はらいは済ませておくからゆっくりするといい」


「───そう？　すごくおいしいのに、一いつ緒しよに食べられないだなんてもったいないね」


　呆ぼう然ぜんとしたのも束つかの間ま、亨が何を言っているのか理解した裕真は、瞬しゆん時じににっこりと艶つややかな笑えみを浮かべながら、朗ほがらかに言った。もちろん、それが作り笑いだとわかってしまう亨は、眉まゆをひそめる。


「……仕事だ。まさか、仕事とおまえとどちらが大切なのか、だなんて馬鹿馬鹿しいこと、言うわけないよな？」


「もちろん。どうしてそんなこと、おれが訊きかないといけないの」


　どこか嘲あざけるようにもらした亨に、裕真は笑みを崩くずすことなく返している。黙だまったままお互たがいに相手の出方を窺っていたが、先に動いたのは亨の方だった。


　溜め息をもらすと亨は挨拶もなく立ち上がって行ってしまった。個室仕様の作りのため、亨が退店する様子も見ることができない。それが悲しいのか、嬉うれしいのか裕真にもわからなかったが。


　握にぎりしめていた箸をとりあえず置き、気を落ち着けるためにお茶を一口飲んだ。胸がもやもやとしたまま、今ひとつすっきりしないのは、訊きたいことを何一つ口にすることができなかったからだ。


「ったくさあ。折角訊き出せるかと思っていたのに……。これだったら家で食べたって同じじゃないか。こっちはわざわざ出てきてるってのにさ」


　ぶつぶつと口の中で繰くり返してしまうのは仕方ないだろう。そして内心の憤いきどおりのまま目の前の料理に箸を付けていく。一人前としては完全に多い料理をすべて平らげることは無理だが、感情のままに食い散らかすことができる量だ。


「そりゃあさあ、仕事なら仕方ないよ？　働くのが大事なのはわかってるし」


　亨への愚ぐ痴ちを垂れ流しながら動いていた箸が、不意にその動きを止めた。


　───……本当に、仕事の電話だったのかな……。まさか、ね。


　だが、一度頭の隅すみに浮かんでしまった疑ぎ惑わくはなかなか消えてくれなくて、連想のように亨の部屋にいた少年を思い出した。自分のことを『暇ひまつぶしの相手』と断じた少年だ。


　こくりと口の中のモノを飲み込んでから箸を置き、鞄かばんの中から携帯を取り出す。ディスプレイに表示させたのは、亨の携帯番号ではなく自宅の番号だ。この時間にコールしても亨の部屋には誰もいないはずだ。


　十桁けたの番号を凝ぎよう視しする瞳ひとみが揺ゆれる。


　自分とつきあっているのは亨で、だからこそ亨の『仕事』という言葉を信用しないといけない。だが、亨の部屋で鉢はち合あわせたあの少年の『暇つぶし』という言葉に動どう揺ようしている。亨が本当に自分のことを好きなのかはっきりと確信していないから、不安定に揺れているのだ。


「───確かめれば、いいだけだよな……」


　通話ボタンを押すだけのことで指先が震えてしまう。親指に力を込こめるだけなのに腕うで全体が強こわ張ばっている。それでも意を決して電話を掛けた。


　耳許で鳴り響ひびくコール音───。


　三つを数えるまでは息を止めて聞き入っている。五つ目を過ぎて、呼吸をすることを思い出した。


　───ほら、帰ってないから電話を取れないんだよ。


　ほっと安あん堵どしたように大きく息を吐はき出した七つ目のコール音。かちっと受話器が上がったとき、疑うことなく留守電に切り替かわったと思った。何かメッセージでも残してみても面おも白しろいかも、とさえ思っていた。


『もしもし、滝澤だけど』


「───っ」


　だが、聞こえてきたのは無機質な機械の声ではなく、生身の声だった。小さく息を呑んでしまう。少し似ているような気もするが亨よりも高い声だ。しかもこの声は、裕真の思い違ちがいでなければ、亨の部屋で会った彼のモノに間違いない。


『もしも───』


　動揺するまま携帯を耳から離はなして終話ボタンを押す。


「な……、何で……。滝澤サン、部屋にいないよな。なのに、あいつ、部屋にいるのか？」


　呆然と手元の携帯を凝視する。留守宅に上がり込めるほど親しいというのが、思っていたよりもショックだった。


　亨は部屋に入れる人間を選んでいる。自分も合い鍵かぎを持たされることがあるが、それは最後に鍵を掛けるために、という大義名分があるからだ。それがなければ、合い鍵を裕真に渡すことはないだろう。


　鼓こ動どうがどくどくとがなりたて、裕真の耳にうるさく鳴り響いていた。











　伸のびすぎた髪かみを片手で搔かき上げ、亨は舌打ちをした。どうにか時間を作り、裕真と話をしようと思っていた矢先に、弟からの電話だ。これで悪態をつくな、という方が無理だろう。しかも、電話の内容が内容だ。


「余計なことをするなと言っておいたんだがな……」


　エレベーターの上じよう昇しようが止まり外廊ろう下かに出る。和食屋を出てからまっすぐに自宅へと向かったため、今の時刻は二十時半過ぎという、早い時間の帰宅となった。インターホンを鳴らすことなく玄げん関かんの鍵を開けて家に入る。短いフローリングの廊下に灯あかりはついていない。


「ただいま。……本当にすごいありさまだな……」


　リビングに通じるガラス扉とびらを開けてみれば、嘆たん息そくするしか亨に道は残されていなかった。部屋中に焦こげた嫌いやな匂においが籠こもっているし、レンジ内では卵が飛び散っていたし、ローテーブルにはコーヒーがこぼれている。当然の如ごとく、毛足の長いラグは濡ぬれたままでクッションにも被ひ害がいは及およんでいた。


「おかえりなさーい。うー、ちょっと料理しようとしただけなんだけどなあ」


　何がいけなかったんだろう、と口唇くちびるを尖とがらせ小首を傾かしげている亮に、亨はこめかみに手を当てるしかない。しかも、被害の及んでいなかったベッドの上に寝ね転ころがっているのだ。


「でもよかったあ。仕事、そんなに忙いそがしくなかったんだね」


「無理矢理抜ぬけ出してきたんだ。これ以上はおまえにつきあえない」


「ちぇーっ。もっと、遊んで欲しいのにさあ」


「こっちは仕事をしているんだ。ここにいるのがつまらなければ、実家に帰るなり、向こうに戻もどるなりすればいいだろうが」


　リビング手前にコートと鞄を置き、バスルームからタオルを取ってくると、水害が大きいラグとクッションから綺き麗れいにしていく。ベッドにいる亮にもタオルを投げ渡わたしたが、汚よごした張本人は手持ち無ぶ沙さ汰たにタオルをいじっているだけで、手伝うつもりなど更さら々さらないようだ。


「ほら、おまえも手伝え。というか、先に片づけることもできただろう？」


「だって、いつもそのままでいいって、言われてるんだもの」


　とりあえずは近寄ってきた亮だが、やはり手を出すつもりはないようで、テーブルの上を片づけている亨の様子をちらちらと窺うかがっているだけだ。それを横目にリビングの窓を開け、匂いを消すのと空気の入れ換かえをする。


「ルームメイトに随ずい分ぶんと甘やかされているんだな」


「違ちがうよ。なんかねえ、余計にひどくなるから何もしないでくれって言われてるだけだよ。だから、何もしないの」


　どうやら、前に片づけようとして被害を拡大させたことがあるらしい、と亨にも何となく察せられたので、それ以上強く出なかった。


　───何だって、こう甘ったれになったんだか……。前よりも我が儘ままになっている気がするのは気のせいか？


　微び妙みように我が儘っぷり、というか完全に甘えてかかっている亮に、呆あきれてしまう。だが、自分が口を出すことでもないのはわかっている。留学してから磨みがきが掛かかった性格なら、ルームメイトが面めん倒どうを見るのが当然だ。亨には裕真がいるので、これ以上厄やつ介かいな我が儘製造機を抱かかえる気にはなれない。


「こっちはこれくらいだろう。次は台所か……」


　匂いもどうにか薄うすれてきたのか、それとも鼻が慣れてしまったのか、鼻につく感じはなくなった。ラグはまだ乾かわいていないのでバスタオルを敷しいておく。クッションは半ばあきらめているが、とりあえず濡れているところを上にして、乾かそうと試みておくことにした。


　使い終わったタオルを洗せん濯たく籠かごに放ほうり込んでからキッチンへと入った。亮は亨の後をひよこよろしく付いて回っている。


「……よく火事にならなかったな」


「うーん、それはごめんね。薬や缶かんを火に掛けてたの、忘れちゃったんだ。匂いで気がついてすぐに火を止めたんだけど……」


　蓋ふたを開けて中を確認してみれば見事なほど黒く焦げ付いている。これでお湯を沸わかせば多分独特の焦げた匂いのするお湯が沸くことだろう。電子レンジの中では卵が破は裂れつしているし、先さき程ほどは気がつかなかったが床ゆかには油がこぼれている。


「レンジはねえ……。その卵、変だよ。お皿に割り入れたのに爆ばく発はつするんだもの。タスクがレンジに掛けたときは爆発なんかしないのに」


　怒おこったように不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめている亮に、亨は盛大な溜ため息をつくしかない。一応、生卵を殻から付きのままレンジに掛けてはいけないことはわかっていたようだが、黄身を解ほぐすか穴を開けないといけないことまでは知らなかったようだ。


「もういい。これでも飲んで向こうで待ってろ」


「はーい」


　冷蔵庫から取り出したミネラルウォーターをペットボトルごと亮に渡した亨は、床の掃そう除じから始める。


　───まったく。何がとんでもないことになった、だ。確かにそうだが、これくらい一人でどうにかしろ。……肝かん心じんなことは何一つ話せなかったというのに。


　裕真と食事をしている時に掛かってきた亮からの電話を思わず反はん芻すうする。台所が爆発しただの、わけのわからない液体をこぼしただの、言い募つのり最後には殊しゆ勝しようらしく『ごめんなさい』と謝るのだ。


　声の調子で、泣き出しそうに瞳を揺らしているだろうことがわかった。昔から亨が怒るようなことをしでかすと、嫌きらわれたのではないかと怯おびえたように機嫌を窺ってきた。両親が仕事に忙しく必要以上に手が掛けられなかったためか、亮はかまわれることが何よりも好きで、放っておかれることを嫌っている。


「腹が減ったのか？」


「うん、そう。それで何か作ろうとしたんだけど……。ごめんなさい」


「ああ、もういい。座って待ってろ」


　床が綺麗になった台所に立ち、鍋なべにお湯を沸かし食パンを焼く。レンジの中も掃除をしたし、とりあえずはこれでいいだろう。もともとあまり家事をしないので掃除は適当なところで切り上げた。


　亮は亮で、もう済んだことだとばかりにテレビのチャンネルを次々に変えていき、最終的にはバラエティ番組に落ち着いたようだ。それを尻しり目めに手早く料理をしていく。もっとも夕食というよりは、朝食のようなメニューになったが。


　大人しく席について待っている亮の前に皿を並べていく。バターを塗ぬったトーストにインスタントのスープ、それにジャガイモとベーコンを炒いためたモノ。和食屋でほとんど食べられなかったこともあり自分の分も用意する。


　最後にカトラリーを持って行こうとしたところで、珍めずらしいことに固定電話が受信を知らせるようにディスプレイが点てん滅めつし始めた。亨個人に用がある場合は携けい帯たいに掛かってくることがほとんどで、固定電話は主にファックスがメインの使い方となっている。それでも時折仕事の電話が固定に掛かってくることもあり、取らないわけにはいかない。面倒くさいと思いながらも、亨は受話器を取り上げる。


「はい、滝澤ですが」


　事務的な口調になってしまうのは仕方ない。それでも丁てい寧ねいに対応しているだけましだな、と自分でも思っている。


「もしもし───？」


　だが、相手が何一つ反応を示さないことに眉をひそめる。携けい帯たい電話だと電波が悪くつながりにくくなることもあり、そういったモノかと思っていると、そういうわけではなく、後ろで微かすかに車のバックファイアー音が聞こえる。


　それだけを確認すると、亨は物も言わずに電話を切った。


「あれえ？　また無言電話？　さっきもあったんだよ。番号変えたら？」


「大方、間ま違ちがい電話だろう。今までもなかったわけじゃない」


　いつもの位置に座り込むと、亨も簡単な夕食に手を伸のばしていく。だが、精神的に疲つかれているのか食欲はさほどなく、適当に突つつき回しているだけにも思える。普ふ段だんならいつ食べているのかと言いたくなるほどしゃべっている亮が黙だまっていることも気にならない。


「ねえ、兄さんは、つきあってる人、いないの？」


　そんな亨をちらちらと見ながら様子を窺っていた亮が、さらりととんでもないことを言い出した。ぴたりと動きを止めた亨に気がついただろうに、亮は口を止めない。


「どう見てもこの部屋、兄さん以外の人の匂いがしないんだけど」


「おまえには関係ないだろう？」


「だって、もし彼女がいるんだったら、悪いなあ、と思ったんだもの」


　拗すねたような表情だが、それでも心配そうに見てくる亮から、亨は居い心地ごこち悪そうに視線を逸そらす。そのため、亮が意地悪そうに口くち許もとを歪ゆがめたことに気がつかなかった。


　───どうして今日、それを突っ込まれなければならないんだ。


　久しぶりに裕真と会えたというのに、質問者当人のためにほとんど話らしい話もせずに別れてしまった。思わずむっと不機嫌に顔をしかめてしまっても仕方ないだろう。だが、このまま弟の言うがままにさせても勝手に暴走───否いな、弟の都合のいいように解かい釈しやくしていくに決まっている。


「つきあってるやつはいる」


「本当に？　じゃあ、結けつ婚こんするの？　うーん、兄さんが気に入っているのなら、どんな女性でも文句は言わないと思うよ。兄さんのこと信用しているんだし。両親にはいつ紹しよう介かいするの？」


　食べる手を完全に止めて、興きよう味み津しん々しんに訊きいてくる亮に、亨はうんざりとする。


　当然のように亮は亨の『恋こい人びと』を女性だと思っているようだが、実際には同性である裕真だ。今のところ別れるつもりもないが、結婚という手段で一生を縛しばれるわけではない。そのうえ、親───ひいては家族に会わせる気もない。


　きちんと話し合ったわけではないが、暗あん黙もくの了りよう解かいのように二人とも誰だれにも言っていない。公言しても好こう奇きの目で見られたり、不ぶ躾しつけに勘かんぐられたりと、いいことなどない。せいぜい結婚をほのめかすようなお誘さそいがなくなるくらいだ。


　───それに俺がよくても、な……。


　自分は同性とセックスをしても抱だく側だから特に何とも思わないが、裕真は抱かれる側だ。しかも、それまでは普ふ通つうに女性とつきあってきた。そこへいきなり男に抱かれるような関係になりました、とは言えるようなことではない。


「結婚するつもりはないな」


　不機嫌な表情で吐はき捨てると止まっていた食事を再開し始めた亨だが、亮の方はそれだけですますつもりはないらしく、執しつ拗ように『彼女』の話を繰くり返す。


「えー、何で？　普通の女性ならウェディングドレスとか憧あこがれるじゃない。兄さんからプロポーズされて断るような人なんていないよ？　それにさあ、結婚はともかく、プロポーズして婚こん約やくくらいしておいた方がいいとは思うんだ。ねえ、兄さんてば」


「ああ、ああ。そうだな」


　立て板に水を流すような亮の物言いに、亨が投げ捨てるようなおざなりの返事をした。


　───余計なことばかり。いったいいつになったら、帰るつもりだ、こいつは。早々にここから移ってくれるといいんだが……。


　亮がいる限り好きなように時間がとれないと、何度となく思ったことを性しよう懲こりもなくまた考えていたので、亨の答えを聞いて亮がにんまりと満面の笑えみを浮うかべたことに、まったく意識は向いていなかった。




　　　　５







　そろそろ三月も中ちゆう旬じゆんにさしかかった夕方、裕真は亨の部屋の前で呼吸を整えていた。


　亨が誘ったのに途と中ちゆうで抜ぬけ出してしまった食事から、既すでに十日が経たっている。その間も亨からはメールが来ていたし、電話もあった。何か含ふくみを持たせたしゃべり方で、仕事が忙いそがしくあまり部屋には帰れないことを伝えてきた。


「───部屋には帰れない、要するに訊たずねても無む駄だだって、言いたかったんだろうね。てことは、来てほしくない、てことになる」


　じっと目の前の扉とびらを睨にらみつける。口唇くちびるを引き結び、これから会う人物のことを思い描えがく。


　これがもし女性であったら、多分ここまで精神的に不安定にならなかっただろう。自分が同性であるということが強みになる。


　───遊びでオトコを抱き続けるほど滝澤サンも酔すい狂きようじゃないだろうしな。興味だけならとっくの昔に、終わってるはずだ。それに、今までオンナの影かげなんかなかったからな。


　例えばこれ見よがしにスーツに口紅がついていたり、噎むせ返るほどの香こう水すいの匂においをさせたり、そういったことはなかった。


　真衣にもそれとなく探りを入れてみたが、ぴたりと女おんな癖ぐせの悪さが治まったからおかしいとこぼしていたではないか。もっとも、随ずい分ぶんと長くつきあっている『恋人』がいるからみたいだけど、とももらしていたが。


「それって、おれのことだよなあ」


　だから大だい丈じよう夫ぶだ、と気合いを入れ直した。


　同性なのに『恋人』関係にあるということは、気き恥はずかしいし、できれば人に知られたくはない。普段ならばデメリットにしか目がいかない関係だが、今の裕真にとってそれは拠より所になっている。


　深呼吸を一つするとインターホンを鳴らす。


　今この部屋に彼がいる。マンションのエントランスで電話を掛かけて確認した。この間よりも早く五コール目で受話器が持ち上げられた。その瞬しゆん間かんに悪いとは思いつつも話す気もなかったので携帯を切ってしまったが。


「はい？　て、またあなたなの？　僕が帰ってきたから用済みだって言わなかったっけ？」


　すっと目を細めふふんと鼻で笑われたが、裕真は内心のむかつきをみじんも表に出さず、にっこりといつもよりも強固な作り笑いを貼はり付ける。相手が少し怯ひるんだ様子を見せたのに気をよくして殊こと更さらゆっくりと言葉を紡つむいでいく。


「滝澤サンと、どんな関係か知りたいんだけど」


「───あなたに、言う必要あるの？」


「じゃあいいや。滝澤サンに直接訊くから」


　何気ない口調になるように心がけて、何でもないように言う。だが、その台詞せりふが彼の気に障さわったらしく、むっとした表情を見せた。


「そういうあなたこそ、亨とどういう関係なの？」


「それこそ、あんたには関係ないよね？」


　浮かべていた笑顔を少し崩くずして、口許だけでくすりと笑ってみせる。


　自分を見て『暇ひまつぶし』と称しようした相手と核かく心しんを外した言葉の応おう酬しゆうをする。そこに隠かくされた核心は『恋人』もしくは『セックス』。だが、裕真はここで引くつもりはない。彼が指輪の贈おくり主で、過去の相手だとしても、今現在つきあっているのは自分だという自負がある。今いま更さら過去の遺物に出番はないのだ。


　きゅっと嫌いやそうに引き結ばれた口唇を見て、裕真は小こ躍おどりしたいほど嬉うれしくなる。だが、それを押し隠して彼には綺き麗れいな笑顔を向けたままでいると、不意ににこりと彼から笑顔を向けられた。


　───何だ？　何かあるのか？


　ぞくりと背筋を嫌な汗あせが流れ落ちる。知らぬうちに裕真はぐっと拳こぶしを握にぎりしめている。


「でも、そうだねえ。あんなビデオ見せてくれるくらいには親しい、のかも」


「───ビデオ？」


「知らないの？」


　突とつ然ぜん訳のわからないことを言い出した彼に裕真が怪訝けげんそうに訊き返せば、本当に驚おどろいたような表情で裕真を見返してきた。それに対して裕真は微かすかに眉まゆをひそめたが、口許には相変わらず笑みをはいている。


「ふーん、そうなんだあ。いいよ、見せてあげる。入っておいで」


　先さき程ほどの呆ほうけた顔とは別の、子供の無む邪じや気きな残ざん酷こくさを醸かもし出した笑顔で彼は裕真を促うながした。


　こくりと生なま唾つばを飲み込む自分自身の何でもない音が、裕真の体内に響ひびいた。それほど神経を尖とがらせているということだろう。


　大きく開け放たれた扉が、ひどく恐おそろしい洞どう窟くつへの入り口のように思える。


　───冗じよう談だんだろう。何度も入ったことのある滝澤サンの部屋じゃないかっ。


　震ふるえ出しそうになる膝ひざを気力で押さえ、裕真は部屋の中に入っていった。


　裕真が最後にこの部屋を訪れたのは、丁度スキー旅行の前夜だ。当日は早朝出発だったため、あまり話をしていない。シャワーを浴びて、用意してもらったシリアルを軽く食べて、玄げん関かんで別れた。


　スキーをそれなりに楽しんで帰ってきた。キスマークのことで文句を言うついでにお土産みやげを渡わたして、それでまたいつもの日々が続くと思っていた。だから、目の前の光景がひどく許せなかった。


　自分の定位置でもあったクッションが隅すみに寄せられ、コードが繫つなぎっぱなしだったゲーム機は片づけられている。しかも、彼の私物だろうと思われる本やレポート用紙、筆記用具がローテーブルに散らばっている。そして、駄だ目め押しのようにベッドの上に放ほうり投げられている亨のモノではない服。


「ビデオ取ってくるから、ちょっと待ってて」


　裕真をリビングに通すと、彼はぱたぱたと短い廊ろう下かを戻もどっていく。作業場にしている───中央に大きな作業台がありミシンも置いてある部屋に、彼が足を踏ふみ入れるのを何の感かん慨がいもなく見送った。


　ふと思い立ち台所に行き食器棚だなを確かめる。裕真専用のマグカップも、箸はしも、やはり見当たらない。


「───隠したのかな」


　多分、彼をこの部屋に入れるためにしたことだと思う。遊びに来るくらいなら、問題はなかったのだろうが、泊とまり込むとなるとそうも言ってられず、裕真がここに入り浸びたっている証しよう拠こであるモノを隠したのだろう。


　別にそれはかまわないと思う。だが、相手がそれとなく亨との『関係』を匂わせているときに隠されるのは非情に気分が悪い。


　───おれの方があとから割って入ったみたいじゃないか。最初は滝澤サンが突つっかかってきたってのに……。


　言葉の上で告白したのは裕真からではあったが、あれは亨が無理矢理言わせたものだ。身体からだでいうのなら、最初に仕掛けてきたのは亨からだった。興味本位だったのか、本当に『報ほう酬しゆう』のつもりだったのか、未いまだによくわからない。


　ずっと貼り付いていた笑え顔がおを消して、裕真は俯うつむいた。きちんとした『言葉』も『証あかし』もない、あやふやな『想おもい』のうえに今の関係がある。それが非常に心許もとないモノだったのだと改めて思い知らされた。


　───だから、余計にあの指輪にこだわったのかなあ。


　亨の部屋にあった自分の存在を示すモノがなくなり、代わりに彼を示すモノがあちこちに散らばっている。亨の傍そばにいるのは裕真ではないと如によ実じつに告げている光景だ。


「ほら、これだよ。こっちにおいで」


　作業部屋から戻ってきた彼の手には一本のビデオテープが載のっている。台所に立つ裕真を一いち瞥べつしただけで、すぐさまビデオデッキに近寄り再生ボタンを押した。


　裕真は意識して口角を上げ、一見笑っているように見える表情で、彼の隣となりに立った。


　無録画の青い画面が急に切り替かわり、ベッドが映し出される。嫌と言うほど見覚えのあるシーツとベッド。画面からこぼれてくる声は、自分と亨のモノで、言葉の遣やり取りから初めてこの部屋を訪れた時のモノだとわかる。


「───っ。何だよ、これっ」


　容易に剝はがれるはずのない笑顔が一瞬にして崩れ、驚きよう愕がくの表情でテレビを凝ぎよう視しする。


　誰だれが撮とったのかとか、何で撮られたのかとか、どうしてそれを見せられるのかとか、そんなことを考える余よ裕ゆうなど何もない。ただ、自分のセックスシーンを撮られたという羞しゆう恥ちだけが裕真の内側に逆巻いている。


「なあに、撮られてるの知らなかったんだ？　ふーん、まあ、僕はこれを見せてもらえるくらいには亨と親しいんだって、わかってくれた？」


　食い入るように見ている裕真を尻しり目めに亮はビデオを消すと、ビデオデッキから問題のテープを取り出した。


「こんなものをわざわざ残すくらいなんだから、やっぱりあなたは『暇つぶし』だよね？　そうそう、亨、結けつ婚こんするつもりらしいからこんなビデオを持っているわけにもいかないんだ。思い出の品として、あなたにあげるよ」


　呆ぼう然ぜんとした顔で立ちつくしていた裕真は、突き出されたビデオテープで我に返った。瞬間的にいつものにっこりとした笑顔を浮うかべられたのは、それが裕真の癖になっているからだろう。


「ありがたく、もらっておくよ」


　声がとてつもなく平へい坦たんなのは、未だに思考が驚愕から抜ぬけ出せずにいて、『感情を表す』ということに追いついていないからだろう。そして、そのまま踵きびすを返して亨の部屋を出ていく。後に残された亮がしてやったりと満足そうな顔をしてみせたことに、裕真はまるで気がつかなかった。


　ばたん、と扉とびらの閉まる音が裕真の背後から聞こえてきた。だが、それは裕真の表面を撫なでただけで意識の奥底までには響いてこない。ただ無意識のうちにエレベーターのボタンを押し、マンションの外へと向かっているに過ぎない。


　ようやく、羞恥と驚愕に満たされていた意識から脱だつ却きやくをはかれたのは、エントランスを抜け、完全に太陽の沈しずんだ住宅街に彷徨さまよい出た時だった。


「……何だったんだよ、あれは……。て───、うわあっ」


　呆然と呟つぶやき、手にしていたビデオテープに気がつき思わず取り落としてしまう。このテープの中に自分のあの時の痴ち態たいが写っているのかと思うと、恥はずかしくて手に取ることができない。


　傍にしゃがみ込んだ状態のままじっと目の前のテープを見つめ続ける。人通りが少ないとはいえ公道は公道だ。このままではいられないのはわかっている。背負しよっていたデイパックを下ろし、深呼吸を繰くり返す。


「───ていっ」


　小さな掛かけ声を掛けながら一気にデイパックに放り込むと、急いでファスナーを閉め両手で抱かかえるようにして鞄かばんを持った。背中に背負っていて、万が一にも何かの拍ひよう子しに落としてしまったら、それこそ取り返しがつかない。だから鞄ごと抱え込んでしまう方がまだ安心できる。


　もちろん、こんなものはテープを引き出し、水につけて二度と再生できないようにしてしまうのが一番だが、悲しいかな、人目につかない水場がわからないのだ。今のところは、このまま慎しん重ちように家まで持って帰り、バスタブの海に沈めてしまおう、と固く決意するしか道はない。


　突とつ然ぜん鞄の底が抜けないとも限らないと、鞄から目を離はなさないように下向き加減で足を進めていく。ばくばくと心臓が乱打しているが、少しずつ慣れてきたのか、ようやく思考が回り始めた。


「どうして、こんなビデオがあるんだ……？」


　あの画面を思い出す限り、きちんと角度を決めて録画されたものだろう。そうなると、ビデオカメラを設置できたのは一人しかいない。亨が脅きよう迫はくされている、ということを考えないでもなかったが、このビデオが出てきた状じよう況きようを顧かえりみればそれはあり得ないだろう。


　───そういや、あの時、滝澤サン最後まで服を脱ぬがなかったんだよなあ……。絶対ビデオを録とってることを知ってたから脱がなかったんだ。


　思い当たる節があったものだから、裕真の意識のベクトルは一気に『羞恥』から『憤ふん激げき』へと向きを変えた。直接文句を言って殴なぐりつけて、飯を奢おごらせまくってこき使って、と亨に報復することばかり考える。そして、とりあえず亨に連れん絡らくを、と携けい帯たいを取り出したところで大事なことを思い出した。


「───結婚するって言ってたんだっけ」


　意識せずに動いていた足がぴたりと止まる。正確なところは覚えていないが、『結婚する』と『思い出の品』という二言だけはやけにはっきりと記き憶おくに残っている。


　───てかさ、おれがいるのに結婚？　どうしてそんな話が出てくんだよ。


　先さき程ほどの怒いかりとはまるで違ちがう不ふ機き嫌げんさに、裕真は眉まゆ根ねを寄せた。


　もし仮に、結婚を迫せまられたり見合いを勧すすめられたりしても、恋こい人びとがいるから、と断ることはできるではないか。わざわざ同性だとは言わなくても、それくらいならば噓うそではないし騙だましていることにもならないではないか。


「それくらい、してくれてもいいと思うんだけどなっ」


　ぼそりと吐はき捨てるようにもらすのは、裕真自身が揺ゆらいでいるからだ。『自分は亨の恋人だ』と、言い切れる自信がないと言ってもいいかもしれない。


　手の中にある携帯を凝視する。一番いいのは、きちんと亨に訊きくことだと裕真にもわかってはいる。だが、それで聞きたくない答えをいろいろと返されてしまったらどうすればいいのだろう。


　その場でそのまま考え込んでいたところ、立ち止まっていたのが悪かったのか、通りすがりの女性から不ふ審しん気げに横目で見られてしまった。そのことに気がついて、裕真は慌あわててまた歩き出す。とりあえず、駅には向かわずに適当に歩いていくことにした。


　こんな気持ちのまま家に帰ることもできないし、直也の所に転がり込むつもりもない。片手に携帯を握にぎりしめたまま深く考えることもせずにただひたすら歩いていく。


　亨に訊きたいことは増えていく一方だ。


　最初は、部屋に上がり込んでいた彼のこと。次は、結婚のこと。それから、ビデオのこと。そして、忘れてはならない指輪のこと。自分のことは最初と最後の質問の答え次し第だいだ。


　───何だってこんなことになったのかなあっ。最初はお土産みやげ渡わたして、勝手につけられたキスマークのことで文句を言うつもりだったのに。それがどうしてこじれたんだっ。


　ずんずんと何も考えずに歩いていたが、はたと気がつき急に立ち止まった。


「そうだよ。何もかもあいつから始まってんじゃん。あー、もうっ。とっととけりをつけてやるっ」


　内心の憤いきどおりをそのまま指先に込こめて、通話ボタンを力任せに押す。呼び出し音がやけに大きく聞こえるのは、神経がすべて携帯に向いているからだろう。手の平にじんわりと汗あせをかいているのが、妙みようにおかしくて笑い出したくなる。


『はい』


「滝澤サン？　今時間ある？　話がしたいんだけど」


　相手が出た瞬しゆん間かんに裕真はぶっきらぼうに淡たん々たんと用件を伝えた。そのことに亨はわずかに怯ひるんだようだが、すぐさまいつもの低いよく響ひびく声であっさりと切り捨てられた。


『無理だな。もう少し待て』


　まるで様子の変わらない亨に、裕真はふっと鼻で笑う。亨が感情をそのまま表に出すことが少ない人種だったのだと、今いま更さらながらのように思い出す。


「本当に仕事で忙いそがしいの？　この間の食事の時、仕事だって言ってたけど、家に帰ったんだよね。しかも、部屋に誰かいたみたいだし」


『あれは……』


　言葉を詰つまらせ、語ご尾びを濁にごすように返事にならない返事をする亨を、裕真は追いつめていく。


「ねえ、あれ、誰？　今、部屋にいる人と同じなのかな」


『───部屋に行ったのか？』


　むっと不機嫌そうな色合いが亨の言葉の端はし々ばしからこぼれ落ちている。


　───何だよ。おれが行ったら行けないのかよ。おれが『恋人』でしょ。それとも、おれがあいつと鉢はち合あわせしたら喧けん嘩かにでもなると思ってんのか？


　亨の言葉に苛いら々いらが募つのり出す。それに呼応して裕真の態度は急速に冷ややかなモノへと変わっていった。


「行ったらいけない？　それよりもさ、彼いつ帰るの？　もう二週間くらい滝澤サンの部屋に泊とまり込んでるよね」


『……いつ帰るかはわからないな』


　彼がいつから亨の部屋にいたのか裕真が知っていると、台詞せりふからわかったのだろう。亨の溜ため息が小さな機械を通して、裕真の耳にも届いた。


「ふーん、それまでずっと滝澤サンのところ？」


『そうだな。仕方ない』


「ねえ、彼とはどんな関係なの？」


『それは───』


　躊躇ためらうように亨の口調が揺れたことが、裕真にわかった。言いたくないことを訊たずねられたような様子に、裕真は亨の言葉を最後まで待たずに、話を切り替かえる。


「いいや。じゃあ、これだけは答えて。滝澤サンがしてる指輪、彼からもらったの？」


『あ？　ああ、そう、だな』


「───そう。話はそれだけ、じゃあね」


『おい───っ？』


　自分の言いたいことだけを告げて、裕真は携帯を電源ごと切ってしまう。今は誰だれとも余計な話をしたくなかった。


　───んだよっ。やっぱり、あいつが『過去』の男じゃんかよっ。しかも、言いたくなさそうだったしっ？


　五十歩譲ゆずって年の離れた友人、百歩譲ゆずって上京してきた親しん戚せき、という関係でも納なつ得とくできただろうに、ああまでも言葉を濁されてしまえば、疑うしかないではないか。しかも、いつもならもっと冷静に大人の余裕ぶった態度でかわしてしまうのに、妙に焦あせったり言葉を詰まらせたり、亨らしくない態度を取られてしまえば、疑ぎ惑わくは否いや応おうなしに現実味を増すしかないだろう。


　───畜ちく生しようっ。滝澤サンはもう向こうを選んだってことか？　絶対に忘れさせてやるって思ってたのに。


　携帯をジーンズのポケットに放ほうり込むと、どかどかと目の前の道を歩き出す。感情にまかせて足音も荒あらくただひたすら前を目指していく。


「結けつ婚こんでも何でもしちまえばいいんだよっ」


　思わず口をついて出てきた言葉に、またもや裕真は足を止める。


　───て、誰と結婚すんだ？　あいつとか？　でも、あいつも男だろ。じゃあ、オンナか？　でもそれなら、あれが言い出すのも変だし……。


　何かがおかしいと、裕真は眉み間けんに深い皺しわを刻む。


　彼と結婚するのならば、あの時の台詞は『結婚してくれる』になるはずだ。『結婚するらしい』では、彼以外の誰かと、と取った方が自然だ。


　だが、もし亨が彼を選んだのだとしたら、他人と結婚することになる。それを彼が許容して、愛人に甘んじるということだろうか。


「───何か、おかしい……」


　裕真とつきあう前の亨は女おんな出入りが激しかった。それは真衣も皆川も認めていることだ。だが、サイクルが早いだけで、不誠実なことはしていないと、彼女たちも言っていた。だとしたら『愛人』という考え自体、亨は持ち合わせていないだろう。


　そのまま再度考え込みそうになり、我に返る。道路の真ん中で沈ちん思しするのはいい加減不審人物として警察に通報されかねない世の中だ。きょろきょろとあたりを見回せば、都市緑化政策の一いつ環かんか、小さめな公園が目に入った。広場とベンチ、水飲み場があるだけで子供の喜びそうな遊具は何もない。簡単なボール遊びができるだけの広さがあるくらいだ。


　これ幸いとその公園に入り、ベンチに座る。街灯が公園の奥までもきちんと照らしているのは、何か物ぶつ騒そうなことが行われないようにだろう。


　例のビデオが入ったデイパックを手から離はなす気にはなれなかったので、膝ひざに抱かかえ込んだまま取りだした携帯を手の中で弄もてあそんだ。


　彼との関係を亨が答えてくれなかった以上、結婚についてもきちんと答えてくれるかどうかわからない。だが、もし本当に結婚するつもりならば、同どう僚りようである皆川や真衣には話すだろう。そうしたら、そこから裕真に話が流れることくらい亨にだってわかっているはずだ。だから、確率的にはきちんと答えてくれる可能性の方が高い。


「あー、そういや、訊ききたいこと、他ほかにもあったんだよなあ」


　一番訊きたかった彼とのことに憤ってしまい、他のことをすっかり忘れてしまっていたことに、今更のように気がつく。自分自身をしっかりと保っていれば何でもなかったことなのだろうに、以前も気になった亨の『過去』に思いの外、囚とらわれていたらしいとむっとした表情で考える。


　実際、想像しただけなのと現実として目の前にいるのとではまるで重みが違ちがう。


「さっきはあいつのことだったからな。次は結婚について、だ」


　少しずつでもいいからわからないことを解消していこうと、意を決して携けい帯たいの電源を入れる。リダイヤルで簡単に出てきた亨の番号を見て、呼吸を一つして発信する。


『何なんだ、一体』


　あからさまに不ふ機き嫌げんな口調で詰きつ問もんされるが、それを完全に無視して裕真は柔やわらかな声で訊きたいことだけを口にした。


「ねえ、結婚するって本当？」


『───何を言ってるんだ？　いいか、こっちは今お子さまにつきあってる暇ひまはない。おまえがどうしても結婚したいと言い張るなら、この仕事が一段落してからにしてくれ』


「───おれが結婚？」


　きちんと教えてもらえた答えだが、その内容が想像していたようなものではなかったために、裕真は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。それでようやく、亨も何かおかしいと気がついたらしく、疲つかれたような口調で言葉を添そえてきた。


『……さっきの電話も様子がおかしかったな……』


　そして、今度はやや強い調子で亨は言い切った。


『今そういう意味で俺がつきあっているのは、おまえだけだ。だからおまえがしないなら、俺がするわけないだろう？』


「───……そうなの……？」


　訊たずね返す裕真の声にはまるで力が入っていない。だが、裕真の中で強こわ張ばっていた何かがすとんと抜ぬけ落ちて、妙みように身体からだが軽くなったような気がする。どうやら、きちんと亨の口から『恋こい人びと』らしい言葉を聞けたことに安あん堵どしているらしい。


『で、どこでそんな馬ば鹿かな話を聞いてきたんだい』


「え？　あ───、滝澤サンの部屋にいた人」


『やっぱり会っていたのか？』


　亨らしくない狼ろう狽ばいした声に、裕真はむっとする。先さき程ほど浮ふ上じようしたはずの気分が、またもや下降していく。


「なあ、あれ誰なの？」


『───弟だ……』


「……はあ？　弟……？」


　溜め息と共に吐はき出された亨の言葉に、裕真は間が抜けたように鸚おう鵡む返しをしてしまう。だが、そんな裕真の様子を気にせず、亨は疲れたように言葉を続けていく。


『亮と言ってな、おまえと同い年、になるのか。ずっとイギリスに留学していたのが、裕真がスキー旅行に行っている間に急に帰ってきたんだ。いくら実家に行けと言っても言うことを聞かなくてな』


　内容的にはおかしなところはない。そう言われれば納得できるような気はする。だが、つい先程まで隠かくそうとしていたことを、いきなりあっさりと話し出したことに引っかかってしまう。


『家族と顔を合わせるのを嫌いやがるかと思ったから、部屋に来て欲しくなかったんだよ。だけど、こんな風に拗こじれるのならきちんと言っておけばよかったのかね』


　理由もきちんとしているだけに、言い訳のような作られた話のような気がしてしまう。思わず黙だまったままでいる裕真に、亨の方でも何か思うところがあったのだろう。


『電話じゃ拉ら致ちがあかないね。会って話そう。今、どこにいるんだ？』


「あ───。何か、公園みたいなところ」


『……それじゃあ、どこかわからないな。一いつ緒しよに飲んだホテルのラウンジを覚えているか？　そこのホテルに部屋を取る。予約が取れたら後でメールするから、とりあえずそこへ行くといい』


「ちょっと待て、なんでそうなるんだっ？」


　いきなりホテルなどと言われて裕真は焦る。しかも、最初に抱だかれた時のホテルだ。


『あまり外でする話じゃないだろう？　かといって、部屋には亮がいるからね』


　むうっと文句もなく黙り込んでしまうのは、裕真自身も外で話すような内容ではないとわかっているからだ。


『仕事が終わるまで時間が掛かかる。ルームサービスでも取って、夕食を食べて待っているんだ。食べ終わるまでにはそちらに行く』


「───わかった。でも、この間みたいに途と中ちゆうで帰るなよ？」


『そうだな。そうならないようにしよう』


　くすりと笑われたためにふんっと鼻を鳴らしてから、裕真は携帯を切った。そして、少し前とはまるで違う軽やかな気持ちで携帯を鞄かばんにしまう。


　ずっと気に掛かっていた彼───亮という名前の弟だとわかったし、結婚もしない。それどころか、よくよく考えてみれば、ずっと気にしていた『過去』もなくなったということだ。


「指輪、弟からもらったモノだったのか。───何で外さないのかはすっげえ、気になるけどな」


　それでも、最大の懸け念ねん事じ項こうがなくなったのだ。気が楽にならないわけがない。


　指定されたホテルに向かおうと立ち上がり、デイパックを肩かたに担かつぎ上げたところでかたんと硬こう質しつな音が鞄から聞こえた。その途と端たんばっとその場にしゃがみ込む。


「うーわー。そうだよ、ビデオのこと忘れてたよ。……て、あれを弟に見られたの？　というか、何であんなのがあるんだ？」


　第三者に見られただけでも恥はずかしいのに、それが亨の身内だったりしたのだ。ぐるぐると回り出した思考に裕真は顔を真っ赤にしてしばらくの間、そこから動くことができなかった。











　深い毛足の絨じゆう毯たんを踏ふみしめて亨は歩き出した。思っていた以上に時間が掛かってしまったが、ここ二週間のつけが回ってきたようなものだ。皆川や早瀬たちに仕事を振ふり分けてはいたが、それでも細々としたモノは溜たまっていく。


　ようやく裕真と待ち合わせたホテルに着いたのは二十一時半過ぎ───約束してから優に三時間は経たっている。


　チェックインは裕真が既すでにすませている。亨がしたのは裕真の名前で予約を入れただけだ。部屋番号は裕真からのメールで知ったが、それには本当に部屋番号しか記されていなかったのだ。余計な一言をつけることに抵てい抗こうを感じたのだろう。


　ツインではなくダブルの部屋にしたのは、亨の欲望が大きかったからだ。既に二週間以上裕真に触ふれていない。仕事が忙いそがしくてセックスできないことは今までにもあったが、今回は特に渇かつ望ぼうしている。


　足音を呑み込む廊ろう下かの一角で止まり、部屋番号をもう一度確認してから呼び鈴りんを鳴らす。静かに鼓こ動どうが跳はね上がるのは、裕真が逃にげ出したのではないか、と思うからだ。ここ二週間、妙に態度がおかしいのはわかっていた。まさかそれが、弟と会ったせいだとは思わなかったが。


　───とりあえず、きちんと話をしないといけないな……。


　自分は裕真を手放さないだろうと確信している。だが、当人である裕真に逃げる意志があれば、亨が摑つかまえておくことなど無理だということもわかっている。もちろんそう簡単に逃のがすつもりはなく、そのためにあれこれと画策しているのだが。


「はい？」


「俺だけど、開けてもらえる？」


　扉とびらの向こうから聞こえてきたくぐもった声に、静かに言葉を返す。時間がだいぶ掛かってしまったが、それでも逃げ出さずに待っていてくれたことに、わずかに安堵する。


　かちりと軽い金属音がして扉が開かれた。目の前には照てれ隠しのためか不ふ機き嫌げんそうな表情の裕真が立っていた。キングサイズのベッドが目につくホテルの一室でセックスをしている相手を待っているということが、嫌なのだろう。視線が合うなり裕真はぱっと身を翻ひるがえして部屋の奥へと歩いていった。


　その妙にセックスに慣れていないと思わせる仕し種ぐさに人の悪い笑えみを浮かべる。オートロックの扉に念のためにチェーンまで掛けて、亨は獲え物ものを追い込んだ檻おりの中に歩を進めた。


　その部屋はダブルにしては広い部屋だった。窓まど際ぎわには一人掛け用のソファーと小さめのテーブルが置かれているが、せせこましい感じがしない。裕真は居場所をソファーにしていたようで、デイパックがソファーの足あし許もとに転がっている。テーブルの上に無造作に置かれたコンビニの袋ふくろの中には弁当の残ざん骸がいが入っているようだ。夕食にルームサービスを取らなかったのだろう。


「好きなモノを食べればよかったのに……。途中で買ってきたのかい？」


「こういうとこの飯って、高いじゃん。もったいない気がする」


　どこかふてくされた表情で裕真はペットボトルを傾かたむけた。暇ひまつぶしに見ていたのだろうテレビが、自棄やけに空々しく室内に響ひびいているような気がした。


　亨は大きく息を吐はき出すと、持っていた鞄をライティングデスクの上に置き、コートとスーツの上着を脱ぬいでハンガーに掛けた。ついでにネクタイの結び目に指を入れて引き抜く。


「何か飲むか？」


　仕事場からそのまま来たので夕食もすんでいない。だが、それよりも欲しいモノが今目の前にある。冷蔵庫からビールの缶かんを取り出すとプルトップを開けた。


「別にいらない」


　ぶっきらぼうに返された返事に亨は薄うすく笑い、わざと大きな動作でベッドに腰こし掛かけた。ソファーに座っている裕真と向かい合わせになるような形だ。だが、わずかに対面する位置がずれているので、真正面から目を合わせることはない。


「さて、何から話そうか……。とりあえず、弟───亮のことは電話で話したとおりだ。それとも、はっきりと『恋こい人びと』として会わせて欲しかったのか？」


「嫌だ」


　面おも白しろがるように訊たずねれば、裕真はきっぱりと即そく答とうした。その間かん髪はつ入れない返事に亨はくすくすと笑い出す。手の中の缶を傾け半分ほど飲んだところで手を止めた。


「まあ、亮も様子がおかしかったしな。やたらと『彼女』という言葉を強調したり『結けつ婚こん』をほのめかしたり、な……。多分、おまえのことを知って言い出したことだとは思うが」


「───滝澤サンの口から、おれのこと弟サンに言ったのか？」


「まさか。わざわざ知らせることでもないだろう？　だから、どうやっておまえのことを恋人だと思ったのかは、わからんがな」


　嘆たん息そくするように亨がそうもらせば、裕真はぴくりと身体からだを震ふるわせてあからさまに視線を逸そらした。亨はそれが不安に揺ゆれているからだと思い、幾いく分ぶん口調を強めて言い切る。


「それから、これだけははっきりと言っておこうか。今のところおまえを手放すつもりはないからな。そのためにいろいろと手を打っているつもりだ」


　亨は隠かくし撮どりしたあの時のビデオを思おもい浮かべる。犯罪めいたことをしてまでも手に入れたかったのだ。


「───いろいろ……」


　相変わらずきちんと亨を見ない裕真がぽつりと呟つぶやき、ふっと頭ごと下を向いて自分の鞄を凝ぎよう視しした。そのどこか呆ぼう然ぜんとしたような愕がく然ぜんとしたような表情に気がつき、亨は訝いぶかしげに裕真を見み遣やる。


「どうかしたのか？」


「え───？　あー、うん、いや、何でもない」


　歯切れの悪い口調で裕真は否定するのだが、きょろきょろとあからさまに不ふ審しん気げな感じで落ち着きなく身体まで揺らしている。よくよく見てみれば耳朶みみたぶが赤くなっているので、何かしら血が上っているのだろうがその理由が亨にはわからない。だが、見られていることに気がついたのか裕真がむっとした表情で睨にらみ返してきた。


　その妙みようにらしくない態度に何かおかしいとは思うモノの、どうしてだかわからずに無言のまま目を合わせていた。が、不意に裕真が勢いよく顔を背そむけ奇き妙みような睨み合いも終わってしまう。


　理由を問いただしたい気もするが、強ごう情じようになった裕真がどれほど手て強ごわいかを知っている身としては、今は余計なことはしたくない。手にしていたビールで口唇くちびるを湿しめらせ、亨は溜め息一つで思考を切り替かえると、疲つかれたような声で静かに話を促うながした。


「で、おまえは一体何をどう考えていたんだ？」


「……指輪……」


　ぼそりと顔を見せないように呟かれた言葉に、亨はくっきりと眉み間けんに皺しわを刻む。こぼれ落ちた単語だけですべてを理解できるほど、できた人間ではない。続きを促すように裕真を見遣れば、ふてくされ表情でぼそぼそとぶっきらぼうに話し出した。


「───その指輪、大事な人からもらったものだって。別れた恋人じゃないかって」


「何だ、それは」


　あまりにも馬ば鹿か馬鹿しい想像に亨は傍はた目めにもはっきりとわかるほど眉まゆをひそめる。その不快感が裕真にも伝わったのだろう。それに対たい抗こうするかのように、少々語気を荒あらくして裕真は半分怒ど鳴なる口調になりながらも言葉を続けた。


「それでっ、弟サンからもらったっておまえの口から聞いて……っ」


　勢いがつきすぎて止まらなくなった石のように、裕真の言葉が転がり落ちていく様を、亨は目を眇すがめたまま聞いている。勝手に膨ふくらまされた裕真の想像に嫌いや気けが差している、とも言えた。だから、裕真が口走っていることをきちんと理解するのに少しばかり時間を要してしまった。


「おれよりも、あいつの方がいいのかなって思ったんだよっ。悪いかっ!?」


　最後の方はもう吐き捨てるような、責任転てん嫁かをさせられたような感じになったが、それらが何を示しているのか理解した亨は、くすりと意地悪そうに口許を歪ゆがめた。


「───それで指輪を外さないのかと固こ執しゆうした訳か……」


　何のことはない、裕真は勝手に過去の恋人を想像して、挙げ句の果てには弟に対して嫉しつ妬としていたのだ。


　───それなりに、裕真を手に入れている、ということか……。


　それがわかった以上に、裕真が亮の登場で不安に感じていたことの方が嬉うれしいと亨は思っている。とりもなおさずそれは亨に対してきちんとした感情を持っていると態度で示したようなモノだからだ。


『好き』も『愛している』も言わせたという感じが強かったので、亨としては自分の方が執着が強いと思っていた。もともとが自分から手を出して傍そばに引き寄せたような関係だった。だから、裕真の嫉妬を知り、亨に少しばかりの余よ裕ゆうができたのかもしれない。


「だったら、おまえだけの徴しるしをつけるか？」


　ぽろりとそんな言葉をこぼしていた。もちろん、それに見合うだけの束そく縛ばくが絶対条件だ。そんなことで裕真自身が誰だれのモノなのか意識してくれるというのなら、安いモノだろう。


　マーキングにも似た誰かの所有を示すモノなど、亨はこれまでにしたことがない。左の中指にはまっていた指輪も大した意味はない。亮が喜んだからつけていただけで、自らの意思で繫つながれた束縛ではないし、第一そういった意味合いのモノにはならない。


　自分でも恥はずかしいことを言ったと理解している裕真は、照れ隠しに口唇を嚙かみしめて意識的に顔を背けて、不機嫌な表情をしていた。なので、亨の言葉が頭に入るまでタイムラグがあったようだ。ふっと顔を上げて、亨を呆ほうけたように見た。


「……え？」


「そうすれば、余計なことを考えなくていいだろう？　そのかわり、俺もおまえに徴をつけさせてもらう」


　きっぱりと言い切った亨に、裕真は目をぱちくりとさせて何を言われたのか理解しようと努めた。そして、その意味をきちんと呑み込むと瞬しゆん時じに耳許まで赤くなりながらも、小さく頷うなずいた。


「───ん、そうする」


　微かすかな声で許きよ諾だくした裕真の返事を聞き、亨はうっすらと微笑ほほえんだ。


　───これも、一つの鎖くさりになるな。……おまえを手放さないための、手段の一つだ。


　底の方に少しだけビールが残っている缶をテーブルの上に置き、身を乗り出すようにして、ソファーに座る裕真の腕うでを摑つかみ勢いよく身体を引き寄せた。自らマーキングされた哀あわれな獲え物ものを存分に味わうための時間は、朝までたっぷりとある。











　いきなり引き寄せられ、抱だきしめられたことに裕真の思考はまだ追いついていない。亨の言った『徴』がどんなモノなのか想像できないというのもあるが、ここ二週間ばかりの気き疲づかれがまったくの見当違ちがいだったことに虚きよ脱だつしたともいえる。


　───なんか……凄すごい勘かん違いしてたってことか……？


　ベッドに腰掛ける亨の膝ひざの上に両りよう脚あしを広げて座り込んでいる体勢になったことにも気がつかない。


「───何を考えている？　ほら、こっちを向け」


　頰ほおをぐっと摑まれ、俯うつむいていた顔を無理矢理上げさせられた。思いの外真しん剣けんな表情をした亨の顔が間近にあり、裕真は息を呑のんだ。


「徴のことは後でまた考えるとして、今はこっちに集中しろ」


　囁ささやくような小さな声とともに口唇が寄せられた。ついばむように軽く何度も重ねられる。立っていればわずかに上となる目線が、膝の上に座っているからか同じ高さになっている。


　焦しよう点てんがぼやけるほど近い亨の端たん整せいな顔に、裕真は狼狽うろたえてしまった。


　数え切れないほどのキスを繰くり返したし、腕の中に抱かれて眠ねむったことも幾いく度どもある。それでも、こうして改めて意識すると照れてしまう。これ以上ないほど近くにいるということが、どうしようもなく恥ずかしく思えてしまうのだ。


　なので、すっと瞼まぶたを伏ふせた裕真は、亨がむっとした表情をしたことにも気がつかない。


「ん───っう……」


　触ふれあうだけだった口唇が割られ、いきなり口こう腔こう内に舌が差し込まれた。下か顎がくから舌の付け根に掛かけて丁てい寧ねいに探られ、舌の表面を愛あい撫ぶされる。ぬるりとした柔やわらかな肉の感かん触しよくが、口中いっぱいに広がる。


　生き物のように粘ねん膜まくに触れていく舌に意識が奪うばわれ、顔の近さも気にならなくなる。喉のどの奥からこぼれてくる呻うめき声すらも亨の舌先にさらわれ、合わされた口唇の隙すき間まから唾だ液えきが流れ落ちた。


　その滴しずくを辿たどるように口唇が這はわされ、口の端はしから喉のラインを通っていく。


「ふ……ぁ……」


　喉のど仏ぼとけを丁寧に舐なめられたため呼吸がわずかに苦しくなったが、それでも肌はだの上を彷徨さまよっている舌先は止まらなかった。耳じ朶だの後ろ───寝ねている間にキスマークをつけられてしまった箇か所しよにまで舌先は伸のびていく。


　軽く耳朶を甘嚙みされ耳じ殻かくを喰はまれてしまえば、今自分が座っている場所すらも忘れて熱い吐と息いきをこぼしてしまう。


　裕真は震ふるえる手で亨のシャツを摑み、より足を広げて一分の隙間なくしっかりと密着するために身体からだを動かした。胸から腹部にかけてぴったりと重なるようにきつく背中に手を伸ばす。腕の中にぎゅっと亨を抱き込み、その存在を確かめる。


　自分の傍にいてくれることが嬉しくて、自分だけのものだということが愛おしくて、自分の鼓こ動どうと重ね合わせたくて───。


　ほう、と長く甘やかな溜ため息をつくと、亨の手がするりとインナーの中に差し込まれた。その手は我が物顔で愛撫を始める。背骨のラインを下からそっと撫なで上げられ、肩けん胛こう骨こつを悪戯いたずらに引っかかれる。


　亨の肩かたに乗せた顎あごが仰のけ反り胸を押しつける形で、遊んでいるような愛撫から少しでも距きよ離りをおいて逃のがれようとする。だが、そんなちゃちな───形だけの抵てい抗こうが功を奏するはずもなく、亨の両手は隔へだてるモノは何もない裕真の背中を撫で回し始めた。


「ふ……ぅん」


　触れるか触れないかという微び妙みような距離での愛撫に、裕真はくすぐったさと物足りなさを感じてしまう。はっきりとした快楽を引き出すための愛撫に慣れてしまった身体は、貪どん欲よくになっているのだ。


「この服……、邪じや魔まだね？　脱ぬごうか」


　しっかりと亨のシャツを摑んで離はなさない裕真に、亨は優やさしく命令する。耳朶を掠かすめるようにそう言われてしまえば、裕真は従うしかない。力を入れて握にぎりすぎたのか痺しびれて言うことを聞かない指先をどうにか動かし、亨から身体を離す。


　ホテル内の空調が壊こわれたわけでもないのに、それまで密着していた身体が離れた途と端たん、裕真は寒さを感じてしまった。自分の身体もそうだが、もしかしたら亨も快楽の熱に浮うかされているのかもしれないと思うと、裕真の口唇くちびるは自然と綻ほころんでしまう。


　───おれ一人で浮かれてるのかと思ったけど、違うんだよな……。滝澤サンも、気持ちよくなってるんだよな……。


　経験値もレベルも何もかも上だと思っていた亨を、自分が熱くさせているということに裕真は嬉しくなる。


　言われるままに両手を上げて、子供の着き替がえのようにトップスをすっぽりと脱がされることにも、抵抗を感じない。ぱさりと服が床ゆかに投げ落とされる。


「───靴くつも邪魔だね」


　ひょいと腰こしを抱かかえられ中腰の体勢をさせられたと思うと、亨の手が器用にも靴と靴下まで剝はぎ取っていく。素す肌はだの胸に手て触ざわりの良い亨の髪かみが擦こすられ、裕真は思わず亨の頭を抱え込んだ。くすりと鼻先で笑われた吐息が皮ひ膚ふの上を滑すべっていく感触に、息を呑む。


　普ふ段だんなら何でもない刺し激げきさえ、今は愛撫となって裕真を苛さいなんでいる。


　大きな手で踝くるぶしを摑まれ長い中指が足の裏を撫でていく。柔らかな土つち踏ふまずを爪つめの先でくすぐられ、小さく声を上げてしまった。


「ここは駄だ目め？　だったら、別の場所にしよう」


　胸骨の下あたりに頰がくっついていて、亨が話すたびに声が直接身体に響ひびき、そのわずかな振しん動どうでさえ愛撫となり裕真を翻ほん弄ろうしているようだ。


　しっかりとした足首から脹ふくら脛はぎを通り、手の平が太ふと股ももの裏にまで辿り着く。だが、そこも素通りして臀でん部ぶにも目もくれず、亨の手の平は腰を搔かき抱いだく。それはまるで逃にげられないようにと押さえ込む力強さを持っていた。


「───っ」


　胸の上を突とつ然ぜん湿しめったモノが触れてきた。そして、つきりとした小さな痛みが湧わき起こる。慌あわてて抱え込んでいた亨の頭を離して身体を起こそうとするが、腰を捕とらわれていて思っているよりも離れられないでいた。


　それでも、少しでも離れるために上体を逸そらそうと亨の肩に手を置くが、その腕を柔らかく喰まれてしまう。うっすらと残った歯形を滑なめらかな舌が丹たん念ねんに舐めている。その優しい刺激から逃れようと裕真は小さく身じろぐが、腰をがっしりと摑まれておりどうしようもない。


　しかも、その浮いた胸の間に手を差し込まれ、小さな飾かざりを指先で弄もてあそばれた。爪の先で軽く引っ搔かれて指の腹で潰つぶされると、何も感じなかったそこにそれがあったんだということを教えられる。


「───ん……」


　くすぐったいと思っていたはずが、いつの間にかそこにつきんとした甘い痛みを感じ出す。乳ち房ぶさのような柔らかな脂し肪ぼうがついていない胸を手の平全体で撫で回されると、自分でも気がつかないうちに下か肢しをもぞもぞと動かしてしまう。


　排はい泄せつ器官に雄おすを挿そう入にゆうされるというセックスに慣れてしまった身体は、与あたえられる快楽をより一層享きよう受じゆしようと勝手に蠢うごめくのだ。


　───もう、だめかも……。


　亨とつきあう以前はそれなりに性欲があったし、女の子たちとつきあっていた。だが、性欲処理をしているというだけで、抱き合っているということだと、認識したことはなかった。だから、自分から貪むさぼろうと身体が動くことはなかったのだ。


　だというのに、亨からもたらされる刺激はまったくの別物で、乾かわいた砂地に水が染み込むように快楽を幾いくらでも吸収しようとしてしまう。


「もっと欲しいのかい？　我が儘ままだね」


　実際にはそう思っていないのだろうとわかる口調で亨が囁き、悪戯に胸を苛んでいた指先が滑り落ちて太股を捉とらえた。くっと腰を上に抱え上げられ、裕真は不安定だった中腰から膝立ちへと体勢を変えられた。


　ちょうど胸の飾りが亨の口唇に届くように体勢を変えたらしく、擦られてぷくりと硬かたくなった乳首を舐められた。舌先で押し潰すように圧力を加えたあと、歯で挟はさみ込まれ柔らかく嚙かまれる。


「ひ───っ」


　湿しめったそこにわざと息を吹ふきかけられ、裕真は身体を震わせた。甘い熱に浮かされたためか力が入らず、亨の肩にすがるように崩くずれ落ちた。荒あらい吐息が蹂じゆう躙りん者の耳朶をくすぐり、余計に手て酷ひどく扱あつかわれていくことになるのだと、裕真にはわからなかった。


「ここでもないの？　じゃあ、あとは……」


　くすくすと面おも白しろそうに、楽しそうに笑いながら亨の手がジーンズのフロントにかかる。その手を避さけようと裕真は身じろいだが、当然の如ごとくそんなものはなかったことにされてしまう。


「……ぁやっ……」


　フロントホックを外そうと伸ばされた亨の指先が、ジーンズの中で窮きゆう屈くつそうに勃たち上がっていた裕真の雄を引っ搔いたのだ。厚いジーンズの生き地じ越ごしの刺激は、愛撫といえるほどはっきりとしたものではなく、それこそ当たっただけのようなものだ。それでも、じわじわと悦えつ楽らくを煽あおり立てられた裕真には大きすぎるモノだった。


「どうかしたのか？───しかし、これは外しにくいな」


　それをわかっていながら亨は意地悪く呟つぶやき、わざと指先を掠めさせ外れにくい振ふりをして、ホックを何度も指先に掛かける。裕真の雄がぴくぴくと反応するさまを堪たん能のうしているようで、意識が茫ぼう洋ようとしている裕真の耳にも亨の微かすかな笑い声が届いているのだ。


　───絶対、滝澤サン遊んでるよっ。くそうっ。


　内心の罵ば詈り雑言は喉のどを通っていく過程で熱い吐息に変へん換かんされそうで、言葉にしようとすら思えない。高く掠れた声は、情事の時にしか出せないモノで、どうしても自分のモノだとは信じたくないほど、恥はずかしいモノがある。


　今までだって口唇を嚙んで声を殺していても、いつの間にか亨の慣れた手管に合わせて啼なかされてしまう。意識することもなく口唇を綻ばされ、喉がからからに渇かわくほど声を上げさせられているのだ。


「───っ……はぁ……っ」


　焦じらされてようやくフロントホックが外されしまえば、呆気あつけないほど簡単に下着ごとジーンズを脱がされる。既すでに透とう明めいな滴しずくが雄の先せん端たんに滲にじんでいたが、亨の手はそこに触ふれてこなかった。


　素肌に触れる亨の服の感かん触しよくがひどく不快に感じるが、裕真はそれを言葉にすることができない。腰を捉とらわれ、頰ほおを撫でられているのだ。頰に寄せられている亨の右手の指が口唇に掛かっている。


　かさついた口唇の上を親指が撫なでていたが、ふっと口唇の隙すき間まをついて、口こう腔こう内に入ってきた。歯列を押さえるようにして、口を大きく開けさせられた。


「嚙まないようにするんだ」


　親指が抜ぬけ出るのと同時に、人差し指と中指が口腔内に侵しん入にゆうしてきた。二本の指が意外に広い口の中を器用に動き回る。舌に指を絡からめられ、ざらつく舌の表面を撫でられる。柔やわらかな頰の内側までも丹念に探られ、そんなに広くはない口腔内を好き勝手にいじられる。


「ん───っ」


　亨の指先を嚙んでしまうのではないかと裕真は気が気でない。自分の歯で傷つけないように、懸けん命めいに舌を動かし亨の指を追いかけていく。


「……唾だ液えきを絡めてごらん。そう、なすりつけるように、たっぷりと濡ぬらして」


「……ん、ん」


　追いかけていたはずの指先にまた舌を捉われた時点で、亨に言われた。揃そろえられた指の根元から先端にまで、言われたとおりに唾液をなすりつけるように舌を這はわせた。


　きちんとつぐむことのできない口唇の隙間から、唾液が流れ落ちるほど指先を濡らす。ぴちゃぴちゃとわざと音を立てて、ちゃんと濡らしているのだと亨にもわかるようにした。硬い爪の先が上うわ顎あごを掠めるたびに、裕真は目を細めた。指の腹とは違うその硬こう質しつな感じが、口腔内に含ふくんでいるのが指だと教えてくれるからだ。


　───うー……。もう、ぜってえ、フェラなんかしねーもん……。


　数えるほどでしかないが、口に銜くわえたことのある雄の弾だん力りよくが舌先によみがえりそうな気がして、裕真は慌てて口腔内にある指先に神経を集中させる。


「もう、いいか───。ほら」


　言われるままに唾液をたくさん絡めたので、口から離はなした途と端たんに滴しずくが垂れてしまった。だが、そんなことは気にもせず、亨は膝ひざの上に乗ったままの裕真の後ろに手を伸のばした。自分の舐なめた二本の指が、秘処の入り口を優やさしく撫でさすっている。


　その簡単な行こう為いさえ裕真のそこは敏びん感かんに反応して、きゅっと窄すぼめられた。挿入を目的とした器官ではないため、そこは雄どころか指一本すら入らないと思えるほどきつく閉とざされている。


　だが、既にそこは挿入されて得ることのできる快楽を知っているのだ。


　抵てい抗こうをモノともせず指が入り込んでくる。


「───っ」


　最初の異物感は、いつまで経たっても慣れることができない。濡らしたとはいえ、ローションとは違ちがい滑ぬめりが悪いため、いつもより摩ま擦さつが大きく、『ねじ込まれるている』感が強い。周囲の肉を巻き込みながら、指がぎちぎちと奥へと進んでいく。


　体重を支えている膝ががくがくと震ふるえ出すほど、違い和わ感かんが拭ぬぐいきれない。裕真は無意識のうちに深く呼吸を繰くり返し、ひきつれる痛みと異物感を少しでも和やわらげようとする。


「……んぁっ」


　無理矢理押し込まれた指の先が前ぜん立りつ腺せんを的確に捉えた。どうやら少しでも早く裕真の身体からだをその気にさせてしまおうということらしい。指先を鉤かぎ状に曲げるように動かして内部を広げようとする指の動きさえも、前立腺を掠かすめて行われるのだ。裕真の吐と息いきはだんだんと乱れていった。


　幾らもしないうちに裕真の雄が完全に勃ち上がる。既に力の入っていない肢体は、亨に寄りかかることでどうにか縦になっている状態だ。


　中に指を入れられたまま腰こしを引き寄せられ、抗あらがう間もなくベッドに転がされた。強ごう引いんに体勢を変えられたため、狭せまい器官に収まっていた指も強引に腸ちよう壁へきを一周するように動いてしまった。


「───っぁはあっ」


　思いもよらなかった刺し激げきに裕真は身体を強こわ張ばらせてしまい、より一層異物を締しめつけることになり、その刺激が勃ち上がった雄おすをひくりと物欲しげに震えさせた。


「こっちにもあげようか───」


　欲望がにじんでいる低い声で囁ささやかれ、透明な先走りの雫しずくがとろりとこぼれている雄を、大きな手の平で包まれた。利き手ほど器用でない左手が雄をゆるゆると扱しごく。中指にはめられている金属が弾力のある肉の表面を擦こすり、裕真は掠れた悲鳴をあげてしまう。


　完全に勃ち上がっているそこは触さわられるだけでも、ひどく敏感に反応した。抱だかれることに───快楽を与あたえられることに慣れているのだと、身体の持ち主である自分に如によ実じつに知らしめているようで、裕真は口唇くちびるを嚙みしめて湧わき起こる羞しゆう恥ちに耐たえる。


　だが、裕真のなけなしの抵抗は相手にされず、簡単に喘あえがされ、いともたやすく追い上げられていく。内壁の内側から前立腺を刺激され、雄を握にぎり込まれてしまえば、与えられる快楽だけで手て一いつ杯ぱいになってしまう。


「───っあ、やぁ……っ」


　あと少しで達いけるというところまで押し上げられたところで不意に手放されたため、裕真は思わず声を上げてしまった。胸が大きく上下するほど荒い呼吸を繰り返しながら裕真は、自分に覆おおいかぶさっている亨を凝ぎよう視しした。


　体内から指を抜かれ、雄からも手をどかされている。あとわずかというところで快楽から見放されたのがどうしてなのかわからず、裕真は呆ぼう然ぜんとする。悦楽に潤うるんだ双そう眸ぼうでじっと相手を見つめることの危険性を、裕真は知らない。


「……おまえは、俺のものだ……。手放す気はないから、覚かく悟ごしておけ」


　伸ばされた手が汗あせばむ頰にあてられ、首筋を押さえ込んだ。不意に亨が屈かがみ込み鎖さ骨こつの下あたりに口唇が寄せられた。つきんとした痛みに、痕あとをつけられたとわかったが、裕真は文句を言うでもなくそれを受け入れた。


　キスマークを指先で撫でられる感触に裕真はうっとりと目を細める。形のよい亨の指に触れられることは、不快ではなかった。


　心地ここちよさを与えてくれる指が肌はだから離れたことを不満に思い目を開けてみれば、自分の下か肢しの間で、亨が服を脱ぬいでいた。


　綺き麗れいに張った筋肉のしなやかな動きに、息を呑のむ。ホテル特有の間接照明に照らされてできた肢体の陰いん影えいが、ひどく艶なまめかしく揺ゆれ動いている。


　───綺麗、だなあ……。どこから見ても『男』なのに、綺麗なんだ……。


『雄』特有の力強さを併あわせ持つ綺麗な身体に裕真は見み惚とれた。


　筋肉が柔らかく動き、円まろやかさはまるでないのにひどく優しげな仕し種ぐさをしてみせる。無む駄だな脂し肪ぼうがついておらず、すっきりとしたラインを描えがいている。指先に触れる肌の質感まで、滑なめらかだった。


　こくりと亨の喉のど仏ぼとけが動いたのをぼやけた視界の中で裕真は見つめていた。目の前に亨の顔があることの意味に、裕真は気がついていない。亨の利き手がまたそこに伸ばされ、蹂じゆう躙りんされる者の雄とともにやんわりと摑つかまれる。


「───ひゅっ」


　慣れてしまった手の感触とはまた違う、滑らかな弾力のある肉の質感に裕真は息を呑む。


　ただ手で擦られているのと違い、相手の脈動もダイレクトに感じられた。欲望を重ねているのだとよくわかる行為に、裕真の意識は真っ白に塗ぬり潰つぶされていく。


　立てた膝の間には亨の身体が挟はさまっている状態では、裕真に逃にげ場所はない。


「あ……、ぁんっ───っふぅっ」


　亨の手にいいように扱かれて、裕真の喉のどからは嬌きよう声せいしか出てこなくなる。爪つめの先で尿によう道どうをくすぐられるようにいじられれば、先走りの滴しずくはとどめようもなくとろとろとあふれ出てくる。


「くぅ───っ」


　ぎゅっと握り込まれる感かん触しよくがいつもと違うことに加えて、いつもは乱れた呼吸音しか聞かせない亨の艶つややかな声が、耳に届いてきたのだ。何かを堪こらえているような亨の声に、裕真は呆気ないほど簡単に果ててしまった。


　大きく胸を喘がせている裕真とは対照的に、亨は浅く早い呼吸を繰り返しているだけだ。吐と精せいすることのなかった雄の先せん端たんからはだらだらと透とう明めいな滴がこぼれている。


　腹部から胸部にかけて飛び散っている精液が、どろりと流れて裕真の肌を汚よごしていく。だが、亨はそれを始末するどころか逆に塗り広げるように指先を蠢うごめかした。どろりとした液体が皮ひ膚ふの上を伸びていく感触が気持ち悪くて、亨の手から逃のがれようと身体をずらす。


「自分の出したモノなのにねえ」


　意地悪く笑う亨に、裕真は力無く睨にらみつけた。自分のモノとはいえ、そんなモノを好き好んで玩具おもちやにする趣しゆ味みはない。亨の腕うでを払はらいのけると自分で始末するために身体を起こそうとする。


　だが、ベッドに肘ひじを突ついたところで亨に肩かたを押され、ベッドに転がってしまった。


「別にそのままでかまわない。どうせ、また汚れるんだから」


「───どういうことだよ？」


「それはおまえがよく知っているでしょう？……これでいいか……」


　裕真が怪訝けげんそうに様子を窺うかがうと、亨はテーブルの上に置いた缶かんに手を伸ばした。


　視線の先で、何でもないことのように手の平を湿しめらせ、秘処がびちゃびちゃに感じるほど濡ぬらされた。どうやらビールをローションの代わりにするつもりのようだ。


　くちゅりと卑ひ猥わいな水音をさせながら、亨の指が体内に入り込んでくる。第二関節まで一息にねじ込まれると、あとはぎちぎちと肉を喰はむ音を立て根元まで呑み込まされた。先さき程ほどまでの快感が残っているのか、指を入れられることに抵抗はない。


　出入りを繰り返す指の感触にむず痒がゆさを感じてしまうのは、はっきりとした快感を感じ取れないからだろうか。


　前立腺を捉とらえることのできる指は、きっちりとそこだけを外してくる。指先をいい場所へ導こうとでもするかのように収縮する内壁に、亨がうっすらと笑ったことにも裕真は気がつかない。


　もう一本指を増やされて、ようやく前立腺の周囲を掠めるように刺激された。


「ふ……ぅっ」


　もっと内部へ、奥へと誘さそい込むように腸壁がひくついているのが裕真にもわかる。ダイレクトに前立腺を刺激されてもっとはっきりとした悦えつ楽らくを求めているのだ。


　内側から喰くわれてしまうかのような、追い立てられるかのような、余よ裕ゆうのない快楽を裕真自身待ち望んでいた。


　───……うーわー。おれ、もう滝澤サンとしかできないのかも……。


　女性的な包み込まれるような快感ではなく、貪むさぼり尽つくされる快感を知ってしまった身体には、指では物足りない。意識を真っ白に飛ばすほど、熱く、激しいモノを身体がねだる。


　誰だれのモノでもない、亨のモノを───。


「……い、れて……。滝澤サンの───」


　掠れた小さな声は、吐息に紛まぎれそうなほど微かすかだったが、きちんと亨に言葉として届いたらしい。訝いぶかしげな視線で裕真を見つめてくる。


「───どうした？　おまえがそんなことを言うとは思わなかったが」


「うるさい……。するの？　しないの？」


　相手から一方的に与えられるのではなく、自分からも望んで手に入れたという事実が裕真は欲しかったのかもしれない。言葉だけで行動がともなわなかったが、無理矢理言わされたわけではないことが、今は大切だった。


「最後まで、責任をとらせるぞ？」


　すっと前ぜん立りつ腺せんを掠かすめるように指が引き抜ぬかれ、投げ出されるように放ほうって置かれた両りよう脚あしを亨の肩に引っかけられる。急激な姿勢の変化に裕真の準備が整わないうちに、亨は一気に裕真を貫つらぬいた。


「───ひ……っ」


　いくらか指で慣らされたとはいえ、それは急ぎすぎた。ローションほど滑ぬめりが良くないのも災いしているだろう。裕真の喉がひきつれた悲鳴を吐き出し、身体からだはひくひくと痙けい攣れんしたようにしなっている。秘処はこれ以上の異物の侵しん入にゆうを許すまいときつく締しめつけていた。


　みしみしと音がしそうなほど摩ま擦さつが大きく、内壁を巻き込みながら奥へ奥へと突き入れられる雄に、裕真は恐きよう怖ふを感じる。痛みがひどくなればなるほど、シーツを握り込んだ拳こぶしが筋張り、白くなっていく。


　それでも、自分が欲しがった熱量がそれなのだ。疼とう痛つうに意識が朦もう朧ろうとしてくるなか、裕真は霞かすむ目で自分の上にいる男を見み遣やった。


　だが、亨もさすがにきつかったのか、苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、時折呻うめいている。同じ男として、そこを締めつけられるとどう感じるのか、わかりきっている。だから、余計に悪い気にもなるし、その痛みすら呑み込んで自分を抱こうとする亨を、嬉うれしく思う。


　裕真は自ら大きく呼吸を繰くり返し、少しでも身体の力を抜こうとした。できるだけ身体の強こわ張ばりをとこうとし、下半身に低く重く響ひびく痛みから意識を逸そらそうとするが、うまくいかない。


「はぁ……っ」


　するりと痛みに萎なえていた雄おすに亨の手がかかった。柔やわらかな肉にやわやわと刺し激げきを与あたえられたが、そこにまだ快楽を見いだせていない。少しずつ強くなっていく雄への愛あい撫ぶに、ようやく裕真の身体が気がついたようで秘処の締めつけが少しずつ弛ゆるんでいった。


　きつさがなくなったことと、亨の先走りの滴が功を奏したのか、いくらか抵てい抗こう感かんがなくなった。その隙すきを亨が逃すはずもなく、裕真の前立腺を集中的に攻せめだす。


「あ……んっ」


　途と端たんに亨の手の中で硬かたくなっていく雄に、裕真自身が気がついていない。痛さと甘さが入り交じっている奇き妙みような感覚に呑み込まれまいと、必死に意識を保とうとすることで精せい一いつ杯ぱいだ。


　肌のぶつかる音が、段々と高く、早くなっていく。その音に重なるように裕真も甘やかな声を上げていく。


　シーツを離はなさなかった手はいつの間にか蹂躙者の背中に回り、その綺麗な肌に指を立てていた。内側に熱を感じるほど近いのに、それ以上もっと傍そばにと引き寄せたいのだ。ぎゅっと抱だきしめ、自分がどれほど強く亨を求めているのか知らしめるかのように。


「んぅ……っ。───あああっ」


「は───っ」


　一ひと際きわ強く体内を抉えぐられ、裕真は自らの劣れつ情じようを解き放った。わずかに遅おくれて亨も裕真の体内に火傷やけどしそうなほどに熱い液体を吐き出した。


　汗あせばんだ肌はだを重ねながら、大きく上下する胸が同じ鼓こ動どうを刻んでいるのを感じ取り、裕真は深く心地ここちよさ気な吐と息いきをつく。身体の上に感じるどっしりとした男の重みにも満足する。その存在がそこにあるだけで、安あん堵どするのだ。


　一度きつく抱きしめられたあと、亨が身体を起こして後始末をする。ずるりと雄が抜けていく感触は、情事の熱から冷めてしまい正気にかえった身としてはどうしても好きになれない。だが、もっと好きになれないのが、狭せまい器官から欲望の残ざん滓しを搔かき出す行こう為いだ。


　腹部に飛んだ精液を拭ふき取られ、次は秘処を探られるのかと裕真は身構えたが、亨はそこには手を出してこなかった。そのかわりに、ベッドと背中の間に無理矢理手をねじ込んで、裕真を腕の中に閉じこめるように拘こう束そくした。膝ひざで太ふと股ももを割り広げられ、局部から秘処にかけてを無防備に晒さらされてしまった。


「な、何だよ？」


　深い充じゆう足そくに心持ち動きが鈍にぶっていた裕真は、完全に動きを封ふうじられてからようやく自分の体勢に気がつき、力のない声であえて訊たずねてみた。この体勢で次に何が待ち受けているのか、まったくわからないというほど初うぶではない。だが、できれば体力、気力ともご遠えん慮りよしたい、というのが本音なのだ。


　───さっきので、充分だってえのに、まだやるのか……？　まさか、ねえ……。


　思わず視線を左右に動かしてしまったのは、逃にげ道を探そうという無意識の行動なのだろうか。


「おや、これで終わるとでも思っていたのかい？」


　だが、亨は最後通つう牒ちようとでもいうように、耳じ朶だを甘あま嚙がみして先程の熱を再び裕真の身体に呼び起こし始める。


「───ぅんっ」


　耳朶から耳じ殻かくにかけて歯で優やさしく扱しごかれ、舌先がちろちろと耳の輪りん郭かくを舐なめ回す。


「最後まで、責任をとらせると言わなかったか？」


　背筋に冷ひや汗が流れるような台詞せりふとともに、耳じ孔こうに熱い吐息を吹ふき込まれた裕真は、背中をしならせた。











　夜明けまでまだ六時間弱ある。裕真の睡すい眠みん時間が如何いかほどだったのかは、想像に難かたくないだろう。




　　　　６







　どんなに仕事が忙いそがしくても必ず帰宅していた亨が、昨晩はとうとう外がい泊はくをした。しかも何の連れん絡らくもせずに、だ。そのことで亮は苛いら々いらとモノに当たっていた。ぼすっと目め一いつ杯ぱいクッションを殴なぐったり蹴けったりしている。


　昨日の夕方、突とつ然ぜん現れたあのビデオの少年に一ひと泡あわ吹かせることができたので、かなりすっきりとしたが、肝かん心じんの亨がいないのでは話にならない。


「───兄さんには相応ふさわしい女性がいくらでもいるもの……」


　いくら兄の方から誘さそいをかけたように見えても、亨には大人で妖よう艶えんな女性が似合うのだ。自分とそう年の変わらない同性に兄を取られたくはない。


「僕だけの兄さんだもの。今だって、仕事には負けるけど僕を気に掛かけているじゃないか」


　ぶつぶつと呟つぶやきながら、夕食の用意をする。とはいっても、買ってきたお弁当をレンジで温めるだけだ。亨の会社に電話しても話は通じないし、携けい帯たいは電源が切られているし、最悪なことばかりだ。


　この二週間ばかりでかなり暇ひまを持て余している。最初は懐なつかしくて貪むさぼり読んでいた雑誌も飽あきたし、テレビ番組も似たようなものばかり。遊びに出かけるにしても一人ではつまらない。


「……向こうじゃ、タスクがいつも一いつ緒しよだったからなあ……。───何で電話してこないんだよ」


　タスクから謝ってきたら許してやらないこともない、と思っているのに、肝心のタスクから電話がこなければ話にもならない。


「あーもー、全部タスクが悪いっ」


　行ぎよう儀ぎが悪いとわかっていながらも、握にぎった箸はしを弁当のご飯に突つき立たてる。完全な八つ当たりだ。食欲もあるようなないような微び妙みような感じで、ただ弁当を箸で突つつき回しているだけのような気もする。


　目の前の弁当に苛いら立だちをぶつけることに専念していたために、リビングに人が入ってきてもまるで気がつかなかった。


「ただいま。……何をしているんだ？」


「───おかえり。ねえ、昨日の夜、どこに行っていたの？」


「おまえが余計なことしでかした後始末だ」


　見た目がものすごく悪くなってしまった弁当を一いち瞥べつして亨は眉まゆをひそめたが、亮はそれを意に介かいさず、むっとした表情で亨を睨ねめ付ける。いつも服装を気にしている亨が、昨日と同じ服で仕事に行ったということも信じがたい。


　途と中ちゆうで買ってきたのだろう惣そう菜ざいの入ったビニール袋ぶくろをローテーブルに置き、仕事の鞄かばんをキッチンカウンターの上にのせた。


「後始末って何さ。僕、何もしてないよ？」


「……昨日、人が訪ねてきただろう？」


「あ───」


　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔で亨が一気に切り込んできた。それに動どう揺ようして思わず亮は箸を落としてしまう。


「そのことで話があるから、待っていろ」


　常になく冷ややかな態度でそう言われ、亮は頰ほおを引きつらせた。亨はスーツから部屋着に着き替がえるつもりらしく、ベッドサイドのクローゼットに近寄っていく。その後ろ姿を身ながら、亮は引きつった頰を何とかして戻もどそうと手の平でマッサージをしてみる。


　───あの態度は、お小言モードだ。何だよ、あんな男が何だっていうのさっ。


　自分が知っている兄は、女性の扱あつかいは誉ほめられたモノではなかったが、これといって執しゆう着ちやくも固執もしていなかった。不誠実だと思う反面、恋こい人びとに囚とらわれていない亨を格好いいと思っていたことを否いなめない。


　部屋着仕様のシャツとジーンズに着替えた亨が、冷蔵庫からビール缶かんを取り出してからテーブルにつく。無言のまま食事の支し度たくをする亨に、亮はびくびくとした視線を向ける。


「それで、おまえは一体何がしたかったんだ？」


「───彼が兄さんの『恋人』だなんて信じられない」


「信じたくないなら、別に信じなくてもいい。ただ、余計な手出しはするな」


　口唇くちびるを嚙みしめながら亮が、憶おく測そくだけだった『恋人』という単語を、内心では否定して欲しくて使った。だというのに、亨は否定するどころか、亮には関係ないと釘くぎを刺してきたのだ。


「……何でっ!?　男じゃないかっ。僕とあまり変わらない年みたいだよ!?　兄さん遊ばれてるんじゃないのっ？」


　亨が遊ぶことはあっても、遊ばれることはあり得ないと思いつつも、そんなことを亮は口走った。しかも、途中までしか見ていないがあのビデオでは───わざとそう作ったのでなければ───兄の方が積極的に仕掛けていた。


　これまで亨が相手してきた女性たちと、彼が違ちがっているのだとは亮も何となく感じ取っている。この部屋に増えている私物。無意識のうちに注がれるコーヒー。それらはすべて彼が関係しているのだろう。


　───だから余計に近づけたくないんだっ。


　自分の知っている亨が変わってしまうのが悔くやしいのだ。自分の理想としている兄が、大人で知的でエレガントで誰だれもが振ふり返るような女性とつきあうのなら、文句はない。誰もが振り返るようなカップルとなるだろう。


　だが、実際に彼と亨が歩いていたら兄弟にしか見えないではないか。


　───僕の方が本物の弟だ。兄さんは僕を大事にしないといけないんだ。


　溢あふれ出しそうになる涙なみだをぎゅっと堪こらえて、難しい顔をして惣菜を突いている亨に視線を向ける。


「父さんや母さんが知ったら、何て言うかな」


　脅きよう迫はくは自分でも卑ひ怯きようだと思うが、『先生に言ってやろう』的な子供の囃はやし立てにも似た幼よう稚ちな脅迫でしかないこともわかっている。


「少し、甘やかしすぎたか？───言いたければ言えばいい。それくらいで離はなれるつもりはないしな」


　淡たん々たんとどうでもいいことのように話す亨に、亮はくしゃりと顔を歪ゆがめた。自分よりも彼を取ると亨が言っているのだ。それまで兄の中では自分は特別でいられたのに、彼に譲ゆずらなければならないのだ。


「ああ、そうだ。これ、もう一度つながらないか？」


　亨が箸を置いて立ち上がり仕事鞄から取り出した小さな袋ふくろを亮に手て渡わたした。手の平に収まる程度の透とう明めいな小袋の中にはティッシュで包まれた何かが入っている。亮は訝いぶかしく思いながらも中身を取り出した。


「……指輪？　あ───」


　出てきたのは一カ所が切れた指輪だった。艶つや消けしが施ほどこされたホワイトゴールドの幅はばが広いリング。


「もしかして、これ、僕が兄さんにあげた指輪？」


「悪いな。どうしても抜ぬけなくて、切るしかなかった」


「抜けないって……？」


　手の平に転がる指輪を見ながら亮は呆ぼう然ぜんと呟く。今の自分から見れば、稚ち拙せつで恥はずかしい幼稚な指輪だ。幅もでこぼこしているし、艶消しも均一ではない。


「おまえからもらった時につけて、それ以来外してなかったからな。体型が変わって抜けなくなってたんだ」


　誇ほこりに思っている兄が、自分の指輪をつけてくれているのが嬉うれしくて、亨の手を見るたびに嬉しくてにやけていた。それがいつしか亨の手にあるのが当然だと思うようになって、いつの間にか気にもならなくなっていた。悔しいことに今回帰国してから亨の指に指輪がはまっていたかどうか思い出せないのだ。


「───ずっとしてくれていたんだ……」


「一応な」


　ぶっきらぼうな一言だが、四年近くもはめてくれていたという事実に、亮は泣きそうになった表情をきゅっと引き締しめた。


　───別に、僕の場所がなくなったわけじゃないんだな……。ちょっと、方向が違ちがうだけなんだ……。


　手の中の指輪を───亨が自分を思ってくれた四年分を、閉じこめるようにぎゅっと握りしめる。


「───いいよ。兄さんのことだから、僕は口出ししない。彼には、謝っておいて。少し意地悪が過ぎましたって」


「意地悪？」


「うーん、言ったら兄さん怒おこりそうだけど……。彼の持ってきたお菓か子し、全部食べちゃったんだ」


　怪訝けげんそうに訊きいてきた亨に、気まずそうな態度で亮が答えた。初めて顔を合わせた日に押しつけられた紙かみ袋ぶくろの中には、典型的な旅行土産みやげが入っていた。当然の如ごとく亨に渡していないし、亮が黙だまって全部食べてしまったのだ。


　子供っぽい亮の行こう為いに亨は呆あきれて溜ため息をもらすが、何も言わない。それくらいのことは亮がしそうなことだと、亨が思っている証しよう拠こだろう。だが───。


　───これは許してくれないだろうなあ。でも、言っておかないと、あとでばれた時がとても大変なことになるしなあ……。


　きょときょとと視線を動かしながらも言い出すタイミングを計っていると、そんな不ふ審しん気げな亮の様子に気がついた亨が、険しい目つきで睨にらみつけてくる。


「他ほかに、何をしたんだ」


　低く唸うなるように訊かれて、亮はぴくりと肩かたを引く。さすがに長いこと亮の面めん倒どうを見てきただけに、とんでもないことを隠かくしていると察せられたのだろう。思わず眉まゆ尻じりを上げ上うわ目め遣づかいで亨を見み遣やるが、一向に取り合う気はないようで細められた双そう眸ぼうがとても怖こわい。


「ビデオをね、あげたんだ」


「───は？」


「うーん、向こうの部屋にあったビデオテープなんだけどね」


　一いつ瞬しゆん何を言われたのか理解できなかったのだろう。亨はらしくない間の抜けた顔をした。亮はそれを見て笑い出しそうになったが、どうにか堪えることに成功する。これでもし本当に笑ってしまったら、絶対に兄は許してくれないのは目に見えている。精せい一いつ杯ぱいしおらしく、わずかに涙を浮うかべた表情で亨をじっと見つめる。


「ごめんなさい。まさか、そんなに大事な人だと思わなくて……。本当にごめんなさい、て謝っておいてね？」


　未いまだに呆然とした様子の亨にちらりと視線を投げかけてから、手早くテーブルの上を片づけてそそくさと台所に駆かけ込む。そのまま亨の傍そばに留とどまり続けるのはとてつもなく危険だとわかっているのだ。


　───あーあ、もしかしなくても今回の帰国は、兄離ばなれをしろって神様が仕組んだのかも……。タスクにも悪いことしたかなあ。


　亨のことを『弟にかまけて恋人もできないへたれな男』と言われたのだ。そんなことはない、と反論してみたものの今度は『女おんな癖ぐせの悪いサイテーの男』というレッテルを貼はられてしまった。


　───まあさあ、確かに女性には不誠実だったけど、今は『恋こい人びと』一人みたいだし……。どんな兄さんでも、僕には一番なんだけどな。タスクもわかってくれないかなあ……。


　ほとんど食べることなくぐちゃぐちゃになったお弁当を、作り手に対してごめんなさいと思いつつ始末する。


　手の中にある指輪はできれば傷を付けたくなかったのか、リングカッターで切られていた。切り口が綺き麗れいな直角で、丸くつぶれていないから直すことは簡単だろう。だが、この指輪には四年前までの亮の想おもいしかつまっていない。


「───新しいの作って、そっちを渡そうかな。だからイギリスに帰らないと」


　それが口実でしかないとわかっていても、きっかけがないと動けない。タスクに謝るということはできないが、今回の帰国の原因をまた責める気はもうなかった。


「タスク、ちゃんと謝ってくれる、よね……？」


　不安げに揺ゆれる瞳ひとみを瞼まぶたに隠して、亮は飛行機のチケットを予約するために明日は出かけることを決意した。











　そろそろ春分を迎むかえる三月半ば、春一番も吹ふき暦こよみの上では既すでに春となっていたが、まだ寒い日が続いている。中庭に面したオープンテラスにもちらほらと客足が戻もどっていた。なので、土曜日である今日もそこそこに忙いそがしくなることがわかっていた。


　陽ひ射ざしの出ている午後、休きゆう憩けい時ということもありテーブルはそれなりに埋うまっている。そのテーブルの合間を縫ぬって裕真は三杯ばいのカプチーノとミニデザートの盛り合わせを運んでいく。


「お待たせいたしました」


「今日は待たされてないよ。忙しいのもどうにかおさまってきたし」


「ふふふ。休憩が取れるのっていいですよねえ」


「しかも他人の奢おごりでのデザート。一段と美味おいしく感じられるわよねえ」


　皆川と七瀬が手を組みながらうっとりと呟つぶやく。目の前にあるデザートの盛り合わせよりも、ゆっくりとカプチーノが飲めるという環かん境きように夢ゆめ見み心地ごこちになっているようだ。デザートプレートには、一口サイズのケーキが五つ、シャーベットとアイスが三つ、綺麗に飾かざられている。一人で食べるには少し量が多いが、数人で食べるには丁度いい量だろう。


　そんなプレートを前にしている二人の様子を亨は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で見ている。三月頭からの二週間ほど、自分の我が儘ままで彼女たちを多た忙ぼうにさせたことがわかっているだけに、強く出られないのだ。


「そういえば、お土産持って行ったときも大変そうでしたもんね。お疲つかれさまです」


　裕真はにっこりと笑いながら、皆川たちを慰なぐさめるような言葉を口にするが、その実、亨に向かって当て擦こすっているのだ。それが亨にもわかっているのか、眉み間けんの皺しわはより一層深くなる。


「ありがとう。これで少しは落ち着くし、通常業務に戻れるのよ」


「青木の顔を見るのも久々な感じがするよう。───……あら、ピアスホール開けたの？」


　カプチーノとデザートを堪たん能のうしていたはずの皆川が、裕真の顔をじっと見つめながらぽつりともらした。それが何を指しているのか瞬しゆん時じに理解した裕真は、笑え顔がおをますます深めて何でもないことのようにさらりと言ってのける。


「そう。片方だけなんだけどね」


「……ふーん。右耳にだけ開いてるの？　ふーん、凄すごく意味深ね」


　口唇くちびるの端はしを微かすかに歪ゆがめただけの笑顔で皆川が裕真に視線をやる。当然の如く、そんな笑顔を向けられる覚えのない裕真は、無む邪じや気きな振ふりをして彼女に訊き返した。それが皆川の思おも惑わくにのることだとわかっていても、彼女が何を隠しているのか知りたかった。


「何が意味深なんです？」


「あら、知らなかった？　片耳のピアスってある種のサインになっているのよ？　右耳だけだと……『自分はゲイだ』って主張しているの。でも、今はそんなことないのかしら？」


「───へ？」


「ああ、私も聞いたことありますよ。左はノーマルで、両耳でバイ、でしたっけ？　でも今は普ふ通つうにファッションで開けている人とかも多そうですけど」


　七瀬が目の前にある一口サイズのケーキにフォークを伸のばしながら、にこにこと付け加えてくる。


　たった今手に入れた情報に呆ぼう然ぜんとなりながら、裕真は目の前でケーキの遣やり取りをしている二人を見ていた。だが、すべてを理解した瞬間凄すごい勢いで亨を睨みつける。その口くち許もとが意地悪く微笑ほほえんでいるのを見て、裕真の頭に血が上った。


　───わ……、わかっててやったんだな……！


　顔をしかめるようにして亨を凝視する。だが、当の本人は何の飾りもない左手でカップを持ち上げ、素知らぬ振りでカプチーノに口を付けていた。


　亨の指にはまっていた指輪は、あの日の翌日、出向いた消防署のリングカッターで切った。その切られた指輪を亨は大事に持って帰ったが、それからどうしたのかは聞いていない。ただ、長い間外していなかった指にはくっきりと白い跡あとが残っていた。今はまだかなり目立った感じがするが、そのうちわからなくなってしまうだろう。


　相手のモノだという徴しるしをピアスにしようと言い出したのは、裕真だ。指輪やネックレスなど目立つモノは嫌いやだったし、そこにアクセサリーがあるのに慣れるまで違い和わ感かんがつきまとうのも嫌だった。その点、ピアスなら小さいモノなら目立たないし、引っかけない限りつけていることも忘れられる。


　ピアッサーとファーストピアスを購こう入にゆうしたのも裕真で、自分用にはできるだけ目立たない小さなモノを、亨用には悪戯いたずらと報復の意味を込こめて大きめのルビーがついたモノを選んできた。


　最初から両耳に開けるつもりはなく、左右それぞれ片方ずつのつもりだった。なのでどちらの耳にしようかと裕真が迷っていたら、亨がさっさと決めたのだ。


　───ピアッサーをあてられた時、妙みようにおかしそうに笑ってるなあ、とは思ったけどさっ。くそうっ。あの時抵てい抗こうしておけばよかった！


　睨にらみつけるだけでは物足りなくなったが、バイト中の身では思う存分仕返しができない。


「帰ったら覚えてろよ？」


　満面の笑みを浮かべたまま亨に向かって低く囁ささやけば、ちらりと視線を向けられ馬ば鹿かにしたように鼻先で笑われる。


「覚えていられたら、な……」


　お子さまをあしらうような亨の仕し種ぐさに、裕真はますますいきり立つがこんなところで感情のままに振る舞まうわけにもいかない。そんな二人の緊きん迫ぱくした空気をぶち壊こわすように皆川がさらりと爆ばく弾だんを投下した。


「そういえば、滝澤もピアスホール開けたわよね？───左耳に」


「───だから？」


　突とつ然ぜん皆川に話を振られても、亨は動どう揺ようすることなく淡たん々たんと答えた。裕真も貼はり付けた笑顔を崩くずすことなく、皆川に視線を向けている。


　皆川はそんな二人に交こう互ごに視線を向けていたが、最後には『ふーん』と呟いたあとデザートプレートを突つつきだした。七瀬はそんな遣り取りにはまるきり無関心であるかのようにケーキを食べ続けていたらしく、盛り合わせはほぼなくなっている。


　微び妙みように居心地の悪くなったテーブルから離はなれようと踵きびすを返した裕真だが、すぐ後ろに直也と真衣が連れ立って立っているのを見て、その場に留とどまった。


「よお！　ちと早かったか？」


「そうでもない。少し待っててくれれば大だい丈じよう夫ぶ」


　多少狭せまくなるが、四人掛がけ用の丸テーブルにもう一脚きやく椅い子すを持ってきて、五人で座ってもらうことにした。


　裕真のバイトが終わったあと、裕真、直也、真衣に亨を加えて四人で飲むことになっていた。そのため、このメンバーが顔を合わせることになったのだが、もしかしなくても早まったかもしれないと、裕真は少しばかり後こう悔かいをしたが、今いま更さら遅おそい。


　直也と真衣の注文を受けてそそくさとテーブルから離れるが、できればあのメンバーが座るテーブルに近づきたくないのが本音だ。皆川は何か勘かんづいたらしいのは確実だし、直也は急にピアスホールを開けた裕真を興味深げに見ていた。どちらかだけだったならどうにかなるかも、と思うのだが、二人揃そろわれると逃のがれられないような気がするのは何故なぜだろう。


　大きく息を吐はき出し、亨との『恋れん愛あい関係』がばれる可能性があると、それなりの覚かく悟ごを決めておく。直也と真衣にばれる分には特に問題ない。二人とも必要以上にプライベートに踏ふみ込まないうえに、余計なことをぺらぺらとしゃべるほど口は軽くない。


　───問題は皆川さんたちかあ……。まあ、滝澤サンの不利になるようなことを吹ふい聴ちようするとは思えないからな。大丈夫だと思うんだけど。


　相手の出方が窺うかがえない以上、考えすぎということはないだろう。


「五番テーブル追加分ねー」


「はい、ありがとうございます」


　厨ちゆう房ぼうから出てきたカプチーノを二つトレイに載のせ、向かいたくはない魔まのテーブルへと足を運んでいく。


　一体何があったのかはわからないが、皆川と直也がにこやかに談笑している姿に、頰ほおが引きつってしまうのはどうしてだろう。亨のひどく不ふ機き嫌げんそうな様子が裕真の不安に拍はく車しやを掛けている。


「お待たせ……」


　少しばかり口調に勢いがないのは仕方ない。ココアパウダーでハート形が描えがかれたカプチーノを真衣の前に置き、綺き麗れいな縞しま模も様ようが描かれているのを直也にサーブする。そのまま足早に去ろうとしたところで、直也と目が合った。


　───何か、やばい気がする……っ！


　ぞくりと背筋を走った悪お寒かんに、裕真は身体からだを震ふるわせた。直也は自分のメリットとデメリットをひどくシビアに計算できる人間だ。それが気に入って裕真は傍そばにいるのだし、今更その性格にいちゃもんをつける気にはなれない。だが、それも時と場合によりけり、だ。


　直也がにやりと人の悪い笑みを浮うかべて、何でもないことのようにそのことを軽く口にのせた。


「そういや、おまえ、恋こい人びとに口直ししてもらったのか？」


「───口直し？」


　何のことだかわからずに、裕真は訊きき返す。そんな裕真の反応に、直也は片眉まゆをあげて大おお袈げ裟さなほど呆あきれた表情をしてみせる。


「ほら、スキーんとき、知らないオンナにキスされてただろ？」


「な───っ」


　言われてようやく思い出せるようなどうでもいいことを指し摘てきされ、裕真は思いきり表情を強こわ張ばらせた。


　───わざわざ……、こんなところで言うことはないだろうっ。


　口唇が戦慄わなないているのが自分でもわかるほどに、どうしていいのかまるでわからない。そこへ追い打ちを掛けるかのように亨の低い淡々とした声が上げられる。


「───へえ、そんなことがあったんだ」


　特に声を荒あららげているのでもなく、ただ抑よく揚ようがあまりみられない口調なだけなのに、そこにはひどく怒ど気きが感じられて、裕真はおそるおそる亨に視線を向ける。すっと細められた双そう眸ぼうと歪ゆがめられた口許に、裕真はびくりと身体を竦すくませ、さっさと視線を逸そらしてしまう。


　皆川と七瀬は何やら面おも白しろそうに口許に手を当てて成り行きを見守っているし、真衣はこのあとの展開が読めるのか、心配そうに裕真の方へと視線を向けてくる。肝かん心じんの爆弾発言を投下させた直也は、にっかりとした陽気な笑みを崩していない。


「そうなんですよ。レストハウスで相席伺うかがいをかねた逆ナンで。こっちは断ったんですけど、こいつ放ほうっておいてもオンナから寄ってくるほどだから、結構しつこくって」


「あー、うん、わかるー。青木ってば連れて歩きたい気分にさせるよね」


「でしょ？　まあ、だからそこそこオンナあしらいもうまいんですけど、向こうが上手だったみたいで、去り際ぎわにこうぶちゅっとね」


　立てた人差し指でわざわざ口唇くちびるを押さえる真似まねまでして、直也が説明していく。それを止めたくても、裕真は冷ややかな視線に晒さらされて身動きが取れない。しかし、不ふ可か抗こう力りよくだったのは確かなので、ここで怯おびえてたまるかときっと亨を睨み返す。


　もちろん、それだけで精せい一いつ杯ぱいになってしまった裕真は、皆川と七瀬が意味深な目配せをしたことや、真衣が直也の袖そで口ぐちをひっぱり話を止めさせようとしていることなど目に入っていない。


「で、今いかれてるのが年上の恋人なんですよ。大分長続きしてるみたいでもう半年以上もってるのかな？　そいつに口直しにキスしてもらえって言ったんですけど、この分だとまだしてもらってないみたいですねえ」


「直也っ。おまえは黙だまってろっ」


　亨を牽けん制せいすることにばかり意識を向けていたら、直也がとんでもなく気き恥はずかしいことをぼろぼろと言い出した。裕真は止やめさせようとするが、直也の口は止まらない。


「まあ、相手がかなりの年上みたいで、素す直なおに甘えるのもオトコの沽こ券けんに関わりますからね。でも、そのせいか思考がぐるぐると同じ所をよく回るらしくて、こっちも迷めい惑わく掛けられてるんですよ。だから、もし相手に会ったら、もう少し裕真を管理しておけって言いたいなあ、と常々思ってたんですよ」


　何せ、裕真のノートが掛かってましたからね、と直也は朗ほがらかに言い切った。


「多分、このままだと来年も年上の恋人とつきあってるんでしょうからねえ。───滝澤さん、裕真の相手、誰だれだか知りません？」


　裏に何某なにがしかの意味を含ふくんだ言葉が直也の口から溢あふれ出し、ようやく止まったと思えば亨に話を振ふる。そのあまりにも直也らしくない行動に、口を挟はさもうとしていた裕真も戸と惑まどっていたと言ってもいいかもしれない。そして、その隙すきを狙ねらったように、亨がぼそりと一言だけもらす。


「それを、なぜ俺に訊くのかな？」


「うーん？　何かいろいろと知っていそうなんで」


『裏なんかありませんよ？』と顔中で表現してそうな直也の笑え顔がおだったが、それが曲くせ者ものだということを裕真は知っているのだ。


「あーっ、もういいだろうっ。とりあえずおれはこのままで満足なの。しかも、向こうの弱みを握にぎったからね。しばらくはおれのしたい放題って感じ？」


　これ以上直也に余計なことを何一つ言わせてなるものかと、裕真は急いで言葉を重ねた。横目で亨の反応を確認できるくらいの余よ裕ゆうを持って、だ。ぴくりと亨の肩かたが揺ゆれたことを見み逃のがしてはいない。しかも、直也も意外な言葉を聞いたのだろう、箱から取り出した煙草たばこを口に銜くわえようとしたところで手を止めている。


「へえ───。どんな弱みを握ったんだ？」


「あら、私も知りたいわね。年上の『恋人』の弱み、なんでしょう？」


「うーん、そんな弱み、あるようには見えないんだけどなあ」


　直也と皆川が揃って裕真に問い掛ける。真衣はこっそりと滝澤を眺ながめつつ、ぼそりと呟つぶやく。七瀬は無言のまま亨と裕真に視線を送っている。


　───……何か、既すでに亨と『恋人』だってばれてるっぽいんだけど……。何でだ!?


　頰を引きつらせながらもどうにか笑顔を保っている裕真だが、亨の方はとうに放ほう棄きしているのか、あからさまにむすっとした表情で黙りこくっている。そんな微び妙みような空気に居たたまれなくなった裕真は、にっこりと得意の作り笑いを浮かべた。


「仕事、まだ終わってないからもう行くね」


「え、おいっ」


「あー、教えて行ってよー」


　うるさい二人の呼びかけはすっぱりと無視して、裕真は颯さつ爽そうとその場を後にする。もうあれ以上つきあう義理も義務もない。


　───弱みってあんなこと、口に出せるかっていうの。


　亮からもらったビデオは、もらったその日にバスタブに沈しずめた。もちろん問いつめた亨からマスターテープもぶんどったし、他ほかにコピーがないことも再三確認している。もう二度とあんなビデオを見ることはない。


　そして、そのビデオをネタに我が儘まま放題言うつもりでいる。もっとも裕真の我が儘といえば、何が食べたい、あそこに行きたい、といったかわいいモノでしかないが、亨の仕事が忙いそがしい以上あまり無理も言えない。


　───やっぱり滝澤サンのマンションで下僕ごっこだな。どんな命令してやろうかな。


　亨にあれこれと他愛たわいもない命令をする自分の姿を想像して、ご満まん悦えつな笑顔を浮かべる裕真の右耳には、プラチナのファーストピアスがちょこんと目立たないようにつけられていた。











　早足で遠ざかっていく裕真の後ろ姿に、皆川と直也があきらめの溜ため息をつく。そして、その矛ほこ先さきを亨自身へと向けてきた。


「───こいつに弱みねえ……。何があるのかしら？」


「ブラコン、ていうのは違ちがいますものねえ」


「んー、指輪外した時点で変わってるだろ？」


「……私の時とは全然違うのねえ……」


　四者四様の一言に亨は何も言わない。だが、真衣の一言に直也は素早く反応して、彼女の右手を摑つかむとにっかりと笑う。


「まーいさん。今はオレがいっぱい愛しちゃってるから、それでいいでしょ？」


「……うんっ。直也のほうが亨よりかずっといい男だよん」


　途と端たんに笑み崩くずれた真衣に、直也も嬉うれしそうな顔をする。そんなほんわかとした二人の様子に、皆川と七瀬は顔を見合わせて苦く笑しようした。


　───どこでばれたんだか……。まあ、吹ふい聴ちようして回るようなことはないと思うんだがな。


　いつ、どうやって皆川たちにばれたのか亨にはまったく予想もできないが、彼女たちは興味本位で突つつき回すことはしないだろう。強しいて言うなれば、亨をからかおうとするのが気になるくらいか。


　溜め息をつきつつ、彼らから意識を逸らす。裕真に取り上げられてしまった『弱み』の代わりになるような映像を、どうするか考えなければならない。


　───スタンドはもう使えないな。また新しい場所を探さないと……。


　裕真が離はなれていかないという徴しるしはそれぞれの耳につけられているので、脅きよう迫はくの材料が欲しいわけではない。ただ、独り寝ねが寂さびしい時の夜のお供が欲しいな、と考えているだけなのだ。


　今度はもう少し露ろ出しゆつを多くしてみるかな、などと裕真にとって顔を真っ赤にして憤ふん慨がいするようなことを、亨は真しん剣けんに検討し始めた。











　新しいビデオが撮とられたかどうかは定かではない、とだけ言っておく。




おまけ







　眩まぶしいほどの晴天は、二日ふつか酔よい一歩手前の真衣には眩暈めまいと貧血を起こさせる要因となっている。だが、まさかアルコールの過か剰じよう摂せつ取しゆのために仕事を休むわけにはいかない。ふらつきそうになる足取りをどうにかおさえて、『レゾンデートル』本社ビル二階の会議室の扉とびらを開けた。


「おはようございまーす」


　時間的には午後を過ぎているので『こんにちは』がきちんとした挨あい拶さつかもしれないが、この仕事場においては初めて顔を見せれば『おはようございます』になるのだ。


「おはようございます。昨日は楽しかったですか？」


「おはようー。何か、面おも白しろいこと、わかったかしら？」


　何時に帰宅して何時に出勤してきたのかわからず、まるで会社に寝ね泊とまりしているような七瀬と皆川に、真衣はにへらっとした笑みを見せた。


　昨晩、真衣と直也に、亨、裕真の四人で飲むことになっていたのは、皆川たちも知っている。裕真のバイト先で待ち合わせて仲良く出かけていくのを彼女たちは見ていたのだ。亨のアシスタントをしている早瀬はその場にいなかったが、どうやら亨に『恋こい人びと』らしきモノができていて、入れ込みようが半はん端ぱじゃないということと、もしかしたら同性かもしれないということだけは皆川から教えてもらっていた。


　興味津しん々しんに身を乗り出してくる三人に向かって、真衣は面白そうに口くち許もとを緩ゆるめていく。そんな彼女の様子に、皆川は目を輝かがやかせて手にしていた書類を脇わきにどけてしまう。


「ねえ、やっぱり青木だったの？」


「んー、多分そうじゃないかなあ、という感じなんですけど」


「て、あのカフェのバイトの子だよな？……どうしてそんな推測ができるんだ……？」


　憶おく測そくから確信へと変へん更こうさせた女たちの会話に、早瀬一人は首を捻ひねっている。


「最初に、変だって言い出したのは、真衣のカレシさんよねえ？」


「そうでーす。何でも、この間のスキー旅行の時のキスマークで、変だなあ、と思ったらしいんですよ」


「キスマークって、あのキスマーク？」


　きょとんとした顔で皆川が訊きき返したとしてもおかしくない。キスマークなど恋人がいれば一つや二つ、ついていたとしてもおかしくないのだ。だから逆に、それのどこがおかしいのかわからなくなっているのだ。


「裕真くんに恋人がいる、というのは知ってたみたいなんですよね。折に触ふれ、相談めいたことを聞かされたって。年上でもてて、仕事もできる大人、っていうイメージを持ってたんです」


　会議室の端はしに備え付けられているコーヒーマシンから勝手にコーヒーを注ぎ、真衣はパイプ椅い子すの一つに腰こし掛かける。


「で、旅行の時に限って目立つようにキスマークがつけられていたって。しかも、裕真くんにはわからないように、らしいんです。だったら、独どく占せん欲よくが強いか、ちょっとした悪戯いたずらか、になるはずで。でも、どちらも話で聞いてたイメージと違ちがっているじゃないですか」


　真衣の言葉に女二人はうんうんと頷うなずいている。直也から伝聞となっているため話の筋がふらふらとしていたが、まとめてみれば大した内容ではない。


　オンナが情事の痕あとを残すなら爪つめ痕あとだろう。だが、つけられていたのはキスマークで、しかも意図的につけられたとしか思えないような位置に二つだけ。同性相手というのも考こう慮りよにいれた方がいいかもしれない。この間からつきあっている『恋人』は今までと扱あつかいが違っている。バイトを急に変えた。亨にだけは初めから態度が違っていた。


　などなど、細かいところをつなぎ合わせていって、直也はもしかしたら、と思ったらしい。そして、決定打となったのが、昨日のことだ。


　亨の左耳にだけ開けられたピアスホール───。


　これといってアクセサリー関係にあまり興味を示していなかった裕真がいきなりピアスホールを開けてきた。しかも片方だけの訳を訊いても言葉を濁にごされるのだ。『恋人』関係だと直感的にわかった直也は、賢かしこくも最高の場ができあがるまでそのまま沈ちん黙もくを守っていたのだ。


　そうしてできあがった最高の場で、確認の意味を込こめてスキー旅行の時の口直し話をしてみれば、これ以上はないというほど確実になった。


　そんな話を真衣にしてくれたのが昨夜───というか明け方に近い時間だった。その至福の時を思い出し真衣はにやけてしまうが、そんな彼女を放ほうり出し三人は額を寄せていく。


「やっぱり青木くんとカレシさんは一いつ緒しよにいる時間が長いからすぐわかったんですね」


「滝澤はそこらへん、匂におわせてもみせないからなあ。滝澤に執しゆう着ちやくした『彼女』ができたらしい、とはわかっても、どんなオンナかすら推測できなかったし」


「真衣さんと別れてから、余計にオンナあしらいの冷たさに磨みがきがかかったな、とは思っていましたけどね」


　三者三様に言いたい放題だが、何となくお互たがいの言いたいことはニュアンスでわかっている。誰だれからともなく視線が合わさっていき、納なつ得とくしたとの印に無言のまま頷いて、余計な言葉をかけないようにしている。


「───」


「───」


　何がどうなって亨が裕真に執着を抱いだいたのか知りたくないと言ったら噓うそになるだろう。去年の初夏にあったオーディションでの、亨と裕真の遣やり取りを見ている身としては、亨の方がより興味を持っているのだろうとわかるくらいだ。


　だが、そこのところを亨に突っ込んで訊けるわけもない。


「で、どこらへんが面白かったのかしら？」


　首を一つ振ふり気を取り直したように皆川が真衣に訊いた。強ごう引いんな話題の変え方だが、誰も突っ込むことをせずにあえてそれにのり、目を逸そらしたい話題からとっとと手を引いた。


「そうですよー。滝澤さんが面白いって、不思議な感じです。まあ、オーディションのときみたいにむきになった感じなのかしら？」


「うー、感情的になったセンセイってあんまり想像できないんだよなあ」


　つい先さき程ほどの遣り取りを完全に無視しての会話に、真衣も何も言わず早々に加わる。


「まあ、飲みが主体で食べに行ったんですけどね……」


　ちょっとばかり遠い目をしながら、真衣は昨晩のことを語り出した。
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　その店は、真衣が直也と裕真に会ったときに足を踏ふみ入れた渋しぶ谷やにある裕真行きつけのクラブだった。個人経営のこぢんまりとしたその店の奥にあるテーブル席に四人は座っている。テーブルの上には酒のつまみになりそうなモノと夕食になりそうなモノとがひしめきあっていた。


　テーブルの横にはオーダーしたドライジンとホワイトラムのボトル、オレンジジュースやトニックウォーターなど、カクテルに必要そうなものがのったワゴンが置かれていた。直也に作ってもらう方が早い上に割安になるのだ。


「うー、おかわりっ！」


　既すでに三杯ばい目となったカクテル───ホワイトラムをオレンジジュースで割ったモノを飲み干して、裕真は同じモノを直也にねだっている。その正面に座っている真衣も、空になったグラスを隣となりに座る直也に向かって渡わたした。


「私もー。今度は甘い感じのモノがいいな」


　長方形のテーブルは、一応恋人同士で並んでいる。どうして一応なのかといえば、真衣には裕真と亨の関係がいまいちきちんと把は握あくできていないのだ。直也は『完全にできている！』と言い切っているのだが、そう断言できるほど、二人の傍そばにいないのだから仕方ない。


「真衣さーん、ピッチ早すぎだよ。裕真の奴やつにつられないようにしないと」


『あいつのは自棄やけ酒も混じってるから、したたかに酔ようことになるよ？』と小声で付け加えられ、真衣は上うわ目め遣づかいで隣の恋人を訝いぶかしげに見上げた。ちゃんと声を低めているのは、直也が裕真に聞かれたくないと思っているのを考慮しているからだ。


「どうして、裕真くんが自棄酒するのよ？」


「んー？　さっきのカフェでの出来事。滝澤さんって、案外と独占欲強いんじゃないかな」


「そんなことないと思うんだけど……」


　自分が亨とつきあっていた時のことを思い出しながら、真衣は小首を傾かしげた。実際つきあっていた時は特にこれといって行動を制限されたり、束そく縛ばくされたことはない。


　そういえば、キスマークってつけられたことなかったかなあ、と口唇くちびるを尖とがらせる。真衣がモデルをしているために気を遣ってつけなかったのかと思っていたのだが、もしかしたら痕をつけるに値しない、と思われていたのかもしれない。


　むっと眉み間けんに皺しわを寄せて、何かむかつくとばかりに、直也に新しいカクテルのお代わりをせかす。直也は苦く笑しようしながらグラスにドライジンを控ひかえた軽めのジントニックを作り、真衣に握にぎらせる。


「飲み過ぎだからね？　明日あした二日ふつか酔よいになったら大変だよ。というか、今晩帰るのも大変になるじゃん」


『帰ったらベッドに行かないの？』と耳許で囁ささやかれて、真衣は途と端たんににへらっと笑えみ崩くずれた。大事に抱いてくれる直也とのセックスは、とても気持ちいいのだ。


　そう考えて、ふと真衣は気がついた。


　あの亨がプラトニックな関係でいられるはずはないだろうし、実際に直也がキスマークを見ているのだから、セックスをしているのだろう。男性同士のセックスがどの器官を使うのか知識としては真衣も知っていたから、どういった手順が必要になるのかもわかっている。


「うわあ、本気なんだあ」


　ぽつりと呟つぶやいた真衣の台詞せりふは小さすぎて、隣にいる直也の耳にすら届いてないようだ。もっとも、直也はテーブルの反対側に座っている二人の様子に気を取られているからかもしれないが。


　セックスにおいての手順さえ、乱暴とかおざなりとか手て抜ぬきという単語はあてはまらないが、思い切り面めん倒どうくさそうにされていた覚えはあった。なのにそれ以上に面倒くさい手順を踏んでまで、裕真とセックスをしている、ということだ。


　真衣は思い至った想像に少しばかり頰ほおを染めてしまう。もう一度ちらりと直也の方に目を遣ってみれば、どこか呆ぼう然ぜんとした様子で正面を眺ながめている。


　どうかしたのかと真衣もつられるように正面を向いてみれば、亨が取り皿に料理を取り分けている。夕食代わりのペペロンチーノ、チーズたっぷりのエビマカロニグラタン、チキンの七味焼きに始まり、酒のつまみがわりのチーズやクラッカーなどなど細かいモノまでを取り分けている。


　別にここまでは普ふ通つうだ。直じか箸ばしをすることはあまりなく、今までもそうやっていた。が、その取り分けた皿を裕真の前に置いたところで、真衣は目を見開いてしまった。


　裕真の方はそれが当たり前だと思っているのか、無言のまま取り皿にフォークを伸のばしている。亨はそんな裕真に構うことなく、自分の分も取り分け始めた。


　どことなく裕真の機き嫌げんが悪そうなのは、バイト先であるカフェから続いているモノで、どうやら亨とのことを指し摘てきされた───もしくはからかわれたためらしいというのは真衣にもわかる。


　だが、そんな裕真を無視して、気を取り直したらしい直也が、こちらもせっせと真衣の分をよそいながら話し出した。視線はどちらかといえば亨より裕真、だろうか。


「なあ、そのピアスホール片方だろう？　あまったピアスはどうすんのさ？」


「あ？　んー、別にねえ……」


　言い淀よどむように裕真が言葉を詰つまらせるのを見て、直也はにっかりと人の悪い笑みを浮うかべた。他人のテリトリーに必要以上に踏み込まないのが普ふ段だんの直也のスタンスなのだが、どうやら本当に裕真のノートをあてにできなかった時期があったらしく、いつにないほどプライベートなところに足を踏み入れてきた。


「恋こい人びとさんにやるんじゃないの？　で、二人で一つを使う、とか？」


「な───っ。何だよ、それっ。そんなことするわけないだろっ」


　あまりにも茶化すような発言に裕真はいきり立ったが、直也は気にせずしっかりと裕真に向かって言い放つ。


「だって、立派な徴しるしになるじゃんかよ。これで二つ揃そろって初めて一つのデザインになるようなピアスだったら、完全にそうだろ？」


「……なんか、話がぶっとんでますけど……？」


「おまえの性格だと、真衣さんみたいに指輪とかネックレスは喜ばないだろ？　手入れが面倒くさいとか、付け外しが邪じや魔まになるとか、そんなこんなでやらなくなりそうだしさ。その点ピアスなら付けてるのを忘れられるし。完全におまえ向けの鎖くさりじゃんか」


「───」


　むぅっと裕真が黙だまってしまったのは、直也の推理通りだからだろうか。真衣としては、亨がどうしてピアスホールを開けたのか、ひどく気になっていたので、直也の言葉を聞いて、密ひそかに感かん嘆たんしていた。


　そして、やはりどことなく真衣は不機嫌になっていく。別に今好きなのは直也なのだが、亨を変えたのが自分ではないのが気になるというか、女のプライドに関わるというか。かなり複雑な表情をしていたのだろう。隣の直也がテーブルの下からそっと手を伸ばし、ぎゅっと手を握ってきた。


「───真衣さんが好きだからね？」


「うん。私も直也が好きだよう」


　こつんと額を寄せ合いながら小さく囁き合う。そんなことが幸せを運んでくれるのだ。


　そのあとは意図的にそこらへんの話題を避さけて、飲めや歌えの大おお騒さわぎになったのだが、真衣は直也の言いつけ通り、裕真のペースに乱されず程良く飲んでいた。だが、裕真の方は場の勢いに流されたのか、お開きになる頃ころにはまっすぐ立っていられないほど酩めい酊ていしていた。


　支し払はらいは割り勘かんでということだったのだが、裕真がこんな状態なのでと亨が一いつ括かつで支払ってしまった。キャッシャーの前で話すのは邪魔になるからと、店外に出てから直也と亨が向かい合う。


　足取りの覚おぼ束つかない裕真は亨が片手で支えている。それがわかっているのかどうか、裕真はとろんとした目つきで亨に寄りかかっている。店の中で飲みたいだけ飲んで、騒さわぎたいだけ騒げば、酔いも早く回るというモノだ。


「とりあえず、半分は払わせてください。こちらもかなりボトルを空けたんですから」


「かまわない。───どうしても気になるというのなら、情報提供料ということにでもしておけ」


「あー……、はい。じゃあ、お言葉に甘えてそうさせてもらいますよ」


　二人の会話の意味が真衣にはいまいち理解できないが、ここで言葉を挟はさむよりあとで直也に聞いた方が問題ないだろう。一人でそう納なつ得とくすると、小さく頷うなずく。


「それじゃあ亨さん、そいつ、お願いしますね。今日はオレのとこに泊とまるってことになってるんで、家には連れん絡らくしなくて平気です。ついでに言えばバイトも休ませといたんで、明日は一日オフですから」


『これはおまけです』と直也が笑って付け加えると、亨は数すう瞬しゆんの間、無表情に黙ったあと意地悪そうに微笑ほほえんで首しゆ肯こうした。


「ありがたいね。またおいしそうなことがあったら、電話してくれるかな？　携けい帯たいの番号は？」


　亨が内ポケットから携帯を取り出し、直也から教えてもらった番号にかけて、直也の携帯に自分の番号を残す。この番号が使われる時は、裕真にとってとてつもなく厄やつ介かいなこと、もしくはひどく遊ばれることが決定した時だろう。


　まあ、自分が関係ないのならかまわないかなあ、と真衣は暢気のんきにも考えている。自分と亨がつきあっていたのは昔のことだし、その時の自分と裕真の扱あつかい方に差があるなあ、と思っても、今の自分に直也がいるからどうでもいいのだ。


「また今度───」


　通りがかったタクシーを止めて、くったりとした裕真を抱かかえ込んで亨は行ってしまった。行き先がどこかは知らないが、セックスできるところに間ま違ちがいないだろう。


「さーて、酔よっぱらった邪魔者もいなくなったし、オレらも帰ろうか」


　にっかりと笑った直也が真衣の手を握り、自然と歩き出した。真衣の歩く速さと歩ほ幅はばに合わせた、ゆっくりとした足取りだった。
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「うーん、確かに微び妙みようねえ」


「……所々入っていた真衣さんの惚のろ気けの方がきついですよねえ……」


「センセイの部屋かあ……。そういえば仕事関係の人間で入った人っているんですかね？」


　真衣が語った昨晩の出来事に、三人は唸うなる。目に見えて『普段の亨なら絶対にしない！』と断言できる行動は幾いくつかあるが───他人ひとの分まで取り分けたり、酔っぱらいを送ったり、自分から携帯の番号を訊きいたりとか、それだけだ。


　もっと、こうつきあってます、もしくはセックスしてます、と確信できるようなはっきりとした行動がなかったのでは、推測の域をでないままである。


「───でも、話を聞いてるかぎりだと、真衣のカレシさんは確定させてるっぽいんですよねえ」


「そうなの。でもって、滝澤もそれをきちんと否定しないのよ」


「……何でそう、センセイをホモにしたがりますかー」


　七瀬と皆川の言葉に、早瀬一人が脱だつ力りよくする。別に自分にちょっかいをかけてこなくて、仕事が今までどおりであるなら、亨の性的嗜し好こうは関係ないと思っているだけに、女性陣じんの面おも白しろがりようというか、楽しそうな空気にどうにも同調できないのだ。


「そういうわけじゃないんですけど……」


「あの滝澤が振ふり回されてるのよ？　しかも相手は男の子。ということは、私が手を出してもおかしくないわけでしょ？　面白くなると思わない？」


　どこか控ひかえめな七瀬と違い、皆川ははっきりと亨で遊ぶために、と言い切っているような内容だ。早瀬はふっと彼女たちから視線を逸そらし、思わず窓の外を見てしまう。


　自分の直属のボスである亨を玩具おもちやにしようだなんて剛ごう胆たんなことを早瀬は考えられない。せいぜい言葉尻じりを捉とらえて、拗すねたような発言をするのが精せい一いつ杯ぱいなのだ。余計な茶々を入れて、今以上に仕事を増やされるのは勘かん弁べんして欲しい、という下心があるのは当然だが。


「ふふん。ねえ、滝澤に突とつ然ぜん連れん絡らく入れてきたオンナって、いつが最後だったかしら？」


　くすりと口くち許もとを面白そうに歪ゆがめた皆川が、ほつれている髪かみを耳に掛かけながらそんなことを訊いてきた。そんな皆川に七瀬が不思議そうな表情で答える。


「───随ずい分ぶん前、になりますね。携帯を拒きよ否ひされて、会社にかけてきたオンナたち、ですよね？」


「うーん、私の場合はここにくれば会えたからなあ」


　仕事中に携帯へと掛かってくるオンナたちからの電話はほとんどの確率ですげなく扱われる。ひどいモノになるとその場で着信拒否にするぐらいの勢いだ───もちろん着信拒否にされたオンナはそのまま振られる運命になる。


　そのため、携帯に連絡がつかなくなると会社の番号を知っている女たちは、事務所経由で亨と連絡をとろうとしてくるのだ。中には亨の携帯の番号をしらないために会社に掛けてくるという兵つわものもいたが、そういった電話は亨に一度通されたあと、二度と亨にまでつながれることはない。


「ねえ、いいこと考えついたんだけど、のらない？」


　皆川がにっこりと満面の笑えみを三人に向けた。語ご尾びは疑問系で、一見、その話にのるかのらないかは三人に選せん択たく権があるかのようにも見えるが、その笑顔が無言の脅きよう迫はくを仕掛けている。この場合は『もちろん手伝うわよね？　断るだなんてそんなこと、私が許すとでも思っているの？』といったところだろうか。


　七瀬は一も二もなく首肯したが、真衣は思うところがあるらしく、躊躇ためらっている。早瀬に至っては、できればその場から消え去り皆川の台詞せりふ自体聞かなかったことにしたいくらいだ。


「私はいいですよ。皆川チーフの意向に従いますよ？」


「やあねえ、あとの二人は滝澤が怖こわいのかしら。まあ、いいわ。七瀬だけでもそう言ってくれるのなら、どうにかなるもの」


　ぐっとテーブルの上に身を乗り出し、密事をばらすかのように声を潜ひそめて話し出した。


「まずは、二手に分かれるのよ。青木に酒を飲ませる係と、滝澤と事務所に残る係。で、頃ころ合あいを見計らって青木から滝澤に『迎むかえにこい』と連絡を入れさせる。……そうしたら滝澤はどうするかしら？」


「うーん、普ふ通つうなら、怒おこるか冷ややかな口調でまた連絡する、でお終しまいになるんでしょうけど……」


「今つきあっている相手は、それまでのオンナたちとはかなり違っているでしょう？　だから、仕事中の電話というやつでも違っているんじゃないのかなあ、と思うわけよ。これなら、滝澤とつきあっているのが青木なのかすぐにわかると思わない？」


　自分に同意した七瀬に向かって話したことだろうが、皆川の企たくらみ事を聞いて止めなかった時点で、真衣と早瀬も共犯となることはもはや明白だ。


「私、裕真くんと飲みます。その方が自然ですよね？　ここに残るより」


　腹を括くくったらしい真衣がちょこんと手を上げて、無難な方向へと逃にげていった。それにつられて、早瀬もいつもと変わらないスタンスを取れる場所へと配置を希望する。


「はーい、事務所に残ります。青木くんと飲みに行くほど親しくないですからね」


「うーん、そうしたらチーフと私ですか？───チーフはどっちがいいんでしょう」


「あ、じゃあ、青木と飲みに行く方でいい？　その方が迎えに来た滝澤のこと、たっぷりと観察できそうだもの」


　この作戦がうまくいった時のことを考えて、皆川はにんまりと笑っている。親愛の情を込こめた意地悪というのは、お互たがいにそれ相応の信しん頼らいと自信がないとやれないモノなのだ。


「さあて、日にちはいつにしようかしらねえ」


　語尾が浮うき足立っている皆川に、七瀬がスケジュール帳を片手に近寄っていく。真衣は困ったような表情で、その場から動けないでいた。


　そんななか、早瀬は一人頰ほおを引きつらせている。


　三月の頭頃ごろ、亨の携帯に電話が入った時丁度居合わせたのだ。


　亨の携けい帯たいには仕事関係の電話も入ってくるし、プライベートなモノも入ってくる。営業や外回りならば仕事用にもう一台携帯を持たせるかもしれないが、亨の場合、仕事関係といってもプライベートでも関わりを持つようなモノにしか携帯の番号を教えていないため、あまり支障はないらしい。


　その時の電話もそういったものだと思ったのだ。だが、話している内容からプライベート関係だとわかり、早瀬は首を捻ひねった。


　亨の弟が来ていることは知っていたし、弟と出かけるために、仕事を自分と皆川にかなり割わり振っていたので、電話の相手は弟かと最初は思った。亨と弟のお出かけを『デート』と称しようしたのは、まるで自分が彼女とデートをする時のように、無理にでも時間を作って出かけていたからだ。


　だが、漏もれてくる会話を聞いていると、どうやら相手は弟ではないらしい。しかも途と中ちゆうで切られてしまったらしく、亨らしくもなく悪態をついて携帯を机に放ほうり投げていた。


　同室している自分を気にして亨は短く応答していたらしく、話の内容がどんなものかはわからない。亨は溜ため息を一つついたあと、仕事の続きを始めたがどことなく苛いらついたような表情をしている。細々とした仕事が溜まっており、電話に時間を取られたことが気に食わなかったのだろう、と早瀬は思っていた。


　だが、しばらくして再び亨の携帯が鳴って、そのディスプレイを彼が確認したあと、亨は早瀬を部屋から遠ざけたのだ。その時に見ていた書類の資料を取ってくるようにと言われたが、あれは明らかに電話の内容を自分に聞かれたくなかったからだと早瀬は確信している。


　そして十分ほど経たってから部屋に戻もどってみれば、亨は破竹の勢いで未決書類を処理しているではないか。その勢いのまますべての仕事を終えると、速そつ攻こうで会社を出ていった。


　あれは絶対に『恋こい人びと』相手の電話だったのだろうと、早瀬は今いま更さらながらに思う。


　女性陣の推測が正しいのかどうか、早瀬にはわからない。が三人はほぼそうだと断定しているようだ。


「……だとしたら、酔よっぱらった青木くんからの電話なんかもらった日には、迷わず出ていくんじゃないか……？」


　しかも、その隣となりには皆川がいるのだ。彼女はオーディションの時から裕真のことを気に入っていたし、こまめに裕真のバイト先にも顔を出している。そんな皆川が、酔った裕真を見て、黙だまって手を拱こまねいているだけだなんてことはありえないだろう。


「あーっ、お願いします！　できれば仕事の立て込んでない時にお願いしますっ！　それでセンセイがすっ飛んでいったら、残された僕たちが仕事片づけないといけなくなるんですからっ」


　悲鳴のように自分の要求を叫さけんだ早瀬に、七瀬も小首を傾かしげたあと小さく頷うなずいた。


「それは確かにそうですよねえ。───じゃあ、それも考こう慮りよしないといけませんね」


　大判のスケジュール帳を七瀬と皆川が覗のぞき込みながら、再び来るＸデーをいつにしようかと頭を悩なやませて始めた。それを見て、早瀬はひとまず胸を撫なで下ろしたが、自分の身を守るためのその発言で、既すでに皆川たちの企くわだて事に自分ものってしまったことになったのだと思い至ったのは、Ｘデーが決まったと皆川が楽しそうな声を上げた時だった。


　そしてこのお楽しみが亨にばれて、いつも以上に仕事を回され本物の悲鳴を上げることになるのは、そう遠くない未来だと告げておく。
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